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[image: 隣のクーデレラを甘やかしたら、ウチの合鍵を渡すことになった]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ごめんね、夏な臣おみ。遅くなっちゃった」

　晩飯時。俺が自慢の特製からあげの仕込みをしていると、玄関の鍵が開く音がしてから部屋の中へ足音が近付いてくる。

　彼女の名前はユイ・エリヤ・ヴィリアーズ。十七歳の女子高生。本人は至って無宗派だけれども、出自がイギリス貴族の敬けい虔けんなクリスチャン家系のため、洗礼名と呼ばれるミドルネームを持っている名実共に本物のお姫様。

　印象的な大きな青色の瞳と艶のある長い黒髪。透き通るような白い肌に遠目でも分かるほど長い睫まつ毛げ、細く整った鼻び梁りようと顔の輪郭線。それに上品な桜色の薄い唇。

　高校生という年齢なりのあどけなさはあるものの、可か愛わいいよりも美人と言った方が似合う端正な顔立ちをしており、女の子にしては少し高めの身長に、すらりと伸びた手足と均整の取れた細身の身体からだ付き。落ち着いて見える雰囲気は大人びた気品を湛たたえているので、制服を着ていなければもう少し年上にも見える。

　その整った容姿に加えてのクールな佇たたずまいで、クラスメイトたちからは憧れと畏敬の気持ちを込めて『深窓のお姫様クーデレラ』と呼ばれていたりするが、それはあくまで周りの勝手なイメージで、実は本人はめちゃくちゃ嫌がっていることを俺だけは知っている。

　部屋に入って来たユイが合鍵をポケットにしまいながら、晩御飯の仕込みをしている夏臣の手元を覗のぞき込こんでくる。

「今日の晩御飯は……鶏のからあげ？」

「正解だ。今日は鶏とり肉にくが安かったからな」

「ん、夏臣のからあげ大好きだからすっごく楽しみ」

　正解したことを誇らしげに、青色の大きな瞳を可か愛わいらしく細める。

　普段がクールなだけにそのギャップが余計に可か愛わいさを引き立てているが、動揺を悟られないように軽く咳せき払ばらいをして夏臣がごまかす。

「楽しみにしててくれたのは嬉うれしいけど、隣なんだから制服くらい着替えてくればいいのに」

「それは私が急ぎたかっただけだからいいの。夏臣が気になるなら着替えてくるけど」

「もう見慣れてるし、ユイが良いいなら別に良いい」

「それよりも何か手伝えることある？　私が出来る程度のことで」

　首を傾かしげながらユイが夏臣を覗のぞき込こむと、揺れた長い黒髪から甘い匂いがふわりと香る。

　一人暮らし物件のキッチンはさほど広くないので、キッチンで肩を並べると自然と距離が近くなってしまう。

　この距離感がユイからの信頼の証あかしと言えば聞こえは良いいけども、やたらと無警戒に近付いて来るので、夏臣は未いまだに少し慣れなかったりしている。

　長くて綺き麗れいな髪を耳に掛けながら、ユイが楽しそうな上目遣いを向けて小さな笑い声を上げた。

「なに？　照れてるの？」

「うるせ。からあげ揚げ始めるからテーブルで待ってろ」

「ん、わかった。お皿の準備しとくね」

　悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむユイに夏臣がふいっと顔を逸そらしながら返事をする。

　ユイももうすっかりと手慣れた手付きで、夏臣に教えたられ通りテーブルの上に食器を並べていく。

　夏臣の部屋のローテーブルは一人用に買ったものなので、二人で使うには少し小さい。

　なので、おかずの大皿を共有したり、組み上げた段ボールの上にお盆を載せてサイドテーブル代わりにしたりと、ユイが一生懸命に考えてスペースを工夫して作ったりしている。

　細いあごに手を当てながら真剣に悩む様子が可か愛わいらしくて、キッチンからそれを見ていた夏臣が小さく笑いをこぼす。

　これが、ここ最近の夏臣の日常だった。

　一人暮らしを始めた高校生活の中で、自分が誰かの世話を焼くなんて考えもしなかったし、ましてこんなに可か愛わいいクラスメイトが毎晩自分の家に通って来るなんて、少し前には想像でも出来るはずがなかった。

　学校帰りにユイと二人でスーパーに寄って、晩御飯の献立を考えながら買い物をして、夏臣の部屋で一緒に晩御飯の支度をしてから狭い食卓を囲んで、他愛もないことを話しながら一緒に晩御飯を食べる。こんな生活がいつの間にか当たり前に馴な染じんでいて、からあげを揚げる音に紛れて笑い声がこぼれた。

「夏臣？　どうかしたの？」

「ああいや、何でもないと言うか、あると言うか」

　二人用の大皿を両手で抱えながらユイがキッチンを覗のぞき込こんでくる。

　きょとんと不思議そうに首を傾かしげてから、すぐにはにかむように穏やかな微ほほ笑えみを浮かべる。

「ユイの方こそ、どうかしたのか？」

「夏臣が楽しそうだから、私も嬉うれしくなっただけ」

　くすくすと最近見せてくれるようになった笑顔で笑い声をこぼしながら、水にさらしてあった千切りキャベツを皿の上に広げてキッチンの上に置いてくれる。

　夏臣もその上に二度揚げしてカリッと仕上げたからあげを山盛りに載せると、ユイが愛らしい瞳を輝かせて幸せそうに細めた。

「よし、じゃあ熱々のうちに食べるとするか」

「うん、今日もありがたくいただきます」

　夏臣とユイが向かい合わせの定位置に座ってテーブルに着くと、お腹なかを空かせたうちのお姫様と一緒に、今日も狭い食卓を囲んで「いただきます」と手を合わせた。

　それぞれの左手首に袖口からお揃そろいの銀色のチェーンブレスレットが覗のぞいて、留め具の先端にあるスワロフスキーがきらりと虹色に光る。

　それに気付いた夏臣とユイが、少しだけ照れ臭そうな声を漏らして笑い合った。




　これが夏臣とユイで過ごす普段の光景で、毎晩の夕食を共にするのが二人の日常。

　桜の咲く季節に訪れた、二人の新しい日常だった。
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　ピピピピ、ピピピピピ。

　時間は午前七時。久しぶりにセットしていた携帯アラームが鳴り響いた。

　暦は四月。

　新学期、新生活、新入生、新社会人と、春は何かと『新』が付く季節で、窓から見える外の陽気は春らしく、少しの肌寒さと暖かい陽ひ射ざしが射さしている。

　外の通りには真新しい制服や気慣れないスーツを来た人たちが慌ただしく行きかっていて、隣の部屋も先月に引っ越しがあり、そして昨日にはもう新しい入居者が入ってきたりと慌ただしい。

　短かった春休みが終わり、俺─片かた桐ぎり夏な臣おみ─が高校に入学をしてから二度目の春を迎えた。

　つまり夏臣が一人暮らしを始めてから一年が経過したことになる。

　アラームを止めてベッドから身体からだを起こすと、眠っている間に固まっていた身体からだを伸ばしてほぐしつつ深呼吸をして寝ぼけている頭を切り替える。

「……よし、起きるか」

　ベッドを降りると目覚ましがてら洗面所で顔を洗う。

　つい先日に補充したばかりの安物の洗顔料。どうも夏臣は肌が強いらしいので、選ぶ基準は価格とどのくらいスッキリするかにしている。

　ぱしゃぱしゃと顔に付いた泡を流して水道を止め、歯磨き粉を付けた歯ブラシを咥くわえながら、洗面台や鏡に飛び散った水滴を軽く拭き取って口をゆすぐ。

「俺も少しは成長した……のかな」

　鏡の中の自分に向かって呟つぶやいてみる。

　多少は一人暮らしに手慣れたとは思うが、さほど大人になった実感もない。

「この程度で変わることもない、か」

　鏡から視線を外して、昨日の内にアイロンをかけておいたＹシャツに腕を通してネクタイを締める。それからちゃんと春休みのうちにクリーニングに出しておいた制服のズボンを穿はいてブレザーに袖を通した。







「いただきます」

　一人用の小さなローテーブルで用意した朝食に手を合わせる。

　今朝の朝食はごはんに生卵、作り置きしてあったほうれん草のおひたしに安売りしてた鮭さけ。

　塩を振って焦げ目をしっかりと付けた焼やき鮭ざけから、嚙かむ度にカリッと音を立てて鮭さけの旨うま味みが溢あふれてくる。我ながら良いい焼き加減だ。

　どこぞの牛丼屋の朝定食のようなメニューだが、自分で作ると費用は１／５以下になるし、出来たてが食べられて美お味いしいということを知ったのもここ一年の話だった。

　掃除、料理、洗濯といった身の回りのことを一人でこなして、人は生きているだけでお金がかかると知り、両親への感謝を知ったことは多少の成長だと思っている。

『一人暮らし？　特待生で学費免除になったらいいわよ。無理だろうし』

　二年前、夏臣が中学三年になり進路を考え始めていた頃。

　テレビの前のソファで寝転がりながら笑っていた母親の提案を達成しての今現在の生活だった。

　本当に俺が特待生を取った時に『何だっけその約束？』と本気で忘れていた母親に本気で怒ったのも今では良いい思い出のような気がしている。

「ごちそうさまでした」

　食べ終えた食器を手早く洗って水切りかごに並べていく。一人分の食器程度なら、面倒くさがらずに洗ってしまった方が後々楽だということも学んだ。

　置いてある電子時計を見ると七時四十五分。

　学校までは徒歩十五分程度の距離なので、八時に出れば始業のチャイムに十分間に合う。その微妙な空き時間を潰すため、食後のお茶でも飲もうかとケトルに水を張って電源を入れる。

　夏臣の住んでいるこの部屋は一人暮らしにしては広めの１ＬＤＫで、キッチンからリビングダイニング、寝室までが広めのワンルームで繫つながっている作りになっている。

　築四年でオートロック、テレビモニター付きインターホン、宅配ボックス付きと、セキュリティ万全の賃貸マンションの二階。キッチンや風ふ呂ろ回り、エアコンなどの設備も新しく、周辺で比べても高めの物件だ。

　特待生の約束を達成した学費の代わりとは言え、両親に申し訳ないのでもっと安いところでと断ったが、両親からの「親心！」の一言でここに決められてしまった。今となっては快適な住み心地に、親心のありがたみをひしひしと感じて気に入っている。

　そしてもうひとつ、この部屋を気に入ってる理由があった。

「今年も綺き麗れいに咲いてるな」

　南向きのベランダへと繫つながる窓を開けると、ちょうど目の前には立派な満開の桜が立っていた。

　春らしく薄桃色の小さな花たちを風に揺らしながら、綺き麗れいな景色を彩いろどっていて、さぁっと桜を撫なでた風が、甘あま酸ずっぱい桜の匂いを運んでくれる。

「やっぱりいいな、この眺めは」

　春にしか見れないこの眺めがとても気に入っていて、桜の花びらたちが風に揺れて踊るようにゆっくりと舞い散る眺めは美しいの一言だった。

　夏臣がその景色に目を細めていると、その幻想的なほど美しい風景に、透き通った美しい歌声がそっと重なった。

「この歌は……」

　夏臣が静かにその歌に耳を澄ませる。

　日本人なら誰もが耳にしたことのある桜を謳うたう日本民謡の旋律で、その美しい歌声はとても小さく、けれどもはっきりとした輪郭で、満開の桜の美しさを讃たたえるように風に乗って夏臣の耳に届いていた。

　まるで目の前の花びらたちが、その歌声で躍るようにゆっくりと舞い降りて、小さな透き通った糸に手繰られるように隣へと顔を向けると、そこにいた女の子の横顔に思わず目を奪われた。

　微かすかな春風に美しい黒髪をなびかせながら、繊細な硝子がらす細工のように美しい女の子が隣のベランダでその歌を口ずさんでいた。

　その横顔はまるで白磁の彫刻のように整っていて、大きな浅青色の瞳に舞い散る桜を映しながら、美しい旋律をその唇から紡つむぎ出している。




（──綺き麗れいだ）




　そんな当たり前の感想しか出てこなかった。

　曇りなく透き通る心地好い歌声が、静かに空気に溶け込むように深く響く。

　そっとくすぐられるような歌声に耳が優しく包み込まれて、思わず聞きき惚ほれて立ち尽くしてしまっていた。

　しかしその細められた青い瞳はどこか儚はかなく、張り詰めた危うさを感じさせるものがあった。

　舞い落ちる桜の花びらたちを映しながら、どこか冷めた横顔は見み惚とれるほどに神秘的で、あまりに綺き麗れいなその少女から視線を離せずにいると、その青い瞳が夏臣に気付いて歌が途切れる。

「…………っ」

　夏臣に向けられた目が微かすかに丸くなった。

　無機質な硝子がらす彫刻のようだった表情に、僅かに戸惑いの色が浮かんだのを見て我に返る。

（……あれ。この状況の俺って……もしかして、不審者みたいじゃないか？）

　現実を客観的に見ると、あまりに堂々と隣のベランダを覗のぞいている男。

　しかも相手は見み惚とれるほどに綺き麗れいな女の子で、これは覗のぞき犯扱いされても文句も言えない状況だと理解すると、思わず引きつった愛あい想そ笑わらいが夏臣の口角を上げさせた。

「……悪い。盗み聞くつもりはなかったんだけど」

「…………っ」

　眉根を寄せて彼女が俯うつむくと、怯おびえるように小さな両手が胸の前で握られる。

　それはまるで悪いことをした子供が怒られているかのように見えて、彼女のあまり動かない表情でも緊張が張り詰めていくのが伝わってきた。

「……ごめんなさい」

　聞き取れるぎりぎりのか細い声で彼女がそう呟つぶやくと、逃げるように顔を隠して部屋の中へと戻っていく。

　ガラガラ、ドンと窓が閉まる音が響いて夏臣が一人その場に取り残される。

　引き留める隙もない一瞬のことに、半開きの口すらも閉じるのを忘れていた。

「……やっちまったなぁ」

　隣のベランダへ向けていた顔を前に向けて、我が家の手すりに頰ほお杖づえを突いて呟つぶやいた。

　昨日にお隣さんが引越をしてたけども、まさかあんな女の子だったとは知らなかった。しかもウチの学校の制服を着てたので今年入った新入生かもしれない。

　今時お隣さんとのご近所付き合いなどないとはいえ、同じ学校の女子でしかも初対面がこれは非常に気まず過ぎる。お隣さんのご両親から不審者扱いで苦情が来てもおかしくない状況だった。

　ひとまずすぐにインターホンが鳴ることも、ベランダに怒鳴り出て来ることもなさそうなので一安心だけども、お隣さんである以上はどこかで顔を合わせることもあるだろうし、その時に改めて謝っておくかと思っていると、部屋の中にある置時計が八時を回ってるのが目に入った。

「やべ、俺も出ないと」

　ひとまず今起きた問題は横に置いて、お湯を沸かしたケトルをほったらかしにしたまま学校指定の鞄かばんを拾い上げて玄関をくぐった。




　　　◇　　　◇　　　◇




「あ、なっちゃん、おっはよ～」

「片かた桐ぎり先生、おはようございます」

「あー堅い堅い。学校の外では『お姉ちゃん』で良いってばぁ」

「俺が制服着てる時は先生と生徒って決めたのは片桐先生でしょ」

「あんれ、そうだっけ？　覚えてないなぁ。あ、その時酔っぱらってたかも」

　通学路の途中、悪びれなく小さく舌を出しているのはクラス担任の片桐香か澄すみで、夏臣の通う東聖学院の教師であり従姉でもある。

　今年二十四歳になる従姉は背が小さく、あどけなさが抜けない童顔。髪は肩口程度に切きり揃そろえていて、体付きこそ女性らしい曲線ではあるものの、スーツを着てなかったら同い年程度にしか見えない。

「春休み、あと二週間くらい欲しいよねぇ。教師にも頑張った一年のプレゼントっていうかさぁ」

「去年の夏休みは一年の半分頑張ったんだからって同じこと言ってたけど」

「そうだっけ？　あー超ゆとり教育発令とかで週休四日とかにならないかなぁ。もちろん給料は変わらずで」

　うちの従姉はこんな感じで常に月の半分以上を休みたがる割とダメな大人だった。

　性格が適当なので学年主任に怒られている姿は生徒たちの間では珍しくもないが、愛あい嬌きようがあって常に明るいので周りから何となく許されてしまっているタイプ。

　並んで歩いていても先生と生徒というよりも、姉弟か友達かみたいな感覚で親しまれている感じがある。

　俺もこのポジティブさには色々と助けてもらってるので憎めないけども。

「でもなっちゃんの制服姿も一年ですっかり着慣れたね。去年はフレッシュで着られてる感じだったのに」

「そりゃ一年も経たてば誰でもね」

　万人用の制服も身体からだに合わせて形もこなれるし、毎日着てるなりに着慣れてくる。鞄かばんももう無意識に右肩に掛けるし、通いなれた通学路も道順を意識してなくても歩いていける。

　去年みたいに全部が初めてで手探りじゃないし、誰でも慣れれば余裕に見えるだけだと思う。

「あはは、そういうことじゃないよ。お姉さんから見て、少し大人になったなーって」

　両手を後ろに組みながらニヤニヤと夏臣に上目遣いを向ける。

　昔のことを指摘されてるイタズラめいた視線から逃げるように夏臣が顔を逸そらした。

（……昔から知られてる人はこれだからなぁ）

　香澄は夏臣の六歳上の従姉で、昔から今までも本当の姉のような存在。それこそ物心がついた時からの付き合いで、だめな大人ではあるが夏臣は頭が上がらない。

　というのも、夏臣が中学生の時、初めて進路という現実の選択を迫られた時に親身に相談に乗ってくれたのも香澄で、『早く大人にならないと』と、妙な焦燥感に駆られていた夏臣に特待生制度を教えてくれたのも他ならない香澄だったからだ。

　そして両親との特待生の約束を夏臣が達成した時のこと。

『いくら何でも高校生が一人暮らしなんて無理でしょ？』

『じゃああたしがなっちゃんの面倒を見るならいいでしょ!?　なっちゃんが頑張って約束守ったのにおかしいよ！』

　と、渋る両親に夏臣の代わりに怒ってくれたのも香澄だった。

　だから夏臣は香澄には頭が上がらないし、大人になったと言われてもからかわれてるようにしか感じない。

　このニヤけ顔を見るに、実際からかっているのは間違いないだろうけども。

「ま、一年くらいで『大人になったなー』なんて思えたら苦労しないもんだよ。あたしだって自分が大人だーなんて思えないしさ」

「姉さんは立場と年齢なりにもう少し大人になった方がいいけど」

「あ、可か愛わいくない。ぜんぜん可か愛わいくない。そういうところはだめだな～。もうぜんっぜんにダメ。はいバツ」

　眉間にしわを寄せながら小さな両腕をバツに組んでダメ出しをされる。

　本人はふざけてるつもりではないらしいが、まったく威厳がないのはこういう仕草をするせいだと思う。こういう愛あい嬌きようがあってこその姉さんだけども。

　夏臣が苦笑を浮かべて歩いていると、香澄が「あっ」と声を漏らして手を打った。

　夏臣も足を止めて従姉に首を傾かしげる。

「そう言えば今日、ウチのクラスに留学生が来るんだって」

「留学生？」
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「ユイ・エリヤ・ヴィリアーズです。よろしくお願いします」

　鈴を転がすような美しい声が、抑揚なく平へい坦たんに自分の名前を告げた。

　静まり返った教室の中、クラス全員ぶんの視線に怯ひるむこともなく無表情に今朝見たばっかりの女の子が教壇に立っている。あまりに突然のことにクラス中の全員がそわそわと顔を見合わせていた。

　聞き慣れない明らかな外国籍の名前に、光を弾く長い黒髪と滑らかで綺き麗れいな白い肌。モデルのように細身ですらりと伸びた細い手足。そして何より、硝子がらす細工のように美しく整った顔立ちに神秘的な青い瞳。

　儚はかなげでどこか物寂しそうにも見えるその転校生は見間違えようもなくお隣さんで、それを見た夏臣も驚きを隠せなかった。

「ヴィリアーズさんはイギリスからの留学生なの。日本語は全然問題ないけど、不慣れなこととかあるかもだからみんなよろしくね～」

　香澄がユイの隣でマイペースにそう続けると教室の中が微かすかにざわつき始める。

「またどえらい美人が転校して来たもんだなぁ」

　夏臣の前席に座る友人─鈴すず森もり慶けい─が、後ろの夏臣にひょうひょうと笑いながら話しかける。

　教室内は好奇と羨せん望ぼうの眼まな差ざしをユイに向けていて、その一言がクラスメイトたちの心の声の代弁で間違いなかった。

　しかし当の本人は表情ひとつ変えることなく静かな佇たたずまいで、まるで無関心なクールな視線がまた深窓の令嬢のように絵になっている。そのミステリアスな雰囲気がまた一層と彼女の容姿の美しさを際きわ立だたせていた。
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「夏臣審査員的には？」

「俺が何を審査するっつーんだよ。そういうのは興味ねーって」

「夏臣ならそう言うと思った」

　肩を竦すくめた慶が、けらけらと楽しそうに笑う。

　慶は俺がこの高校に入った時からの付き合いで一番仲が良いい友人だ。

　見た目はチャラくてノリも軽いが、実は気遣い屋で人との距離感の取り方が抜群に上う手まく、老ろう若にやく男なん女によ関わらず誰とでも付き合えるすごい奴やつだったりする。

　そんなコミュ力の塊みたいな人間がなぜか俺のことを気に入ったらしく、やたらと絡からんでくる内に仲良くなった。人を見た目で判断しない慶でも話題を振ってくるくらいにユイは注目を集めていた。

　その隣で忙せわしなくきょろきょろしているちまい担任と目が合うと、にっこりと音がしそうなほどの極上なスマイルで頷うなずいて夏臣に手のひらをかざした。

「じゃあヴィリアーズさんは一番後ろの窓まど際ぎわの席ね。困ったことがあったら隣の片桐くんに聞いて？　無愛想に見えるけど何だかんだ親切だから」

「はい、わかりました」

「…………は？」

　こくりと小さく頷うなずいた転校生の隣で、しょーもない従姉が笑顔で手を振っていた。
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「何か聞きたいことはあるか？」

「大丈夫です。施設もルールも事前に頂いた学校案内で把握してますので」

「そうか。じゃあ何もないのか」

「はい。何もありません」

「…………」

「…………」

　朝礼が終わった後の一限目が始まるまでの休み時間。隣の席のユイとはまったく会話が続いていなかった。

　そもそも会話どころか視線すらも合わず、今ももう話は終わったと言わんばかりに視線を窓の外へと向けたまま動かない。でも一応担任から任された以上は最低限、と思ったがこれが現実だった。

（別に俺も楽しくおしゃべりするつもりじゃないけど……）

　俺の方を見向きもしないし、周りに溶け込もうとするような意志も感じない、明らかな『私に関わらないで』オーラ。

　そりゃあこれだけ可か愛わいければ寄ってくるやつはいくらでもいるだろうし、面倒なこともあるんだろうとは思う。でも別に俺だって下心で関わろうとしてるわけじゃないのは理解してもらいたい。

（……そもそも、お隣さんだってのに）

　向こうは今朝方に顔を合わせたことすら気付いてる素振りもない。

　確かに一瞬のことだったし、容姿端麗な彼女と違って自分が記憶に残りやすい顔だとは思ってもいないが、今朝の件を謝ろうにも会話にすらならないこの状況では難し過ぎる。

「…………」

「…………」

　それ以上話しかける用事もないので夏臣も黙り込むと、当然二人の間には会話など生まれないまま沈黙。興きよう味み津しん々しんで遠くから様子見をしていたクラスメイトたちも気まずそうに視線を逸そらしている。隣を見ればユイは何事もなく無表情のままだ。

（……何で俺はこんな我慢比べみたいなことをしてるんだろうか）

　ふとそんな疑問を持ち始めた頃、それを見かねた慶が明るい笑顔で割り込んで助け船を出した。

「なぁなぁ、ヴィリアーズさんはどうして日本に留学して来たの？」

「事情がありまして」

「あーだよね、答えづらいこと聞いてごめんねー。じゃあ日本で行ってみたい場所とかある？」

「特にはないです」

「あ、じゃあ割とインドア派なんだ？」

「いえ、そういうわけでは」

「え、えーと、じゃあさじゃあさ？」

　ユイは完璧な塩対応。

　ミスターコミュ力が諦めずに話題を振っても、次の返事が返って来ない以上はキャッチボールが続かないし、少し待ってもボールを投げ返してくれる様子も完全に見えない。

　それでも慶が何とか別角度からボールを投げ続けても、ひとつも捕球してくれることなくただただ会話が転がっていくだけだった。

（こんなに頑張ってる慶を見たのは初めてだなぁ……）

　完璧に慶をさばき切る鉄壁の塩対応にむしろ感動すら覚えていると、スピーカーから一限の始まりを告げる予鈴が響いた。

　まだ何とか戦意を繫つないでいる慶を手で制して今度は俺がその間に割り込む。

「じゃあ何か困ったことがあったら言ってくれ。一応担任から頼まれてるし」

「はい、ありがとうございます」

　最後にちらりとこっちを見て微かすかに頭を下げたユイと話を切り上げる。

　本人も問題ないって言ってることだし、自分から関わりを持ちたくないなら尊重するべきだと思うし、もしそれでも彼女が困っている時には手を差し伸べればいい。

　自分の中での関わり方をそう決めて、白目になっている慶をナイスファイトだったと慰めた。
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　今日の授業が全て終わって放課後。

　隣の席のユイが音を立てずに席から立ち上がって教室を出て行くと、その背中を見送った慶がボヤくように呟つぶやいた。

「ヴィリアーズ嬢、マジで一日中ろくに喋しやべらなかったなぁ」

「ああ。ずっと朝の調子のままだったな」

　空席になった隣をちらっと見て俺も慶に同意する。

　男女問わずクラスメイトたちには慶のように気を遣って話しかけるやつもいたし、彼女に興味を持って寄って来るやつもいたけども、隣の転校生は朝の調子のまま愛あい想そのないポーカーフェイスで一日を過ごしていた。

　一応は担任から面倒を任せられていたので、夏臣も隣から様子を見てはいたけれども、昼休みは学食か購買に行ってたみたいだし、移動教室なんかも迷いなく向かっていた辺りを見ると本当に学内設備の予習は完璧だったようで、夏臣が助けを出す必要もなさそうだったので話しかけることもなく今に至っていた。

「まぁ一人でいたい人もいるんだろうからほっといてやれって」

「でも留学して来て、友達作るのが苦手だったらかわいそうじゃんか」

「もしそうなら俺もかわいそうだとは思うけど、アレはそんな態度じゃないだろ」

「まぁ……確かに」

　眉を寄せながら慶が頷うなずく。

　慶はチャラい見た目に反して本当に下心なく面倒見が良いい。

　特に一人ではぐれてるような奴やつを気に掛けたりして、俺も去年はそれに助けられた。だから俺は慶のお節介を迷惑だと断じるつもりもない。

　でも、ヴィリアーズが張り巡らせているのは明らかな壁だった。

　それなら彼女が望むようにしてあげるのが優しさだとも思うので、俺は無理に構うことは止めた。

　それが正解か不正解かはわからないが、いくら親切心だとしても相手が望まないことをするのは正解だとは思えない。

「そういやクラスの連中が話をしてるのを小耳に挟んだんだけどさ。『ヴィリアーズ』って名前、イギリス貴族の名前らしいぞ」

「貴族？」

「ああ。日本じゃあんまりピンと来ないけど、ガチのお姫様ってやつらしい」

「お姫様って……また本当にピンと来ない話だな」

　お姫様と言われたら、漫画や映画に出てくるティアラを被かぶったふわふわな白いドレスの金髪美女のイメージが浮かんでくる。

　だけどもヴィリアーズは綺き麗れいな艶のある黒髪で、顔立ちも整ってはいるが間違いなく日本的な顔立ちの美人なので、いわゆる西洋のお姫様のイメージとは正反対で実際に貴族のお姫様と言われてもまったくピンと来ない。

　それでも実際にミドルネームまである貴族の名前で、彼女がお姫様と言われたらそういうものなのかと思う程度のことではあるけども。

「まぁでもこの年で留学ってすげーよな。単身で外国に行くなんてオレには想像もできない世界だ」

「単身？　一人でイギリスから日本に来てるのか？」

「香澄ちゃんが留学って言ってたし、それなら普通は一人じゃないか？　流石さすがに知り合いの家とかに世話になってるんだろうけど」

「……マジか」

　慶の言葉を聞いて今朝のことを思い出す。

　夏臣が住んでいるマンションの間取りは基本的にファミリータイプの物件ではなく、一人では広いけども二人では狭い程度の間取り。そして基本一人暮らし用の賃貸物件として貸し出されている。

　今朝は多少混乱していたことも含めてそのことを忘れていたが、なので恐らくヴィリアーズも自分と同じく単身で住んでいる可能性が高い。

　つまり本当に単身でイギリスから日本へ来ていて、しかも隣で引っ越しをしていたのは昨日の話だから、ずいぶんと急な話だ。

　夏臣の実家は新幹線で二時間程度の距離だが、場所が違えども生まれ育った日本。それでも一人で生活することは、慣れるまで本当に大変だった。

（それが女の子一人、それも外国で暮らすってのは……）

　家柄的に金銭面の心配はないとしても、慶が言う通りのホームステイではないとしたら相当に難易度の高い条件じゃないだろうか。

　流石さすがに頼れる人が近くにいるんだろうし、俺が心配するようなことじゃないが、去年に自分が実感したばかりの苦労なだけにそんなことを思ってしまう。

「まぁ……それでもヴィリアーズ本人が助けを望まない以上は俺たちが何かしてやれることはないしな」

「でも夏臣には香澄ちゃんからのお世話係って名目があるだろ？」

「余計なお世話係になっても仕方ないだろ」

「あ、それ上う手まい返し。違いないな」

　慶がけらけらと軽い笑い声を上げる。

　俺も頑かたくなだった時期があったからこそ、親切だとしても素直に他人の手を取れない気持ちもよく分かる。だからこそ無理にお節介を焼かないことの方が彼女に取っては親切だ。

　自分が去年に両親との約束を達成した全能感で調子に乗っていたことは、今となっては自分の黒歴史でしかなく、それを知ってる慶や姉さんには頭が上がらないわけだけども……まぁ苦い経験なだけに、今では良いい経験だったと思うことにしている。うん。

「夏臣は今日は合法バイトか？」

「ああ。慶も週末は違法バイトだろ」

「家業の手伝いを違法と言ってくれるな」

　苦笑いを浮かべて慶が肩を竦すくめてみせる。

　慶のお母さんは女の子がいる接待のお店を経営していて、慶は週末はその手伝いをするのが恒例。

　いわゆるナイトクラブと呼ばれる店だが、給きゆう仕じや厨ちゆう房ぼう仕事だから外からは見えないし、家業の手伝いだからセーフというのが慶の談。

　去年、仲良くなってしばらくしてからその話を聞いた時は、だから慶が妙に大人びてるのかと納得がいったものだった。

「たまには遊びに来いよ。夏臣ならお姉さんたちも気に入ってくれるだろうし、俺も張り切ってサービスするからさー」

「酒が飲める年になったら考えるよ。じゃあ俺はそろそろ行くから」

「おう。じゃあまた来週な」

　軽く手を振って教室を出ると、俺は慶が『合法バイト』と呼ぶ仕事場へと足を向けた。
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　東聖学院の敷しき地ち内の一番端、屋根の上に大きな十字架の意匠が掲げられたコンクリート造りの建物の中に、壁一面のステンドグラスから漏れた太陽の光が色とりどりの光に変わって静かな礼拝堂を照らし出している。

「……よし」

　誰もいない礼拝堂に夏臣の呟つぶやきが響く。

　軽く首を回して、手首を回して、さらに深呼吸をひとつ。白と黒の鍵盤の上に置いた指先を夏臣がゆっくりと沈み込ませると、パイプオルガンの荘そう厳ごんで美しい音色が教会の中に響き渡った。

　その曲は結婚式や礼拝で使われる定番の讃さん美び歌か三一二番『いつくしみ深き』。

　金管楽器特有の甲高い音の中にいくつもの音色が溶け合って、華やかで力強い旋律が礼拝堂内に溢あふれていく。その感触と音色を確かめながら、夏臣が両手足を使って壁一面に設置されたパイプオルガンを弾き鳴らした。

　東聖学院は長い歴史のあるカトリック系のミッションスクールで、敷しき地ち内に小さな教会が建てられている。

　この教会は結婚式や葬式、日曜礼拝などで利用され、一般開放もされており学校外のクリスチャンも集まる場所で、東聖学院は基本的にバイトは禁止されているが、この学校関連の手伝いだけは課外活動として例外で認められているアルバイトだった。

　そして夏臣は教会のオルガン奏者としてその手伝いをしている。

　ぶっちゃけ稼ぎたいならコンビニやファストフード店のバイトの方が全然割がいい。

　歴史あるミッションスクールとは言っても現代の学校なので、ある程度みんな隠れてバイトしてるし、学校側も問題を起こさない限りは黙認状態だ。

　ただし夏臣は特待生なので、問題を起こすと最悪は特待生の取り消しも有り得るので、割は悪くともバイトをしたいならば必然的にこの学校公認のバイトをするしかない。

　夏臣本人は無宗派だが、幼少期は母親に連れられて教会に出入りさせられていたので教会に馴な染じみはあったし、ずっとピアノを習っていたのもあってこのバイトに抵抗はなく、むしろン千万円のパイプオルガンを一介の生徒が気兼ねなく好きなだけ弾かせてもらえることは割と気に入っていた。

　そして夏臣の指が鍵盤から離れて、パイプオルガンの残響音がゆっくりと礼拝堂内に溶けて消える。

「……ま、こんなもんかな」

　手首を振るって指先の感覚を確かめる。

　放課後や休日など、教会が空いてる時は自由にオルガンを弾いて良い決まりとして裏口の鍵を渡されているので、時々こうやって誰もいない礼拝堂内で練習がてらにオルガンを弾くのが夏臣のお気に入りの習慣だった。

「じゃあもう一曲──」

　夏臣が鍵盤に手を置いたその時。僅かに開いた礼拝堂の扉から陽の光が差し込んでいることに気付いて後ろを振り返る。

　するとそこには、

「……片桐さん？」

　青い瞳を微かすかに丸くしたユイが立っていた。
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　礼拝堂の奥にある事務室にユイを通して、夏臣がテーブルを挟んで対面に座る。

「片桐さんがこちらのアルバイトの面接を？」

「ここの管理人のシスターが適当なもんでな。うちの担任」

「そういうことですか。ご苦労様です」

　ユイが「あぁ」と納得したように頷うなずく。

　会ったばかりの生徒に察されてしまう担任をやや情けなく思いつつも、あの従姉では仕方ないなと気を取り直す。

「じゃあこの申請書に色々記入してもらっていいか？」

　学校に提出する学校行事手伝いの申請書をユイの前に差し出す。

　建前上でも実質的にもいわゆる普通のアルバイトではないので、氏名と住所、連絡先、志望動機だけの簡素な申込書で、あくまで生徒の自主的な手伝いを学校側が許可したというだけの書類らしい。姉さん曰いわく。

「個人情報ばっかりだから、俺に見られたくなければ半分に折ってから渡してくれると」

「いえ、特に問題ありませんので大丈夫です」

　ユイが鞄かばんからペンケースを取り出して申し込み用紙に向かう。

　机の上に置かれた彼女のペンケースを見ると、白地にデフォルメされた猫のイラストが描いてある。ブサカワとでも言うのだろうか、何とも言えない味のある気け怠だるい猫のイラストだった。

（……意外に可か愛わいいもの（？）を使ってるんだな）

　不ぶ愛あい想そうでクールな彼女のイメージから離れた私物と、書類にペンを走らせる本人を思わずまじまじと見つめてしまう。

　改めて見ても本当に整った容姿で、俯うつむいて落ちた髪を耳にかける仕草だけでも映画のワンシーンのように様になっているが、彼女の表情は動かず何を考えているのかは全然わからない。

　それが彼女の他人との距離感なんだろうと思いながら、さらさらと動くペン先を眺めているとユイの動きが止まる。そのペン先に視線を向けると、志望動機の欄を指したまま固まっていた。

「そこはこの手バ伝イいトを希望した理由だな」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

　ユイがペンを握った手を口元に当ててわずかに眉根を寄せる。

　それから小さく頷うなずいてペン先を動かし始めると、『アルバイト禁止の東聖学院でも、このお仕事ならお金を稼げると校長先生に勧めていただいたので』と記入して、夏臣にちらっと窺うような視線を向けた。

「いや、そこは教会の手伝いに来た理由じゃなくて、何でお金を稼ぎたいのかっていう理由を聞かれてるんだと思う」

「お金を稼ぎたい理由、ですか？」

「別にそこで落とされるとかないし、適当に社会経験とか教会に関わる仕事がしたいとか、そういうことを書いておけば大丈夫だけどな」

「わかりました。それは大変失礼いたしました」

　背筋を綺き麗れいに伸ばしたままユイが頭を下げて消しゴムをかける。

　いやもちろんユイの解釈でも間違えてないんだけども、日本語の解釈は難しいのかもしれないなどと考えていると、用紙に記入されてるユイの名前を見て、夏臣がピンと閃ひらめく。

「ヴィリアーズのミドルネームの『エリヤ』って、もしかして洗礼名か」

「はい、そうです」

　ユイが微かすかに首を縦に動かして肯定した。

　洗礼名クリスチヤンネームというのは、キリスト教徒がその証あかしである洗礼を受ける時にもらう名前で、敬けい虔けんな信者はその証あかしに洗礼を受けている人も多く、聖人の名前を牧師からもらって自分の名前に組み込む。

　東聖学院はミッションスクールとして海外の姉妹校との交換留学制度もあるので、ユイが洗礼名を持っているほど敬けい虔けんなキリスト教徒だとするならばこの学校に来たのも腑ふに落ちるし、校長がこのバイトを紹介するのも自然な流れだ。

　夏臣が一人納得をしていると、申込書を書き終えたユイが用紙を夏臣に差し出す。

　修正された志望動機に書いてあったのは『生活費のため』。予想外の理由に夏臣が一瞬呆あつ気けに取とられる。

「生活費って……食費とかのことで合ってるか？」

「はい。間違えていません」

「ヴィリアーズが自分で生活費を稼ぐのか」

「何かおかしいでしょうか？」

「いや、別におかしくはないけど……」

　思わず出てしまった間抜けな確認に、顔色を変えることなくユイがさらりと答える。

　イギリス貴族のお姫様が、留学先で一人暮らしの生活費のためにバイトというのは、まるで苦学生みたいで大分イメージと違う。

　あのマンションで一人暮らしというまでは慶との話から予想してたが、自分が思っていた貴族のお姫様というイメージとはだいぶ違うのかもしれない。

　さっきの言い方だとユイ自身が校長に働き口を尋ねたみたいだし、それぞれの事情があるんだろうと思う。

　他人の事情に首をつっこむのも野暮なのは間違いないし、本人がそれ以上を口にしないなら俺が聞くことじゃない。

　勝手なイメージで固めていたのは自分だったことを反省しつつ、それならそれで一点だけ、ユイに確認の念を押す。

「でもこのバイトってそんなに稼げないぞ？　生活費っていうなら普通のバイト探した方がよっぽど割がいいけど」

　夏臣は両親との約束を達成した結果とは言え、好きでさせてもらってる一人暮らしなので、自分の小遣いが稼げる程度で十分だ。

　欲を言えばもう少し欲しいが、特待生を失うデメリットの方が遥はるかに大き過ぎるので贅ぜい沢たくは不要。

　ただあくまでこの仕事は『学校公認の手伝い』レベルの話な上に、常に安定して手伝い案件があるわけじゃないし、仮に休み全部が働けたとしても稼げる金額はたかが知れている。

　なので一人暮らしの生活費を稼ぐと言うなら、このバイトでは難しい。

「……いえ。許可されている範囲で、少しでも自分で生活費を稼ぎたいので」

　机の上に視線を落とした薄青色の瞳が真剣な色を帯びて揺れた。

　それは今までと違う、静かな熱のこもった言葉に聞こえる。

（……ヴィリアーズもこんな顔をするんだな）

　凜りんとした強い意志を感じる言葉の中に、初めてちゃんと彼女らしさが見えた気がして少し驚くと同時に、少し夏臣の中にあった彼女のイメージが改まる。

　彼女もきっと色々な事情がある中で日本に来た理由があるんだろうということを察して、これ以上は首を突っ込むのを止めて退き下がった。

「悪い、余計なこと聞いたな。それで十分だよ」

「いえ、大丈夫です。こちらこそご忠告ありがとうございました」

　夏臣が謝るとユイも長い黒髪を揺らして頭を下げた。

　必要事項が記入された申込用紙を受け取って封筒に折り込む。

「じゃあこれでここの管理者に提出しとく。不採用になることはないと思うけど、一応返事は週明けまで待っててくれ」

　このバイトは仕事内容や金額面からも生徒たちから圧倒的不人気なので、現状もメンバーは夏臣しかいない。

　夏臣も特待生の件がなければもっと割の良いいバイトを選んでいたし、そもそも学校側も人手が足りなければ教会の伝つ手てで臨時バイトを探すので、人手がなくともそれはそれで問題はない程度のことなのだ。

　そもそも校長の推薦なら書類選考でユイが落とされるはずもないが、万が一を考えてそう伝えておくことにする。

「他に聞きたいことはあるか？」

「お仕事以外のことでも良いいでしょうか？」

「ああ。俺が答えられることなら」

「そうですね……」

　ユイが考えるように一度視線をテーブルに落としてから顔を上げる。

「片桐さんは、私のお隣の部屋にお住まいなのですか？」

「…………え？」

　いきなりの不意打ちに夏臣が固まる。

「……やっぱり覚えてたのか？」

「はい。教室でお見掛けした時に気付きました」

「なるほど、そうだったか」

「はい」

「…………」

「…………」

　……さて、何と答えたものだろうか。

　覚えてないのかと思っていたらしっかり覚えていて、まさかこんなタイミングでユイの方から切り出されるとは思っていなかったので言葉に詰まってしまう。

　次に会った時は謝ろうかとか考えてはいたけども、俺はこういう時に機転を利きかせて上う手まく話をまとめられるほど器用じゃないので、どう答えればいいのか……困る。

　ユイは表情を崩すことのないままじっと俺を見ていて、その表情からは何を意図して話を振って来たのかさっぱり読み取れない。

　つまり俺がごちゃごちゃと考えても仕方ないので、もはや正面からなるようになれと予定通り謝る覚悟を決めて顔を上げる。

「いや、そのことについては──」

「悪かった」「すみませんでした」

「……は？」

「……え？」

　お互いに同じタイミングで頭を下げて、同じように相手の反応に驚いて顔を上げた。

「どうして片桐さんが謝られているのですか？」

「え？　いや、どうしてって……思いっきり俺が覗のぞいてたし。むしろ、ヴィリアーズの方こそなんで謝るんだよ」

「隣から不審な歌声を聞かされれば、不快だと思いますから」

　……不審な歌声って。

　むしろこっちは聞きき惚ほれてただけだし、その後でヴィリアーズに見み惚とれていて咄とつ嗟さに謝れなかっただけなので、右に傾かしげていた首を左に傾かしげて眉根を寄せる。

「以後は気を付けますので、今回のことはどうぞお許し下さい」

「あ、いや……まぁ、うん、俺も気を付けるから、お互い様ってことで……」

「わかりました。ありがとうございます」

　変わらないポーカーフェイスのままユイが姿勢正しく頭を下げるので、夏臣もつられるようにまた頭を下げる。

（……何かよくわからないけど、とりあえずヴィリアーズも怒ってないってことなら、まぁいっか）

　そう思って今朝の件は丸く収まったということで吞み込んでおこうと思ったが、ひとつだけ引っ掛かることがあって、閉じかけた口をもう一度開く。

「でも、ひとつだけいいか？」

「はい。何でしょうか」

　夏臣の言葉にユイが視線を向ける。

「不愉快な歌なんかじゃなかったから。そこだけは違うって言わせてくれ」

　それを聞いてユイが数回、目をぱちぱちとさせて首を傾かしげる。

「……どういうことでしょうか？」

　ポーカーフェイスに少しだけ戸惑いの色を滲にじませながら、遠慮がちに夏臣に問い返すと、夏臣も面と向かって改めて言うのもやや気恥ずかしく思いながらも、ユイから目を逸そらさずに答える。

「ヴィリアーズの歌声、すごく良かった。俺もオルガン奏者として色んな人の歌を聞いてきたけど、それでも聞きき惚ほれるくらいに。だから俺は不愉快だったなんて思ってないってことだ」

「片桐さん……」

　青い瞳がわずかに丸くなって、ユイが明らかに驚いた表情を浮かべる。

　俺もずっと母親についてピアノをやっていたし、昔から歌の伴奏をする機会もそれなりに多かったりした。

　だからこそ例え口ずさんでいた程度でも、今朝聞いたヴィリアーズの歌がどれほどのレベルかはわかるし、それこそ一朝一夕で身に付くようなものではないことくらいはわかる。

　だからこそ、その部分だけはちゃんと伝えておきたくて口にしてしまった。余計なお世話だとは思いつつも、それが俺なりの彼女への敬意だった。

「……あ、ありがとう……ございます」

　首を傾かしげていたユイが一瞬遅れて夏臣に言われたことを理解すると、わずかに頰を赤くして俯うつむいた。素直にお礼を言いつつも、困ったように眉根を寄せて視線を泳がせている。

（……なんだ、素直だと可か愛わいいげもあるな）

　華きや奢しやな肩を小さく丸めながら恥ずかしそうに照れているユイを見て夏臣の頰が緩む。

　その姿はとても可か愛わいらしくて、今まで見たポーカーフェイスとのギャップが余計に可か愛わいく見えて小さな笑いがこぼれてしまう。

「……なんですか？」

「いいや、別に何も」

　やや不機嫌そうに顔をしかめるユイに肩を竦すくめて返す。

　もう少し可か愛わいらしい様子を眺めていたいと思わなくもないが、あまり意地悪をして彼女の怒りを買いたくもないので、話を切り上げようと席を立ち上がる。

「じゃあまた週明けの放課後にここに来てくれ。その時に仕事の説明もするから」

「わかりました。よろしくお願いします」

　そう伝えて事務所から外へと続く裏口のドアへとユイを案内すると、もうすっかり元に戻ったユイも折り目正しく頭を下げてから裏口をくぐって外へ出る。

　ちょうど夕暮れの陽が射さし込こんで夏臣が眩まぶしくて目を細めると、ユイの足が止まって小さな背中が夏臣に振り返った。

「片桐さんのオルガンも素敵でした。とても」

　柔らかな夕ゆう陽ひの中、そう言ったユイには淡い微ほほ笑えみが浮かんでいた。

　その微ほほ笑えみはとても可か愛わいらしくて、初めて見たユイの笑顔に返事をすることも忘れて見み惚とれてしまう。

（……何だよ、ちゃんと笑えるんじゃねーか）

　初めて見た時の寂しさも、ずっと動かずに固まっていた表情も、どちらの面影もなく、優しく青い瞳を細めた可か愛わいらしい女の子がそこに立っていた。

「それではまた週明けに。今度こそ失礼します」

　もう一度小さく頭を下げると、ふわりと長い髪を膨らませて、今度こそ振り返らずにその背中が見えなくなる。それから力の抜けた溜ため息いきをひとつ吐き出した。

「……よくわからないお姫様だな」

　朝見た寂しげな顔。教室での無表情な顔。さっき見た照れ顔と、今見たばかりの見み惚とれてしまう笑顔。

　イギリスから転校して来たお姫様で、席が隣のクラスメイトで、誰もやりたがらないバイトの同僚で、マンションのお隣さん。

　例え慶に話したところで信じてもらえないような出来事を思い返していると、自分でも何とも言えない笑い声が漏れる。

　ただもちろん俺とヴィリアーズはそれ以上でもそれ以下でもないし、奇妙な縁が重なったからと言って、今後に俺から特別な関わり合いを持つつもりもない。

　それでも、肩肘張らずにいられる程度に心を開いてくれたら嬉うれしいとは思う。

「ま、練習の続きでもするかな」

　思っていたよりも表情が変わるお隣さんを微ほほ笑えましく思いながら、少しだけ軽くなった心持ちで裏口のドアを閉じて、またオルガンの練習へと戻った。
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「もしかして、あの後ろ姿は……」

　オルガン練習を終えて教会を出た帰路の途中。土日の休み前に食材を買い込もうと寄ったスーパーで、俺はまた奇妙な縁に出くわしていた。

「…………」

　うちのクラスのお姫様が、実に真剣な表情で陳列されている半額弁当を見下ろしている。

　見事に麗うるわしい立ち姿は、半額弁当を見つめる様もまるで映画のワンシーンのような情景になっていた。

　周りの買い物客たちも好奇の視線を向けながらも、やや距離を置いてその周りを通り過ぎていく。

（ヴィリアーズ……何やってんだ？）

　まったく動かないクラスメイトに夏な臣おみが眉をひそめる。

　同じマンションに住んでいるわけだから、生活のために利用する店も必然的に被かぶって鉢合わせする可能性が高いのは必然。

　今後を考えると友好的なご近所付き合いをしておいた方が何かとスマートだとは思う。

　が、しかし現状ユイとはただのクラスメイトで友達とも言えない距離感。

　そして夏臣には慶けいのように「よっ、何かお困りか？」と、爽やかに声をかけることは難しい。

　夏臣がどうしたものかと悩みつつ数分が経過しても、ユイはその場から動かず半額弁当を見下ろし続けている。

（……もしかして、何か困ってるのか？）

　まったく感情の読み取れないポーカーフェイスから、夏臣が微かすかにそんな気配を察知した時、ユイが夏臣の視線に気づいて顔を上げた。

「片かた桐ぎりさん」

「おう、偶然。俺も近いし安いし品ぞろえも良いいからこのスーパー使ってるんだけど、どうかしたのか？」

　ユイの後を追っていると誤解されないようとっさに言い訳じみた説明を忍ばせつつ、さも今来たばかりのようにユイに声を掛ける。

　するとユイが上品にエスコートをするかのように手のひらを上にして、半額シールの貼られている生しよ姜うが焼き弁当を指し示した。

「こちらのお弁当は、どうして半額なのかと思いまして」

　あまりに普通なその一言に夏臣が数度、目をまたたかせる。

「……え、それだけ？　それだけのことでずっと悩んでたのか？」

「はい。どうしてなのだろうと考えていました」

　至って真面目な様子でユイが首を縦に動かす。

　あまりに普通で意外だった答えに、夏臣も思わずずっと見ていたことを漏らしてしまったが、特にそこに言及されることのないままユイが黙って夏臣を見つめ返している。

「えーと、イギリスには半額弁当はないのか？」

「ハンガクベントゥ……ですか？　すみません、初耳です」

　やたら流りゆう暢ちような英語っぽい発音でそう呟つぶやいてユイが首を傾かしげた。

　あ、やっぱりヴィリアーズってイギリス人なんだなと改めて思いつつ、定価の上に貼られている値引きシールを指先で示す。

「ここに賞味期限が書いてあるだろ？　これを過ぎたら売れなくなるから、それなら半額でも売った方が店は損しないってことだよ」

　そう説明をすると、ユイが納得がいったように数度頷うなずいた。

「そうでしたか。ハンガクベントゥとはとても合理的なシステムなのですね」

「システムと言えば……まぁそうか」

　スーパーの仕組みであることには間違いないので、その大おお袈げ裟さな説明に同意して頷うなずく。

　イギリスにも売り切りのタイムセールくらいはあるんじゃないかと思うが、でもヴィリアーズは貴族のお姫様って話だし、スーパーで買い物なんてしたことがないのかもしれない。

　そのレベルのお姫様だとしたら、そもそもどうして日本で一人暮らしをとも思うが……この世間知らずさを目まの当あたりにすると、やっぱり貴族のお姫様なのかとも思えた。

「とにかく、半額だからって別に疑うもんじゃないから安心していいぞ。一人暮らしには節約も楽も出来るありがたいシステムだし」

「ご説明ありがとうございます。それでは私もありがたく晩御飯にいただくとしま──」

　ユイが微かすかに嬉うれしそうにしながら半額弁当に顔を向けた瞬間。

「……あ」

　ひょいっと横から伸びた手がその生しよ姜うが焼き弁当をさらっていった。

「…………」

　ユイが無表情に半額弁当があったはずの場所を見つめる。

　販売している弁当は早い者勝ちが鉄則。つまりこれは誰が悪い訳でもなく、致し方のないハンガクベントゥのシステムだった。

　ポーカーフェイスで落胆しているユイが微ほほ笑えましくて、思わず笑ってしまいそうな口元を手で隠して顔を逸そらして心を落ち着かせる。

「夜の七時くらいから毎日半額になるから、また明日来れば買えるぞ」

「そうなのですね。それでは明日にまた来てみようと思います」

　口元の笑みを嚙かみ殺ころしながらユイにそう教えると、わずかに会え釈しやくをしてからユイが店外へと歩き去っていく。

　半額弁当を買えなかったせいなのか、その足取りが若干とぼとぼと気落ちしているようにも見える気がする。

（半額弁当くらいで一喜一憂するお姫様もいるんだな）

　そんな背中を微ほほ笑えましく思いながら、夏臣も持っていた食材の会計をしにレジへと向かった。
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「……よう」

「片桐さん」

　そして帰宅したマンションのエレベーター前。

　俺は本日五回目の出会いに、苦笑いを浮かべながら手を挙げて応えた。

「一応言っとくけど、ヴィリアーズの後を付いて回ってるわけじゃないからな？」

「そんなことは思ってもいないのでご心配なさらず。同じ学校で同じマンションに住んでいるのですから、こういうこともあるでしょう」

　ユイも別段驚くこともなく、降りてくるエレベーターの案内板を見上げていた。

　偶然もここまで重なると驚かなくもなるなと思いながら、気まずい空気の中で早くエレベーター降りてこいと願って視線を落とす。

　するとユイが手に持っているビニール袋が目に入って、その中身が透けて見えていた。

「……水だけ？」

　最寄りのドラッグストアのロゴが印字されたビニール袋いっぱいに水のボトルが入っていて、思わず心の声が漏れてしまう。

「今日はとても安く売っているとのことでしたので」

　顔を案内板に向けたままユイがさらりと答える。

（……ヴィリアーズはさっきスーパーで、晩御飯に弁当を買おうとしてたんだよな？）

　そして俺と別れた後、ドラッグストアに寄ってまたここで鉢合わせた。

　そうだとしたら、この短時間で外食をして来たとも思えずに首を捻ひねる。

「どうかしましたか？」

　夏臣の様子に違和感を感じたのか、ユイが顔を向けてそう尋ねた。

「いや、晩飯は買って来なかったのかと思って」

「明日の七時にまた半額のお弁当が並ぶと聞きましたので」

「いや、そうじゃなくて今日の晩飯の話」

「水はありますから大丈夫です」

　ガサ、とユイが持っているビニール袋を少し持ち上げて見せる。

　エレベーターのドアが静かに開いたので、二人で順番に乗り込むとゆっくりとドアが閉まって小窓の外の景色が動き始める。

「明日の半額弁当まで何も食べない気か？　水じゃ腹は膨れないだろ。それとも換金忘れて手持ちがないのか？」

「ちゃんと日本円である程度は持っています」

「それなら体調が悪くて食欲がないのか？」

「時差にはまだ慣れていませんが、体調は問題ありません」

　そんな会話をしている間にエレベーターが二階に到着。あっという間にお互いの家の前に着いた。

　それ以上話をする間もなく、何か釈然としないまま夏臣が自宅の玄関を開けようとすると、一瞬考え込んだように俯うつむいたヴィリアーズが夏臣に顔を向ける。

「ご心配はありがたいのですが、私はお金を使いたくないだけなので気にしないで下さい」

　ユイが静かに口にしたその言葉は、真摯で真まっ直すぐなものだった。

　決して攻撃的ではなく、突き放すような冷たい言葉でもないが、見えない線を引くかのようにはっきりとそう口にする。

『許可されている範囲で、少しでも自分で生活費を稼ぎたいので』

　教会でそう言っていた彼女の言葉を思い出して、それ以上の言葉に詰まる。

「ヴィリアーズ……」

　この年齢で親元を離れて、住み慣れない外国に一人で留学。さらに少しでも生活費を稼ぐためにアルバイトをしようとしている。

　つまり、ここで一人暮らしが出来る程度の仕送りはもらってはいるが、それを使わずに少しでも自分で稼いで生活をすると、そう決めている彼女の意志。

　きっとヴィリアーズには相応の理由があるんだろうし、そういうことを軽々しく他人に話さずに自分の意地を貫く。

　そういうのは、人としてとても好きだった。

「ヴィリアーズは見た目通りのお姫様じゃないんだな」

「お姫様？　何のことですか？」

「いや、何でもない。こっちの話だ」

　自然と口元を緩めながら、訝いぶかし気に眉をひそめるヴィリアーズにそう返事をする。

「悪いんだけど、少しだけここで待っててくれるか？」

「え？」

　首を傾かしげるユイをその場に残して部屋の中へと一旦戻る。

　すぐに冷凍庫を開いてめぼしい真空パックをふたつビニール袋に突っ込むと、また玄関を出て律りち義ぎに待ってくれていたヴィリアーズにそのビニール袋を差し出した。

「とりあえず二食分はあるから。これで明日の晩までは持つだろ」

　袋の中にある冷凍保存された肉じゃがとミネストローネを見て、ユイがぱちぱちと青い目をまたたかせる。

「耐熱容器があるなら電子レンジで温めてもいいし、なければ鍋かフライパンに出してコンロで温めればいいから」

「いえ……あの、これは……？」

「電子レンジかフライパンはあるか？」

「それはありますけど……その、お金は……？」

　突然のことにどうしていいか戸惑っているユイに、夏臣が肩を竦すくめて軽く首を振った。

「ただの俺のお節介だから気にしなくていい。そもそも金なんか取れるレベルの料理じゃないし、味は期待し過ぎるなよ？」

　冗談混じりにそう言いながら、戸惑っているユイにビニール袋を押し付けた。

　でも実は一年かけて自炊をし続けたなりに料理には自信がある。

　でも味の好みもあるし、本物のお姫様の口に合うかまでは心配だったので、これはあくまで厚意だからと自分に言い聞かせて開き直ることにした。

　夏臣のお節介を困ったようにユイが表情を曇らせる。

「いえ、その……ありがたいご提案ではあるのですが、私が片桐さんのご厚意をいただく理由もありませんので……」

「俺と余計な話をしてなければ半額弁当も買えたかもしれないし、見ての通り作り置きの余りものだから気にするほどのもんじゃないし」

「いえ、でも……」

　ユイが何かを言いかけながらも上う手まく言葉に出来ずに俯うつむくと、きれいな黒髪がその顔を隠すように覆いかかる。

　横顔を隠したまま、搾り出すような声を小さくくすぶらせる。

「……ご厚意はとても嬉うれしいです。でも私は、ご迷惑をおかけしたくありませんので」

　顔も上げずに、渡されたビニール袋を申し訳なさそうに差し戻す。

　長い髪の隙間から見えたその表情は、唇を強く引き結んで何だか泣きそうな顔にも見える。

（……申し訳ない、っててだけじゃなさそうに見えるけどな）

　意志のこもった言葉で断るユイを見て、事情がありそうなことを察した夏臣が小さく溜ため息いきを息を吐き出した。

「そういうのは、一人前のやつが言う台詞せりふだろ？」

「……え？」

　その言葉にユイが驚いて顔を上げる。

「ヴィリアーズの事情は俺にはわからないけど、隣の部屋で多少なりとも知ってるクラスメイトが腹が減ってるのを我慢してるって分かってて、それを気にするなって方が俺には無理だ」

　敢あえて軽い口調で、呆あつ気けに取とられてるユイから目を逸そらさずに続ける。

「そうやって誰かに心配かけるような奴やつは一人前じゃないし、一人前になりたいなら誰かの助けがないと無理なんだよ」

「片桐、さん……」

　ユイが表情を曇らせて顔を俯うつむけた。

　薄い唇をさっき以上にぎゅっと引き結んで小さく嚙かむ。

　その様子が華きや奢しやな身体からだ以上に小さく見えて、ビニール袋を差し出していた手がゆっくりと下がった。

　少しバツが悪そうに夏臣が鼻を鳴らして顔を逸そらす。

「……良くわかるんだよ、俺も同じだったから」

「片桐さんが、同じ……ですか？」

　ユイが微かすかに揺れる瞳を夏臣に向けて呟つぶやいた。

「俺も去年、何も出来ない半人前のくせに、意地になって色んな人に迷惑掛けたんだよ。それで反省して、色んな人に助けてもらいながら何とかやれるようになった」

　夏臣が苦笑いを浮かべながら、あまり思い出したくない思い出話を口にする。

　出来ないやつほど出来てると勘違いをして周りの人に心配と迷惑をかけてしまう。

　痛いほどに身に染しみた反省を、似たような境遇のユイに重ねてついお節介を焼きたくなってしまった。

「だからこれは余計なお世話かもだけど、俺の勝手なお節介だから受け取ってくれ。それに」

　そこで言葉を区切ると、ユイに苦笑いを向ける。

「一人でも頑張ろうとしてるやつは、嫌いじゃないからな」

「片桐さん……」

　ユイの手に握られたビニール袋ががさりと音を立てた。

　もう夏臣のお節介を突き返そうという意志がなくなったのを見て、ユイの返事を待たずに夏臣が自分の部屋の玄関に手を掛ける。

「それじゃ」

「あ……！　片桐さん、その……！」

　呼び止めようとしたユイを振り切って玄関をくぐってドアを閉める。

　閉じた玄関にもたれかかって一息つくと、自分がやったお節介が照れ臭くなって苦笑いが込み上げてくる。

「……さすがにちょっと説教臭かったかな」

　勝手に昔の自分を重ねて、勝手に説教をして、お節介をして。

　一人になった途端にやや恥ずかしくなって額を押さえる。

　でも見返りを求めてるわけでもないし、下心があるわけでもないし、こんな余計なお世話を焼くのは今日だけのことだ。

　向こうだって明日の夜まで空腹を我慢するよりは、変な隣人のお節介の方がまだマシだろう。

　そして靴を脱ごうとすると、『ピンポーン』とどこか遠慮がちなインターホンが鳴り響いた。

「……どうした？」

　変にカッコつけた感じで姿を消した手前、ややバツが悪くドアを開く。

　するとユイがさっきよりも困った顔で気まずそうに俯うつむいていた。

　手には俺が渡したおかずを持ったままで、この短時間で部屋に戻ったような素振りはない。

　一体何だと思って見ていると、ユイが意を決したように顔を上げて口を開いた。

「……すみません。電子レンジは確かにあるのですが、私の部屋はまだ電気が通ってなくて使えなくて……」

「……そいつは、確認不足で悪かったな」

　何とも締まらない空気に、二人して気まずく顔を逸そらしたのだった。
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「はいよ、お待ちどうさん」

　リビングのローテーブルに大皿に盛りつけた鶏のからあげを載せる。

　その前にちょこんと座っているユイが、目をぱちくりとさせながらやや身を乗り出した。

　醬しよう油ゆと生しよ姜うがを下味にしっかりと利かせた、衣がザクザクの鶏もも肉のからあげ。その下には水にさらしておいたシャッキシャキの千切りキャベツ。それに昨日の残りの野菜たっぷりのピリ辛豚汁を温め直して、朝の残りだったほうれん草のおひたしの小鉢を並べた。

　夏臣の部屋のテーブルは一人暮らし用のこたつテーブルなので、二人分の食器はかなり窮屈だが何とか載せることが出来た。

　借りて来た猫のように肩を丸めて小さくなっているユイに、新品の割箸を袋から取り出して差し出す。

「箸は使えるか？　フォークとかスプーンもあるけど」

「あ、はい……お箸は大丈夫、ですけど……」

「それなら良かった。じゃあ遠慮なく食べてくれ」

　硬めに炊き上げたごはんを茶ちや碗わんによそって並べると「いただきます」とテーブルの上の料理たちに手を合わせる。

　まずは豚汁をすすると、一晩置いたお陰で具材に味が染しみていて、汁にも具材の出だ汁しがしっかりと溶け出していて旨うまい。

　次にからあげに箸を伸ばしてかぶりつくと、ガリッとした衣の中からしっかりと閉じ込められた鶏の肉汁と脂が溢あふれ出てくる。下味の醬しよう油ゆと生しよ姜うがが絶妙で、今日のからあげは自分でも上出来だった。

　普段ならもっとガツンとニンニクを効かせる方が夏臣の好みの味だが、ユイが苦手だった時のために今日は入れずに止めておいた。

「どうした、腹減ってないのか？　あ、もしかして食えないものとかあったのか？」

　テーブルの正面、箸を置いたまま動かずに俯うつむいているユイに声を掛ける。

「あ、いえ、好き嫌いはないのですが……」

「それならせっかくだし冷めない内に食ってくれ。人をもてなすような晩飯じゃないけど」

　夏臣がそう促すと、まだ若干ためらいながらもユイが微かすかに首を縦に動かした。

「はい、いただきます……」

　夏臣と同じ様に手を合わせて一礼すると、迷った末におずおずとからあげに箸を伸ばす。

　小さな口にゆっくりとからあげを運ぶと、ザクッと小気味よい音が遠慮がちにこぼれた。

「…………っ」

　今日見た中で一番、青い瞳が丸くなった。

　それから小さな口を一生懸命に動かしながら喉を鳴らして、ほっと表情を柔らかくする。

「……美お味いしいです、とても……」

　口元を隠しながらそう呟つぶやくと、ユイがすぐに次のからあげを口に運んだ。

　豚汁もほうれん草もごはんも、何かを口に入れる度に小さく「美お味いしい」と呟つぶやくユイを満足気に眺めながら、夏臣も一安心して箸を動かした。




「ごちそうさまでした」

　夏臣が食後の一礼をすると、ユイもまた同じように手を合わせて頭を下げた。

　食後の温かい緑茶を出すと、まだ遠慮がちにしつつも素直に受け取って湯飲みを傾ける。

　ユイがふーふーと必死にお茶を冷ましている姿を見て、思わずこぼれてしまいそうな笑みを夏臣が何とかぐっと吞み込む。

　さっきより人心地ついたように表情を和らげるユイを見て夏臣も頰が微かすかに緩んだ。

「じゃあ俺は片づけちゃうから少し休んでてくれ」

「あ、いえ、私もお手伝いさせて下さい」

「そしたら洗い物を流しに運んでもらっていいか？　俺が洗ってくから」

「わかりました」

　揚げ油の片づけや油が飛んだコンロ周りの掃除はひとまず後回しにして、使い終わった食器たちを手早く洗剤で洗い流していく。

　するとユイがテーブルから一枚ずつ皿を運んで、俺の手元をじっと見つめている。

「……どうかしたか？」

「片桐さんがお皿を洗い終わるのを待っているのですが？」

　両手に皿を一枚ずつ持ちながら、ユイが不思議そうに首を傾かしげる。
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「いや待ってなくても、適当に重ねて置いてってくれればいいよ」

「でもそれだと、重ねた部分に汚れがついてしまうのでは……」

「いや裏も表も全部洗うから大丈夫だけど」

　ユイが「あ」と僅かに口を開ける。

「……すみません、こういうことに慣れていなくて」

　恥ずかしそうに頰を赤らめて謝った。

　隣にいるとただの女子高生にしか見えないけど、洗い物に慣れてないとかやっぱり貴族のお姫様なんだなと思いつつ、小さくなっているお姫様が可お笑かしくて笑い声を飲み込む。

「こんなのただの経験だし、いちいちそんなことで謝らなくていいって」

「はい、すみませ──あ、えっと、その…………すみません」

　ぎりぎりで吞み込みつつも、代わりの言葉が見つからずに結局謝ってしまう。

　眉根を寄せて俯うつむきながら、細い指先をぎゅっと絡からめて申し訳なさそうに夏臣を見上げた。

　妙に必死なユイを見て、今度こそ夏臣から笑い声が零こぼれてしまった。

「ど、どうして笑うんですか……？」

「いや、ヴィリアーズは面白いやつだなって思って」

「……面白い？　腹が立つの間違いでは？」

「こんなことで腹が立つわけないだろ」

「イギリスの家だったら嫌味を言われています」

「ヴィリアーズの家は知らないけど、普通こんなことで怒らないだろ。むしろ可か愛わいらしくて笑っちまっただけだ」

「……可か愛わいい？」

　夏臣が笑いながらそう言うと、その言葉の意味が吞み込めないユイが大きな瞳をぱちぱちとまたたかせて首を傾かしげていた。

　こんなことでいちいち嫌味を言われるとか、由ゆい緒しよ正しい貴族の家の生まれじゃなくて良かったなと心底思いつつ、きょとんとしてるユイが可か愛わいらしくて夏臣からまた笑い声がこぼれる。

「まあ気にせずお茶でも飲んで待っててくれ。ささっと終わらせちまうから」

「……わかりました。私がいてもあまりお役に立てそうにありませんので……」

　申し訳ないような恥ずかしいような、そんな複雑な顔をしながら、ユイが素直にこたつテーブルの前にちょこんと座る。

　白い頰をわずかに赤く染めながら、困ったように俯うつむくユイが微ほほ笑えましいなと思いつつ夏臣も手早く洗い物を済ませていった。
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　片付けも終わり、さっきのミネストローネと肉じゃがの入ったビニール袋を持たせて玄関までユイを見送る。

「明日は朝イチで電気の連絡だな。連絡先はわかるか？」

「いえ、開通の手続きは終わってるのですが使えなくて」

「え？」

　予想外の返事に夏臣が首を傾かしげる。

　このマンションは電気会社に連絡をするだけで、特別な工事はなくすぐに電気が使える状態になる。

　だから手続きが終わってるなら問題なく使えるはずだけど、と思ったところで世間知らずのお姫様にピンときた。

「ブレーカーは上げたか？」

「ぶれーかー、ですか？」

　予想通りの反応で、その原因を確信する。

「手続きをしたら、部屋自体の大元の電源を入れないと電気は使えないんだよ」

　夏臣の部屋の玄関の上にある配電盤を開けて、メインブレーカーのスイッチを指し示す。

「すみません……私が何も知らないせいでご迷惑をおかけして、晩御飯までしっかりとご馳ち走そうになってしまいまして……」

　恥ずかしいと言うよりも、本当に申し訳なさそうにユイが肩を丸めて小さくなる。

　ユイが顔をしかめているのを見て、夏臣が苦笑いを浮かべつつ軽い口調で返事をした。

「さっきも言ったろ、誰でも最初は分からなくて当たり前だって。だから知らないことは恥じゃないし、わからないことをそのままにしておくのが本当の失敗なんだよ。だからそんな顔するなって」

「……片桐さん」

「俺はそんなことよりも、美味そうに晩飯を食べてくれた方が嬉うれしかったしな」

　鼻の頭を搔かきながら照れ笑いを浮かべる。

　夏臣だって最初は酷ひどいものだった。

　料理が出来ないのは当たり前で、洗濯機の使い方もわからないし、洗剤や柔軟剤の違いも使い方もわからない。

　掃除機にフィルターがあったことも知らなかったし、トイレも定期的に掃除しないと黒カビが生えることも知らなかったし、郵便ポストをほっとくとチラシだらけになることも知らなかった。

　特待生を取って一人で何でも出来る気になっていた夏臣は、本当は何も出来ない自分を見せつけられて、それはショックを受けたものだった。

　だからこそ両親や姉さん、慶が助けてくれたことに感謝が出来るようになったし、同じような境遇のヴィリアーズに昔の自分を重ねて、こんな余計なお節介を焼いてしまった。

「それに、それでも一人で日本に来ようと思っただけの理由があるんだろ？　俺にはそっちの方がすごいことだと思うしな」

「片桐、さん……」

　ユイの青い瞳が丸くなって、手に持っていたビニール袋を思わず握り締める。

　氷が溶けるようにその表情がゆっくりと解けて、瞳を揺らしながら優しく微ほほ笑えんだ。

「……はい、そうですね。こんな世間知らずでも、それでも一人で生きて行こうと決めましたから」

　ユイ自身の意志がこもった言葉で、微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

　それは夕方に礼拝堂を出て行く時に見せてくれたた笑顔と同じものだった。

（……やっぱり、笑うと可愛いな）

　愛あい想そ笑わらいや誤魔化しなどではなく、温かさを感じられる優しい笑顔。

　照れ臭いとか胸が高鳴るとかそういう類のものではなく、ただ純粋にその笑顔に見み惚とれてしまう。

　そしてそれにつられるように夏臣からも自然と笑みがこぼれた。

「それでは謝罪の代わりに、『ありがとうございます』と言わせていただいても良いでしょうか？」

「ああ、こちらこそ。『どういたしまして』、だ」

　お互いに顔を見合わせて、何だかくすぐったい気分になって笑い合う。

　ユイの表情は柔らかで、朝見かけた時とも教室で会話をした時とも、もちろん教会で話をした時とも別人のような優しい微ほほ笑えみを浮かべている。

　それでも直感的に、きっとこれが本当のユイなんだろうなと夏臣には伝わった。

「何か困ったことがあったら言ってくれ。これも縁だし」

「はい。その時はまたお世話になります」

　またユイが軽く一礼をして、長い髪を揺らしながら自分の部屋へと入っていく。そのドアが閉まるのを見届けてから夏臣も自分の部屋へと戻っていった。

　閉め忘れてたカーテンを閉めようと窓に寄ると、隣の部屋の灯あかりが点ついて目の前にある桜が薄うっすらと照らし出される。

　それを見てユイの部屋に無事に電気が点ついたことを確認出来た。

「変わったお姫様もいたもんだな」

　窓に映る自分が微かすかに笑みを浮かべているのを見ながら、仄ほのかに照らし出された桜に小さくそう呟つぶやいて夏臣も窓のカーテンを閉めた。
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　そして土日が明けた朝の教室。

　今週の始まりも慶けいがあくびをしながらウトウトと眠そうにしていた。

「慶は相変わらず週明けが一番疲れてるな」

「おー夏な臣おみ。まぁ仕事柄、土日が稼ぎ時なもんでしゃーない、ふぁぁ～」

　いつもと同じ挨拶を交わすと、またあくびをしながら慶が机の上に突っ伏す。

　慶の家業は職種柄土日が稼ぎ時とのことで、休みの日を超えると逆に疲れているのがいつもの事だった。

　たまに土曜の夜などに呂ろ律れつの回ってない慶がテンションＭＡＸで夏臣に電話をかけてクダを巻いたりして、翌日に『ごめん、オレまたやった？』とＳＮＳでメッセージが届くのも慣れたものだったりする。

　少し遅れてユイが教室に入って来ると、静かに夏臣の隣の自席につく。

　そして特に挨拶もしないまま、鞄かばんの中から例のアンニュイな猫のペンケースなどを取り出して机の中に入れていった。

　土日を挟んでも、あれからユイと夏臣が絡からむことは特になかった。

　いくら隣に住んでいると言ってもそうそう鉢合わせることもなく、席が隣というだけで朝の挨拶をするほどの仲になったわけでもない。

　こないだのはたまたまの偶然が重なっただけであって、ユイが困っているならもちろん助けるつもりはあるが、困ってもいないのに世話を焼くのは基本的にはただの迷惑にしかならない。

　視線を隣に向けるとユイの顔色は悪く無さそうで、土日はちゃんと半額弁当を買えたのかと思っているところに、同じように夏臣の方を向いた見たユイと目が合う。

「……おはよう、ございます」

　ユイが一瞬ためらってから、夏臣にしか聞こえないような小さな声でそう呟つぶやいた。

　それから少し赤くなった顔をごまかすように窓の外へと顔を向ける。

　あまりに予想外の不意打ちに夏臣が固まっていると、ユイが窺うような視線をちらりとまた夏臣に向けた。

「その……少しは、自分から変わろうと思いまして」

　それだけを言い残すと、また気恥ずかしそうに窓の方へと顔を逸そらした。

（……なるほどな、そういうことか）

　自分で変わろうと起こした行動に納得をすると、外を向いているユイが微ほほ笑えましくて思わず夏臣から笑みがこぼれる。

　下心があってお節介を焼かせてもらった訳じゃないし、ヴィリアーズに馴なれ馴なれしくするつもりはない。

　それでもこないだのことで彼女が前向きになれるきっかけが出来たなら、それは嬉うれしいことだと思う。だから。

「ああ、おはよ」

　俺も素直に隣の席へと挨拶を返して、寝ている慶の背中を眺めながら口元を緩めた。




　　　◇　　　◇　　　◇




　それからのヴィリアーズは確かに先週までの彼女とは違っていた。

　自分から誰かに話しかけたりこそしないものの、話しかけてきた女子のクラスメイトには彼女なりに愛あい想そ笑わらいを作ろうとしていた。

　惜しむらくは、作ろうとしていただけで全然笑ってなかったことくらいだ。

　でも隣から夏臣が内心応援をしてしまうくらいには歩み寄ろうと頑張っていたので、後は少しずつ時間が解決してくれそうだった。

　ちなみにヴィリアーズとお近づきになりたくて色めき立ってる男子連中には、取り付く島もない塩対応のままだったが、「それでこそ我らがクーデレラ！」と盛り上がっていたので、その辺の男連中はそれはそれで満足しているようだった。




　昼休み。夏臣が自分の席で慶とふたり、購買で買って来たパンを食べていると慶が楽しそうに夏臣に顔を向けた。

「ヴィリアーズ嬢もあの調子なら面倒見係も必要なさそうだな」

「そうだな、困ったことがないようで何よりだ」

「先週はあんなつれない態度だったのに、休みの間に何か思う所でもあったんかね？」

「さぁ、どうなんだろうな」

　出来る限り違和感がないように短く答えながら、夏臣が持っていたコロッケパンをもう一口頰張って慶から顔を逸そらす。

　別にやましいことがあるわけじゃないが、少し縁があった程度で他人のことを軽くしゃべるもんではないと思っているので、先週末のことは慶にも話していない。

　離れた席の女子たちの輪の中、購買のクリームパンを千切って口に入れているヴィリアーズに視線を向けると、ぎこちないながらもちゃんと相手を見て受け答えをしている。

（……こないだ見せてくれた笑顔と比べたらまだ全然硬いけどな）

　少しだけそんな優越感を感じつつも、微ほほ笑えましくその様子を横目で眺めていると慶が身を乗り出して夏臣にニヤニヤとした視線を送ってきていた。

「何笑ってんだよ、夏臣？　ヴィリアーズ嬢が気になるんか？　お前が女子に興味持つなんて珍しいなあ？」

「そんなんじゃねーって。誰かが頑張ってる姿は良いいよなって思っただけだ」

「なるほどね。じゃあ今はそういうことにしときますかー」

　夏臣に何を期待しているのか、楽し気な慶を適当にいなしながら、夏臣はあと一口だったパンを口に放り込んだ。




　　　◇　　　◇　　　◇




　そして放課後。先週に伝えた通りに教会の事務室で、夏臣が『許可』の判子が押された書類をユイに差し出した。

「それじゃさっそくこの仕事の説明するけど」

「はい、よろしくお願いします」

　ユイが口元を引き締めながら、ペンケースとお揃そろいのアンニュイな猫のメモ帳を開いて夏臣に頷うなずく。

　基本的にこのバイトは休日の礼拝や大きなイベント礼拝での教会側の手伝いというのがメインの仕事内容になる。

　ごくまれに一般利用の際の結婚式などの手伝いも話が回って来たりもするが、あくまで夏臣たちは学校行事の手伝い扱いなので、ここのシスターである香か澄すみや学校の職員の補佐がメイン業務だ。

　なので大きなイベント礼拝で人手が必要な時以外は出る必要はなく、あくまで人手が足りない時に手伝いを希望するならば、という形の仕事だ。

　だから自分のペースでバイトが出来る反面、逆に言えば人手が足りてれば声が掛からないので稼ぎも少ないし安定もしない。だからしっかりと稼ぎたい場合はそぐわないバイト、というわけだった。

　夏臣の場合はオルガン奏者というスキルがあるので、希望すれば教会の紹介で外の依頼が回って来たりもするが、それは特殊なケースなのでユイへの説明は割愛する。

　夏臣が一通り仕事内容の説明を終えると、ユイがメモ帳を閉じて頷うなずいた。

「ご説明ありがとうございます、仕事内容について把握しました。次の大きな礼拝というと、イースター礼拝でしょうか？」

「そうだな、月末の日曜の予定だ」

　イースターとはキリストの復活祭のことで、キリスト教では年間の中でも大きなイベント礼拝になる。世間的に宗教がごった煮になっている日本では、イースターエッグにちなんで卵を絡からめたイベントが増えたりして、名前だけは知ってる人も多いと思う。

　本来は春分の日の次の満月を迎えた日曜に行われる礼拝だが、東聖学院の教会は学校の施設が故に四月はバタバタしているので、毎年月末の日曜に行われる決まりだった。

「一応イベント礼拝は出来るだけ参加ってことになってるけど、ヴィリアーズの予定は空いてるか？」

「はい、予定は特にありませんので大丈夫です」

　ユイがまた別の猫グッズのスケジュール帳を取り出して予定を書き込む。

（……俺まったく知らないけど、この猫流は行やってんのかな）

　次から次へと出て来るアンニュイな猫グッズに夏臣が首を捻ひねりつつ、ユイにイースター礼拝の説明を続けた。

「洗礼名を持ってるくらいなら、どっか関係の深い教会でイースター礼拝に参加とか大丈夫なのか？」

「ヴィリアーズは代々キリスト教の家系ですが、私自身は無宗派ですので大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「え、ヴィリアーズって無宗派だったのか？」

「はい」

　相変わらずのクールな反応でユイが頷うなずく。

　ミッション系の学校だからとは言っても、大概の生徒が無宗派なのでそれ自体は珍しくないが、洗礼名まで持ってるのに無宗派だとは思わなくて夏臣が少し驚く。

「それなら、教会付きのオルガン奏者である片かた桐ぎりさんはクリスチャンなのですか？」

「いいや違うな。俺も親がクリスチャンで教会に縁があっただけで無宗派だ」

「はい、私も同じことです」

　そう説明されてぐうの音も出ないほどに納得する。

　洗礼名自体は信徒でもあったりなかったりするようなものだし、戸籍上の名前が変わるような法的効力があるものではないので特に不都合もない。

　家が敬けい虔けんなクリスチャンなら子供に洗礼名を付けたがるのも分かるし、ヴィリアーズに取ってもその程度のものなんだろうと夏臣が納得していると、コンコンと部屋のドアがノックされた。

「なっちゃん、いるかなぁー？」

　聞き慣れたやや間延びした明るい声と一緒に、懐なつっこい笑顔を浮かべた香澄が事務所の中へと入って来る。

「片かた桐ぎり先生。ここは学校内ですので」

「あ、やば、そうだったか。まぁでもここなら他の人いないしセーフ！」

「またそういう自分ルールで動くから学年主任に怒られるんだろ」

「はー、またそういう可か愛わいくないこと言っちゃう？　なっちゃんはほんっと年々可か愛わいげがなくなっていくなぁー」

　長い溜ため息いきを吐き出しながら、香澄が肩を竦すくめて首を振る。

　年々香澄のダメなところが見えてくるだけの気がするが、それを言っても仕方ないので夏臣が黙っていると、親しげな二人をユイが不思議そうに見ていた。

「ああ、説明してなかったな。ウチの担任は俺の従姉でさ」

「なるほど。それで」

　夏臣と香澄が同じ苗みよう字じであることにユイが納得して頷うなずくと、香澄が懐なつっこい笑顔を近づけてユイの手を握ってぶんぶんと振った。

「ヴィリアーズさんも今日から教会メイトとしてよろしくね！　どう？　なっちゃんと上う手まくやっていけそう？　見た感じ不ぶ愛あい想そうに見えるけど、割と良い子だからね？」

「はい、存じてますので大丈夫です。こちらこそよろしくお願い致します」

「ん？　存じてる？　もう？　んんん？」

　香澄が両目をぱちくりさせながら大きく首を傾かしげるのを見て、面倒な説明をさせられる前に夏臣が話題を逸そらした。

「で、何の用ですか片桐先生。わざわざ訪ねて来るってことはまた面倒事ですよね」

「もう、そんなことないってば！　あたしが来る度に嫌味言うの止めてほしいなぁ！　今度の日曜礼拝で配る冊子運ぶの手伝って！　むしろあたしの代わりに運んで！」

「何で半ギレなんですか」

　夏臣の予想通り思いっきりただの雑用だったが、香澄がわざわざ夏臣を訪ねて来る時はだいたいいつものことなので慣れっこだった。そうじゃない時は職員会議をサボる時の理由付けくらいのものだ。

　世話にもなっているしそんな香澄が憎めなかったりもするので、これも仕事の一環だと思って仕方なく付き合うことにして席を立ち上がる。

「ヴィリアーズ、悪い。続きはちょっと待っててくれるか。すぐ戻るから」

「わかりました、お待ちしています」

「さっすがなっちゃん、話が早いなー！　よーしじゃあとっとと片付けちまおーか！」

　素直に頷うなずくユイを残して、夏臣も溜ため息いき交じりにご機嫌な様子の香澄の背中に続いて教会を出て行った。




　　　◇　　　◇　　　◇




「思ったより時間かかっちまったな……」

　やや傾き始めていた夕ゆう陽ひに目を細めながら、香澄に押し付けられた冊子の束が入った紙袋を両手に抱えて学校の事務室から教会への道のりを歩く。

　実際かなり重いので、香澄の小さな身体からだではきつかったとは思うが、せめて少しは手伝ってくれてもいいんじゃないかと思いつつ教会に辿たどりつく。

　すると、扉の奥から微かすかな声が聞こえて夏臣が立ち止まる。

「……この声は」

　分厚い扉の向こうから聞き覚えのある伸びやかで美しい声。

　思わず息を殺しながら、そっと音を立てないように扉を開く。

　すると、讃さん美び歌か一四八番『救いの主は』。イースター礼拝で歌われる定番の讃さん美び歌かを、誰もいない礼拝堂の中でユイが歌っていた。

　伴奏も何もない透き通るような穏やかで柔らかな独唱。

　天窓から注ぐ夕ゆう陽ひがステージライトのようにユイを照らし出していて、静かに優しく礼拝堂の中に響き渡る声が美しく幻想的な空間を描いている。

　あまりに美しいその歌い姿に見み惚とれて、夏臣の肌がぞくりと粟あわ立だつ。

「っ……!?　片桐、さん……っ」

　夏臣に気付いたユイがびくっと身体からだを震わせて歌が止まった。

　薄青色の瞳を丸くしながら両手で跳ねる心臓を押さえて、驚かせてしまった猫のように夏臣に視線を釘くぎ付づけていた。

「悪い。盗み聞くつもりはなかったんだけど……」

　この間と同じ謝罪の言葉を口にしながら、苦笑いを浮かべた夏臣が教会の扉をくぐって閉じると、ユイが唇を引き結んで俯うつむいた。

「相変わらず上う手まいな。イギリスで聖歌隊でもやってたのか？」

　入り口近くの長椅子の上に冊子の入った紙袋を置いてユイに尋ねる。

　最初にベランダで歌っている時も思ったことだが、明らかに趣味で歌が好きというレベルではなくて、讃さん美び歌かを歌い慣れているのがすぐに分かった。

　クリスチャンではないにしても、洗礼名をもらうくらいに教会に出入りをしていて、これだけの歌唱力で楽譜も見ずに讃さん美び歌かを歌えるとなると、聖歌隊の経験者だと思う方が自然だし、現にユイもそれを否定しない。

「もっと稼ぎたいなら、聖歌隊の仕事も請ければ依頼は増えるし収入も上がるぞ」

　夏臣のオルガンと同じように聖歌隊にも特別な需要がある。

　単独の独唱だったり複数人の復唱だったりと形式は様々だが、礼拝以外でも結婚式や式典での歌の依頼もあるし、ユイほど歌えて尚なお且かつこの容姿であれば引く手も数多あまただろう。

　それなら夏臣よりもよっぽど稼ぐことが出来るとそう提案すると、ユイが寂しそうな微ほほ笑えみを薄く浮かべて瞳を伏せた。

「……歌えないです、私は」

　ゆっくりと首を振って、絞り出すような声で呟つぶやく。

「人前で歌う自信は、もう私にはありませんから……」

　その薄ら冷たい横顔に、思わず夏臣も返す言葉を失ってしまう。

　それは何かを諦めたような、憧憬するような、自嘲するような、最初にユイを見た時と同じ儚はかない微ほほ笑えみだった。
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　俯うつむいたユイの横顔を長い黒髪が覆って、その言葉の意味を隠すように夏臣の視線を遮る。

　ぎりぎり絞りだしたようなその声色が、安易に触れてはいけない場所だと直感させて夏臣の言葉を止めさせた。

「……悪い、勝手なこと言ったな」

「いえ、私の方こそすみません」

　顔を上げたユイが寂しそうに薄く微ほほ笑えんで小さく首を振る。

「こちらの紙袋、ひとつ持って行きます」

　長椅子に置いてあった紙袋をひとつ両手で抱えると、礼拝堂の奥にある事務所へと運んでいった。

　堂内に一人取り残された夏臣が長椅子へと腰を下ろして背中を預けると、さっきまで響いていた歌を思い出すように目を閉じる。

（……あれだけ歌えて、自信がないわけないだろ）

　夏臣が聞いた中でも指折りの聖歌を、脳内で再生しながら心の中で呟つぶやいた。

　ヴィリアーズにはヴィリアーズの事情があって、きっとそれは他人の俺が無神経に踏み込むようなことじゃない。

　そうは思いつつも、少しだけ歯は痒がゆいような気持ちが込み上げるのを吞み込む。

「……人それぞれ、色々あるよな」

　自分を納得させるように小さく呟つぶやくと、残っていたもうひとつの紙袋を持って、夏臣も事務所へと向かった。




「片桐さん、その……こちら、つまらないものなのですが……」

　運んで来たイースター礼拝の冊子をひとまず棚に片づけ終えると、鞄かばんから小さな紙袋を取り出したユイが、何だか申し訳なさそうに夏臣にそれを差し出した。

「お休みの日にご自宅にお伺いするのも気が引けたので、遅くなってしまったのですが、その……一応、御お礼れいです、すみません……」

　ユイが何を謝ってるのか分からないまま、夏臣が差し出されたそれを受け取る。

　両手に収まる程度の大きさのそれはかなり軽くて、見当もつかない夏臣が首を傾かしげた。

「何だこれ？」

「えっと、先日にいただいた御飯のお礼れいです。ミネストローネも肉じゃがも、とても美お味いしくいただきました。本当にありがとうございました」

　折り目正しくユイが頭を下げて、ようやく合が点てんがいった夏臣が頷うなずいて応えた。

「俺が好きでやったことなんだから礼なんていいのに。これ、開けてもいいのか？」

「はい、その……本当に大したものではないのですが……すみません」

　ユイが気恥ずかしそうに緊張した面持ちで再度謝ると、視線を落として口ごもる。

　その反応に内心で首を傾かしげながら紙袋を開けると中には小さなＯＰＰ袋が入っていて、それを取り出すと中には不ふ揃ぞろいなクッキーが詰められていた。

　見てみると焼き色の付き方もまちまちで、ちょうど良くキツネ色になっているものもあれば、やや茶色く焦げ目がついてるものもあった。

「これはもしかして……手作りか？」

　夏臣がそう尋ねると、ユイが顔を赤くしながら気まずそうに頷うなずいた。

「私の勝手な節約にご協力して下さったのに、何かを買ってお返しするのも違うと思っていまして……それで、教えていただいた半額のお弁当を買いにスーパーに行ったら、ちょうどこのレシピを見つけたので、片桐さんを見習って挑戦してみようかと思いまして……その、すみません」

　指先をもじもじと絡からませながらまた謝った。

　言われてみれば確かにスーパーで『手作りお菓子フェア』のポップの中に、『ホットケーキ用のミックス粉を使って安く簡単に手早く作れる手作りクッキー！』というレシピ紹介があった気がする。

　紹介ポップはひらがな主体に写真が多めに掲載されていたので、対象は小さい子供だった気はするけども、お店側も想定外の客に刺さっていたらしい。

「その、料理上手な片桐さんへのお返しに、キッチンに立った経験などほぼない私が何かを作るというのもおかしな話だとは思ったのですが……でもやっぱりお金を使ってしまうのも本末転倒になってしまうと思いましたし、それならば頑張ってみようと思ったのですが……」

　さらに両手をもじもじと絡からめながら、言い訳を重ねるようにユイが続ける。

　あのクールな佇たたずまいのお姫様とは思えない、明らかな照れ隠しのまくしたて。

（ヴィリアーズもこんな反応するんだな……）

　つらつらとまだ言い訳の途切れないユイを微ほほ笑えましく思いながら、夏臣がＯＰＰ袋からクッキーをひとつ取り出して口に放り込む。

「あ…………」

　ユイが小さな声を漏らして固唾を吞み込んだ。

　サク、サクと小気味よい音を立てている夏臣の顔色を窺うように、心配そうな上目遣いで息を吞のんで覗のぞき込こむ。

「ん、美う味まいな。良く出来てる」

　口の中で軽く解ける絶妙な焼き加減。バターのコクとほんのりとした甘みがちょうどよく、表面にほんの少しだけ振られた塩が味に深みを持たせていた。

　クッキーは初めて作ると厚みや焼き加減を失敗してボソボソしたり、焦げて硬くなり過ぎたりすることが多いものだが、このクッキーは不ふ揃ぞろいながら味も焼き加減も絶妙だった。

　夏臣が小さく頷うなずきながら、もう一枚続けて口の中へと運ぶと、その姿を見て緊張が解けたユイが安あん堵どの溜ため息いきを吐き出した。

「良かったです、お口に合ったようで。こんなに嬉うれしいものなのですね、誰かに喜んでもらえるということは」

　気の緩んだ隙間から、ユイが年相応の微ほほ笑えみを覗のぞかせる。

　その緊張感の抜けた自然な笑顔は、夏臣が思わず持っていたクッキーを落としそうになるくらいに可か愛わいらしいもので、見ている方にまでその嬉うれしさが伝わって来る笑顔だった。

「い、いやこれほんとに良く出来てるぞ？　初めて作ったとは思えないくらいに……」

　ユイの無防備な笑顔に今度は夏臣が気恥ずかしくなって視線を逸そらす。

　思わず増えてしまいそうな口数を何とか堪えて、さらにもうひとつクッキーを口の中に放り込んで照れ顔をごまかす。

　実際にユイの作ったクッキーが美お味いしかったのも事実なので、ユイに気付かれることなく何とかやり過ごせた。

　もう数枚ほど食べて心を落ち着かせると、夏臣がユイにごちそうさまとお礼を伝える。

「使いたくない金を使わせちまって逆に悪かったな」

「いえ、片桐さんに頂いた食事に比べたら微々たるものですし、使ったのは以前に私が働いて頂いたお金ですので大丈夫です。むしろこんなに有意義に使えて嬉うれしく思っていますから」

　満足そうに青い瞳を細めてユイが微ほほ笑えむ。

「そっか。それならありがたく」

「はい。こちらこそです」

　少し熱くなった顔を隠すように鼻の頭を搔かきながら、肩の力の抜けた微ほほ笑えみを向けてくれるユイに夏臣も不器用な笑顔で頷うなずき返す。

「初めてでこれだけ上手に出来たなら、ヴィリアーズは料理のセンスあるんじゃないか？」

「そう、ですかね……？　それなら良いいのですが……」

　ユイが口元にややわざとらしい笑みを残したまま視線を泳がせる。

「……もしかして、何度も作り直したのか？」

　その反応を見て思わずツッコんでしまうと、ユイが顔を赤くしながら肩を丸めて小さくなる。

「……はい、実は。なかなか上う手まく行かなくて、四回作り直しました……見み栄えを張ってしまってすみません……」

「ヴィリアーズって、噓うそつけないタイプなのか」

　失敗を隠し切れないユイが可か愛わいらしくて、夏臣が思わず笑い声を漏らしてしまう。

　するとユイが眉根を寄せてさらに恥ずかしそうに小さくなる。

「別に恥ずかしいことじゃないだろ、初めてだったんなら」

「でも、四回も作り直したのはさすがに情けないと言いますか……」

「そんなこと言ったら、俺だってこないだのからあげは何回作ったか数え切れないぞ」

「え……あれだけ料理上手な片桐さんでもですか？」

「ああ、最初は目玉焼きもまともに作れなかったしな」

　去年のことを思い出して苦笑いで頷うなずく。

　目玉焼きなんて卵を割って焼くだけだと思っていたが、美お味いしく作るためには油の量も大事だし、焼き加減の温度調整も大事だし、もちろん半熟完熟の加減は言うまでもない。

　料理が上達するには『作ること自体よりも食べてくれる人の方が大事』なんて聞いたことがあったけども、それが試行回数を増やすという意味だと実感したのは去年だった。

　俺の場合、自分はもちろん慶と姉さんに酸すいも甘あまいも苦いもマズいも幾度となく一緒に経験してもらって今がある。

「だから、初めてなのに挑戦したことが大事だと思うし、お礼のために何度も作り直してくれたって聞いたら、そっちの方が嬉うれしいかな」

「片桐さん……」

　こんなことを真正面から口にするのは多少なりとも気恥ずかしいが、ユイにちゃんと気持ちを伝えたくてまっすぐに彼女の顔を見る。

　まだユイも少し恥ずかしそうにしながらも、嬉うれしそうに表情を緩めた。

「……はい、ありがとうございます。そう言っていただけて、私も嬉うれしいです」

　俺も料理をするからこそ、食べてくれる人が喜んでくれた時の喜びは良くわかるし、美お味いしく作ろうと頑張る側の気持ちも良くわかる。

　その両方が分かるからこそ、ユイが不慣れなお菓子作りを夏臣のためにしてくれたということが素直に嬉うれしく思えた。

「朝にさ、ヴィリアーズが変わりたいって言ってただろ」

「はい、言いました」

「変われるよ、少しずつ。俺だって変われたんだから」

「片桐さん……」

　ユイがさっきよりももっと優しく青い瞳を細める。

　その微ほほ笑えみはとても柔らかくて、クラスメイト達たちが魅力的だと言っているクールな表情よりも圧倒的に可か愛わいらしいと思いながら夏臣も自然に笑い返した。

「はい。ではまた挑戦してみようと思います」

「ああ、それがいい」

　楽しげな年相応の笑顔を浮かべるユイに、夏臣も素直な気持ちで頷うなずき返す。

「色々と話がズレたけど、仕事内容の説明がてら教会の中を案内するから付いて来てくれ」

「はい、よろしくお願いします」

　お互いに肩の力が抜けて、さっきよりも少し距離が近くなったような気がしながら、ずっとほったらかしにしていた仕事の説明に戻ることにして、礼拝堂の中をひとつひとつ案内して行った。
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　次の土曜日の夜。明日は学校も休みなので、電子書籍で買っておいた漫画のまとめ読みに夏な臣おみが勤いそしんでいると携帯電話が鳴った。

『なっちゃん明日ヒマ？　どうせヒマしてるよね？　いや別に買い物に誘う友達がいないわけじゃないんだけどさ？　ただなっちゃんの方が女友達より気を遣わないでいいから楽なんだよねぇ。ほらあたしも一応はお年頃の女なわけじゃない？　一人だとナンパとかほんとウザ怖いしさ～』

「掛ける番号間違えてますよ。それじゃあ」

『待って待って待って！　携帯に登録してあるんだから間違えるわけないでしょ!?　ごめんなっちゃん切らないで聞いてぇええぇーっ！』




　と、言うわけでさらに翌日（日）の午後二時。

　せっかくの休みにも関わらず、香か澄すみの買い物に付き合わされるためだけに、夏臣は電車で十分ほどの場所にある横浜駅の改札口に立っていた。

　待ち合わせの時間ぴったりになると、電話に香澄からの着信。

『いやほんっとーに申し訳ないとは思ってるの。それはもうなっちゃんには悪いなーって深く深く反省してる、ほんとに。でもまさか明日までに提出しなくちゃならない資料があったなんて思わないじゃない？』

「ちょっと待ってくれ。それはつまり無理矢理呼び出した上にドタキャンっていう──」

　夏臣が文句を言い終わる前にプツッと電話が切れた。

　当然掛け返しても香澄は出ず、メッセージアプリで『かたじけない』と武士風のスタンプが送られて来た。ふざけんなちくしょう。

　こうして俺はせっかくの休みを完全に無駄にしようとしていた。

（とは言え、せっかく横浜まで出て来たしなぁ……）

　家から電車で十分程度の距離とは言え、せっかく街に出て来た以上は何かをしなくてはならないような気がしてくる。

　むしろそうしないと、あのダメな大人のせいで半日無駄にしただけで終わるのが悔しくて、半ば意地になって休日を満喫しようと頭を巡らせる。

　でも服を見る気分でもないし、ゲームセンターには元々行かないし、一人でオシャレなカフェで過ごしたりするキャラでもないので、急に白紙になった時間を持て余して長い溜ため息いきを吐き出した。

（……仕方ない、帰るか）

　他に良いい選択肢も思い浮かばないので観念しようとしていると、チャラい感じの男二人が必死に女の子を拝み倒しているのが目に入る。




「お店まで案内するから！　だからお茶だけ！」

「そうそう！　ね、おごるからさ！　この通り！　お願い！」




　人目も気にせずに大の男が二人で両手を合わせて必死に頭を下げていた。

（おお、あれがナンパってやつか。本当にいるもんなんだな）

　話には聞くものの、実際に声を掛けてる現場を見る機会はなかなかないので、思わずまじまじとその様を観察してしまう。

　男たちは大学生くらいで良くいるノリの軽そうなウェイ系という感じだが、声を掛けられてる女の子の方は、長く綺き麗れいな黒髪に白いシャツ、紺色のハイウェストの膝丈スカートにシンプルな肩掛けポーチで、上品で清せい楚そなイメージの女の子。

　長い髪が揺れてその横顔が見えると、綺き麗れいに整った顔立ちと切れ長の大きな青い瞳が覗のぞいた。

「……え？　ヴィリアーズ？」

　思わず知り合いの名前が夏臣の口からこぼれた。




「いえ、その、私は大丈夫ですから……」

「お店まで案内するって！　道分かんないんでしょ？」

「じゃあお店まで送るだけ！　ね？　お願いします！」

「あの、本当に結構ですので……」

「じゃあ携帯だけでも教えて！　このとーりお願い！」

「ＳＮＳでもいいよ！　オレたち何でもやってるからさ！」




　男二人に拝み倒されているユイが壁かべ際ぎわに追いやられて、逃げ場なく表情を強こわ張ばらせて困っているように見える。

（あれはどう見ても喜んでる顔じゃないよな……）

　あれだけ可か愛わいければ、ナンパしてる連中ならまず声をかけるような相手だろうとは思う。

　ただ相手が本当に嫌がってるかどうかくらいは弁わきまえてほしいものだ。

　揉もめ事ごとに首つっこむのは好きじゃないし、荒事も得意なわけじゃないけども、目の前に困ってる知り合いがいるのに、それを見て見ぬふりをするのはもっと苦手だった。

（後で後悔するのも嫌だし、仕方ない、か）

　夏臣がはぁと長く息を吐き出して覚悟を決めると、困ってるお姫様に助け船を出そうと男たちの背中に声を掛ける。

「すみません、そいつ俺の連れなんですけど、どうかしました？」

　ユイを含めた三人の視線が夏臣に向いた。

　驚く三人に向かって、夏臣が努めて冷静な笑顔で首を傾かしげてみせる。

「か、片かた桐ぎりさん……？」

「悪い、待たせちまったな」

　目を丸くするユイに、まるで待ち合わせをしてた風に夏臣が片手を挙げて応えると、すぐに男二人がユイの前からパッと離れた。

「おっと、そいつはすみませんっした！」

「デートのおジャマしてさーせん！　んじゃーね！」

　軽い調子で頭を下げると男二人があっと言う間に去っていく。

　女の子に声を掛けるのもしつこいが、見切りをつける引ひき際ぎわも早いのが逆に手慣れている感じで、揉もめごとはゴメンと言わんばかりに足早に見えなくなった。

　数打ってなんぼのナンパ師たちにしたら、なびかない女の子に固執して時間と労力を失うよりは、無理そうなら次って感じの方が効率が良いいのだろう。

　二人の姿が完全に見えなくなるのを確かめると、少し緊張で固まっていた息を吐き出してユイの方へと振り返る。

「大丈夫か？　余計なお世話だったら悪かったけど」

「か、片桐さん……っ……」

　ユイが自分の身体からだをぎゅっと抱きしめて背中を丸めてしゃがみ込む。

「こ、怖かったです……とても……」

　か細い声を揺らしながら小さな身体からだを震わせていた。

　自身を抱いた指先を強く二の腕に喰くい込ませて、背中を壁に預けるように崩れそうな身体からだを何とか堪えているようだった。

　ヴィリアーズにとっては慣れない外国。そこで知らない男二人にしつこく絡からまれたら、そりゃあ怖いはずだ。

　日本人の姉さんだってナンパはウザ怖いと言っていたし、外国で男二人にしつこく絡からまれたら男の俺だって怖いと思う。

　まだしゃがみ込んで震えているユイを見て、あまりに軽く考えていた自分を反省する。

「ごめんな、ヴィリアーズ。もっと早く助けに入れば良かった」

「いえ、そんなこと……本当に、ありがとうございました……」

　ようやく立ち上がると、弱弱しく薄い微ほほ笑えみで夏臣に頭を下げた。

（……これはまだ一人に出来る状態じゃないな）

　明らかに顔色が悪く、未いまだに自分の身体からだを抱いてるユイを見て夏臣がそう判断する。

「ヴィリアーズは横浜に何しに来たんだ？」

「え……あ、その……携帯電話を買いに来たのですが……」

「携帯って……え、今まで持ってなかったのか？」

「はい……」

　言われてみればユイが携帯を触ってるのを見たことがない。

　特に番号を聞いたり連絡先を聞いたりしたわけじゃないので、そもそもそのことに気付かなかったけれども。

「その、私は必要だと思っていないのですが、連絡が付くように持っていろと……校長先生を通して家族から言われまして……」

「それで横浜に来たらさっきの連中に絡からまれた、と」

「はい……」

　ユイが顔をしかめて小さく頷うなずいた。

　ナンパ目的で品定めをしてる連中からしたら、極上の標的を見かけたから声を掛けてみた程度のことだったんだろうが、本人にしてみればこれほどの恐怖を感じている。

　助けようと心の準備をした俺でも緊張したくらいだし、突然のことだったユイにしたら恐怖は相当なものだったろう。

　昨晩に姉さんの誘いを一度は断ろうとしたことも、今更ながら少し悪いことをしたと反省する。

　そして夏臣が出来るだけ穏やかな声色を意識してユイに顔を向けた。

「ヴィリアーズが悪いわけじゃないけど、自分が声を掛けられるレベルの見た目をしてることは自覚した方がいいな。そうすれば逃げるなり上う手まく断るなり対応も考えておけるだろ」

「はい……そう、ですね……すみません……」

　出来るだけ優しく伝えたつもりだったが、ユイが怒られた子供のようにうなだれる。

　ユイが人目を引く容姿なのは事実なので本人のためと思っての忠告だったが、今はタイミングが悪かったなと思いつつ鼻の頭を搔かいた。

「とりあえず、少し休めるところに行くか。携帯を買いに行くにしても、一度落ち着いてからの方がいいだろ。俺も付き合うから」

「え……？　付き合うって……」

　夏臣の言葉にユイが顔を上げる。

「これでも一応は男だし、俺がいればナンパに絡からまれることもないだろ。ヴィリアーズが嫌なら断ってくれていいけど」

「い、いいえ……その、片桐さんなら、もちろん嫌なんてことはないのですが……」

「ですが？」

「せっかくの休日に、私の個人的な予定にお付き合いさせてしまうのは……」

　眉を寄せてユイが申し訳なさそうに呟つぶやいた。

　はっきりと断られないところを見ると迷惑ではなさそうだし、どう見てもまださっきのショックを引きずっているようにしか見えない。

　こんな時でもまだ夏臣に悪いと言ってるユイに、自分の方からさらに手を差し伸べる。

「俺は困ってる知り合いを放っておけないって、前にも言ったろ？　だから迷惑じゃないなら俺の勝手なお節介だと思って納得してくれればいい」

「片桐さん……」

「それに、俺もちょうど予定が消えて手持無沙汰で困ってたんだよ。虫むし除よけ以外にも、店の場所とか買い方とか、多少は役に立てると思うけどな？」

　空気を和ませるように夏臣が大げさに肩を竦すくめて見せると、ふっと緊張が抜けたようにユイがくすっと小さな笑い声をこぼす。

「優しいのですね、相変わらず」

「いいや、暇を持て余してるだけだって言ってるだろ」

　素直じゃない夏臣の返事を聞いて、ユイがもう一度笑い声を漏らした。

　予定をドタキャンされて暇をしてたのは本当だし、困ってる知り合いが目の前にいるならそのお節介をしたくなるのも本当のことだ。

　それが『優しい』ならそれでもいいかと思っていると、ユイが気を取り直すように夏臣を見上げ直す。

「もし片桐さんがお暇ひまでしたら、私の携帯電話を買い行くのに付き合っていただけませんか？」

「ああ、俺で良ければ案内させてもらうよ」

　わざわざそう言い直したユイに夏臣が口元を緩めると、ユイも同じように微ほほ笑えんで小さく笑い合った。




　　　◇　　　◇　　　◇




「ありがとうございましたー」

　元気な店員の声に見送られながら夏臣とユイが携帯ショップの自動ドアをくぐる。

　携帯を取り出して時間を見ると十八時過ぎ。空はもう陽が沈みかけていて、辺りはオレンジ色に染まっていた。

　夏臣と肩を並べて歩くユイが小さな両手で新品のスマートフォンを抱えながら、嬉うれしそうな微ほほ笑えみを隣の夏臣に顔を向ける。

「片桐さん、本当にありがとうございました。私一人だったら今日中に買うことも出来なかったと思います」

　普段は落ち着いた声をわずかに弾ませながら、ユイが夏臣にお礼を告げる。

　店員さんの『機種はどちらになさいますか？』の最初の一言でユイがフリーズしていたので、確かに一人では買うことも困難だったかもしれない。

　小声で「片桐さん……」と泣きそうな視線を向けられたので、俺と同じ機種なら多少は教えられると提案したお陰でユイの携帯は夏臣と同じモデル。

　ちなみにカラーは散々悩んだ末にフェミニンなピンク色を選んだのは意外だったが、実際に手に持っている笑顔のユイを見ると可か愛わいいピンクが良く似合っていた。

「どうだ、初めての携帯を持った感想は？」

　夏臣がそう尋ねると、少し考え込んでからユイが苦笑いを浮かべる。

「『It[image: ]s casting pearls before swine』、ですね」

「……は？　今なんて？」

「日本語で言う『猫に小判』と同じ意味のことわざです。ですからこれの使い方を教えて下さい」

　一瞬何を言ってるのか理解出来ずに面食らった夏臣を見て、子供がいたずらを成功させた時のようにユイが楽しそうに目を細めた。

　予定通りに携帯を手に入れて上機嫌なのか、珍しくおどけたユイを見て夏臣にも笑みがこぼれる。

「ヴィリアーズは使ってみたいアプリとかあるか？」

「あぷり、ですか？」

「ネットとかゲームとか動画とか、そういうアプリケーションの略称だな」

「すみません、そういうのは疎うとくて……」

「ああそっか、スマホ初めてだもんな。悪い」

　自分が思ってる以上に通じない相手だったことを再認識して謝る。

「じゃあまずは電話帳の登録の仕方から教えるけど、誰か家族の番号はわかるか？」

「はい、それなら姉の携帯番号が──」

　ユイが肩に掛けているポーチの中を探して、探して、探して……がっくりと項うな垂だれる。

「……すみません、メモを家に置いて来てしまいました」

「いやそこまでヘコまなくても……」

　さっきまでの笑顔を瞬時に失って俯うつむくユイをなだめた。

（とりあえず操作を教えるのに、俺の携帯番号を教えてもいいんだけど……）

　でも友達でもない俺がヴィリアーズの携帯登録一件目、と言われると何となく気が引ける。

　夏臣だったらなら気にするようなことではないけども、ユイの立場で考えてみると何とも言葉にはしにくい違和感を感じて眉をひそめる。

「それなら帰ってからまた教えるのがいいか」

　夏臣がそう呟つぶやくとユイが首を捻ひねった。

「片桐さんの連絡先を登録させていただくのはダメなのでしょうか？」

「え？　いや別にだめってことはないけど……」

「けど？」

「……その、いいのか？　俺が登録一件目で」

「どうしてそれがダメなのですか？」

「いや、どうしてって言うほどの理由はないんだけど……」

　不思議そうに夏臣を見上げるユイに上う手まく説明が出来ず言葉尻がすぼむ。

　確かに俺が勝手にもやもやしてるだけで、別にダメな理由というほどのものではないとは思うし、ユイはそんな小さなこと気にしてないと言われたらそうだとは思うけども……。

　うんうんと悩んでいる夏臣を不思議そうに見つめるユイに、ついに夏臣が折れる。

「……ヴィリアーズがそれで構わないなら」

「はい、よろしくお願いします」

　しぶしぶ了承した夏臣にユイがすっとお辞儀で返した。

　夏臣もまぁ自分の気にし過ぎかと思って気を取り直す。

「じゃあまず電話のアイコンを押してみてくれ」

「これですよね？　はい、押します」

　電話を起動して、不慣れなユイの指先が言われるがまま夏臣の番号を打ち込んでいく。

　表示された番号を電話帳へ新規登録をして『片桐夏臣』の名前を入力させる。

「それで登録のボタンを押したら登録完了だな」

「え、これだけで電話番号が登録出来るのですか」

　ユイの携帯の電話帳を起動して確認すると『片桐夏臣』の名前。

　無事に登録ができたユイが満足げに電話帳を見て表情を綻ばせた。

「わ、出来ました。これで片桐さんが私の初めての人になったんですね」

「その言い方は危険な誤解を招くからな？　誰かに言う時は『電話帳の登録練習をした相手』って説明してくれよ？」

「危険な誤解？　別に誤解ではないと思いますけれど」

「誤解ではないんだけど、別の意味で取られる可能性があるっていうかな？」

「どういう意味になるのですか？　危険があるなら教えて下さい。気になります」

「いや別に危険じゃない。危険じゃないから一旦落ち着け」

　変なところで妙な食いつきを見せるユイを、やや強引に『電話帳登録の練習相手』と言うように何とか説き伏せる。

　彼女自身には一ミリたりとも勘違いさせるような他意がないことは十二分に承知しているが、クラスメイトや家族にそんな説明をされたらとんでもない誤解を生む可能性がある。何とかユイを説得出来てひとまず胸を撫なで下おろす。

　ちょうど駅の改札に到着したのを利用して、「あ、いっけね。俺、ＩＣカードにチャージしないと残金ないの忘れてた」と、それ以上の追及をされないように誤魔化した。

　改札を通り抜けて、帰宅ラッシュで混み始めた駅のホームで電車を待っていると、隣に立っているユイが陽の暮れた空へと向かって呟つぶやく。

「私、片桐さんとのご縁がなかったら、どうなっていたかわからないですね」

　ユイの方へ顔を向けると、微かすかな微ほほ笑えみを口元に浮かべながら薄暮の空を見上げている。

「変わりたくて日本に来たのに、片桐さんと出会えてなかったら、変わるきっかけも持てなかった気がします」

　嚙かみ締しめるようにユイがそう呟つぶやきながら、携帯に表示されている一件だけの電話帳に青い瞳を細める。

「大おお袈げ裟さだな。そんなことないだろ」

「いいえ、そんなことありますから」

　照れることもなく向けられる言葉とユイの微ほほ笑えみに、照れた顔を隠すように痒かゆくもない鼻の頭を搔かく。

　最初に出会った時はクールで感情の読めないお姫様だったのに、今は年相応の可か愛わいらしい笑顔を見せてくれる。

　そのギャップがなんだかくすぐったくて目のやり場に困ってしまった。

「……まぁ、俺なんかが役に立ったなら何よりだ」

　何とかその一言だけを返すと、遠くから警笛の音を鳴らしながら電車がホームへと滑り込んでくる。降車する客足が止まってから夏臣が電車へと足を踏み入れると、ユイも続いて車内へと入ってドア際の手すりに摑つかまった。

「あ、今から帰ったらちょうど半額のお弁当が並ぶ時間ですね」

「そう言えばそうだな。俺も今から作るの面倒だし、今日は半額弁当でも買って帰るかな」

「それじゃあ晩御飯のお買い物もご一緒しましょうか」

「そうだな、せっかくだしお供させてもらうとするか」

　夏臣も笑いながらユイの提案を受け入れて頷うなずいた。

　帰りの電車内でユイの電話にメッセージアプリをインストールして夏臣のＩＤを登録すると、ユイのフリック操作の練習に付き合ってメッセージのやり取りをする。

『今日は本当にありがとうございました』

『どういたしまして。また困ったことがあったらいつでも』

　そんなメッセージを交換すると、お互いに小さく笑い合って電車に揺られて行った。







[image: ５章　シェアフレンド]







「んー、そろそろ寝るかな」

　リビングのテーブルの上にある置時計が零時を回った頃。夏な臣おみがベッドに入ろうかと照明の電気のスイッチに手を伸ばした瞬間、ピンポーンとインターホンが鳴り響いた。

（……こんな時間に来客か？）

　訝いぶかし気に玄関のモニターを確認するが何も映っていない。

　このマンションはオートロックなので、エントランスからの訪問者だったらモニターにカメラ映像が表示される仕組みになっている。

　モニターに何も表示されていないということは、つまり誰かがエントランスではなく玄関のインターホンを押したということだった。

　夏臣にご近所付き合いなどないし、オートロックをくぐって玄関前に来れる心当たりがあるとしたら合鍵を持ってる香か澄すみくらいのものだが、香澄ならインターホンなど鳴らさずに部屋に入って来るはずだった。

　無視をするのも気持ち悪いので、首を捻ひねりながらドアホンの通話を押すと、

「か、片かた桐ぎりさん……っ！　お、お願いします……！　た、助けて、助けて下さぁい……っ！」

　ユイの怯おびえ切って震えた声がスピーカーから鳴り響いた。




「いやぁあぁぁ動いてるうぅっっ!!　私のこと見てるぅうぅぅっ!!」

　薄青色のパジャマに身を包んだユイが、夏臣の背中にしがみつきながら自分のベッドの下を指さして顔面蒼そう白はくで叫び散らした。

「お、落ち着けってゴキブリくらいで！　別に何もしてこないから！」

「無理無理無理っ！　嚙かむとか引っかくとかじゃなくて、もう生理的に無理なんですぅっ！」

　半泣きで夏臣の背中にしがみつくユイを引きずりながら、自宅から持ってきた殺虫剤を構えてユイのベッドの下を覗のぞき込こむ。

[image: ]

　生まれて初めて同年代の女子の部屋に入るシチュエーションがまさかゴキブリ退治だとは思ってもみなかったが、ユイが近所の目などものともせずに泣き叫ぶので意を決して上がり込むと何とも言えない甘い香りがふわりと鼻び腔こうをくすぐって来る。

（これが恋愛漫画なんかでよく出て来る、女の子の匂いってやつか……!?）

　同じマンションにもかかわらずこうも違う部屋の匂いに、あの描写は本当だったのかと浮かんでくる余計な雑念を頰を叩たたいて追い出す。

「あ、あそこにっ！　ベッドの下っ！　奥の方に逃げましたっ!!」

「え、えぇ……？　いや女の子のベッドはさすがにちょっと……」

「い、いいやあぁあぁーっ！　お布団！　My bedding! Away, foul thing, I[image: ] ll not be able to sleep there if you touch it! Get away, get away, get away, get away Eeeeeeeeeeeeeeeeeek!!!」

「だ、大丈夫だから抱き着くなって！　すぐに退治するから落ち着けぇえぇ!!」




　　　◇　　　◇　　　◇




　それから約十分ほど後。

「ありがとうございます……！　ありがとうございます……！　本当になんてお礼を言ったらいいか……！　うぅぅ……ぐす、うぅうぅっ……！」

　腰が砕けて泣きべそをかいているユイが夏臣に必死にお礼を繰り返していた。

「いや、もう大丈夫だから泣くなってば……」

　あまりのパニックに英語で錯乱するユイのテンションに戸惑いつつも、まともに立てないユイの手を引いて何とかベッドの上に座らせる。すると少しずつ落ち着きを取り戻し始めてくれた。

（……冷静になると、これって結構な状況だよな？）

　ぐずっているユイを横目に、夏臣が置かれている現状を考えて唾を飲み込む。

　夜の零時を過ぎた女の子の部屋で、パジャマ姿のこんな可か愛わいい子に抱き着かれていたという事実。そして目の前では無防備に安あん堵どした表情で脱力し切ったユイ。

　現状を意識すると急に照れ臭くなって来て、リビングのテーブルチェアに腰掛けながら視線を床に落として頰を強くつねって我を保った。

　まぁ、実際は泣き叫んで錯乱したユイに必死にしがみつかれていただけで、全然甘い雰囲気でも良いい空気だったわけでもないんだけども。

「…………」

　少し落ち着いて冷静になると、ユイの部屋の中が目に入ってくる。

　ユイの部屋は白を基調とした家具や小物などが置いてあって、カーテンやラグなどには薄いピンクを取り入れたフェミニンな女の子らしい上品さを感じるような作り。

　ヘアトリートメントとボディクリームの甘い匂いが薄く部屋を満たしていて、嗅ぎ慣れない異性の匂いが夏臣をそわそわさせて落ち着かせてくれなかった。

　ようやく落ち着いたユイがパジャマの上にカーディガンを羽織ってそっと立ち上がる。

「取り乱してすみません。その、お茶でも淹いれますから座っていて下さい」

　申し訳なさそうにしながらキッチンへと向かうと、風ふ呂ろ上がりで少し湿っているユイの長い髪が揺れて、ふわりと甘い匂いが夏臣の鼻孔をくすぐった。

（……緊急事態だったとは言え、ちょっと流石さすがに無防備過ぎやしないか）

　ユイは間違いなく稀まれにも見ないレベルの美人で、時折見せる笑顔はとても可か愛わいらしい。

　別に異性として意識しているわけではなくても、客観的に見てそうだと夏臣も断定出来る程度にはそう思う。

　キッチンに立つユイにちらりと視線を向ける。

　シンプルだけども女の子らしいパステルブルーのパジャマ。まだ完全に乾き切ってない長い髪は可か愛わいらしいシュシュで後ろにまとめられていて、風ふ呂ろ上がりのしっとりとした艶つややかな肌はものすごく無防備な感じで何とも居心地が悪く感じさせた。

「お待たせしました。温かい紅茶で大丈夫でしたか？」

「あ、ああ、大丈夫。いただきます」

　小さなテーブルの上にマグカップが二つ置かれて、ユイがテーブルを挟んで夏臣の向かいの椅子に腰かけた。

　ユイが出した温かい紅茶に口を付けると、身体からだの奥が温まって少し気持ちが落ち着いてくる。

「その、本当にすみませんでした。こんな時間にお騒がせしてしまって……」

「いや逆にこれくらいのことで良かったよ。あんなに取り乱してたから何事かと思ったけど」

「……すみません、本当に」

　冗談半分でそう口にすると、束ねた髪の隙間から見えている耳まで真っ赤にしてユイが顔を伏せながら、小さな両手でマグカップを包み込んでちびちびと傾ける。

「『アレ』を見てパニックになってしまって……気が付いたら片桐さんの部屋のインターホンを押してしまっていました……」

「別に大丈夫だからそんなに謝るなって。何かあったら頼れって言ったのは俺の方だし」

「はい、本当にありがとうございます……」

　まだ頰を赤く染めて気まずそうにしながらも、力の抜けた表情でユイが微ほほ笑えむ。

　お互いにようやく落ち着きを取り戻したお陰で、普段通りの空気感が戻って夏臣もようやくほっと人心地がつく。

「イギリスにはゴ──『Ｇ』はいないのか？」

　そのワードにユイの肩がビクッと反応したので、夏臣が瞬時に頭文字呼びに切り替えて尋ねてみる。

「じ、『Ｇ』さんは……いるとは聞きましたけど、私の家では見たことはなかったです」

「現物を見たことないのに、名前を呼ぶことすらダメなのか」

「いえ、見たことはありますよ」

「え？」

「え？」

　二人して順番に首を傾かしげる。

「いやだって、イギリスで見たことないんだろ？」

「はい。イギリスでは見たことありませんが、日本で見たことがありましたから。もうだいぶ前の話ではありますけども……怖い思い出としてよく覚えています」

　Ｇと遭遇した戦慄を思い出すようにユイが小さな身体からだをぶるっと震わせる。

「え？　日本で？　だいぶ前に？」

　今度は逆方向に首を傾かしげる夏臣を見て、ユイが「あ」と小さく口を開けた。

「すみません、お話ししてませんでしたね。私、五歳までは日本で育ちましたから。その時に何度か見たということです」

「あ、なるほど。そういうことか」

　ユイの説明に納得して夏臣が頷うなずいた。

　これだけ日本語が喋しやべれるわけも、急に日本への留学が決まったことも、日本での生活にそこまで困った様子ではなかったのも、以前に日本に住んでいたと言われたら納得の理由だった。

　その時にＧを見たと言われれば話も繫つながる。

「ってことはヴィリアーズは日本人とイギリス人のハーフなのか」

「はい。母が日本人で、父がイギリス人です」

　頷うなずくユイに合わせて長い黒髪が微かすかに揺れる。

　そういうことならば、名前がイギリス人なのに黒髪なのも、瞳が碧へき眼がんなのも、顔立ちが日本人っぽいことも全て綺き麗れいに腑ふに落ちた。

　まじまじと自分の髪を見て頷うなずく夏臣の視線に気づいたにユイが、少し恥ずかしそうにまたマグカップに口を付けて顔を隠す。

「紅茶のおかわり、お持ちしましょうか？」

「あ、いや今度は俺が淹いれるから座っててくれ」

　夏臣も思わずユイを見ていたことにバツが悪くなってキッチンに立つと、「……うわ」と溜ため息いきにも似た若干引いた声が思わず漏れた。

　ユイの部屋のキッチンにあるレンジやトースター、冷蔵庫が最新家電なのは当たり前で、棚に並んでいる食器や鍋などの調理用具なども全てが誰もが知るハイブランドで揃そろえられていた。

（……ヴィリアーズって、本当にお姫様なんだな）

　本人はキッチンに立ったことがないと言っていたし、何より晩飯を削ろうとするくらい金を使うことを嫌がっていたので、恐らく親御さんが一人暮らしを始めるに当たって買かい揃そろえたんだろう。

　いったい総額いくらになるのかと恐れと畏怖を抱きつつ、一点の曇りもなく輝いているキッチンアイテムたちに夏臣が見み惚とれていると、それらがあまりにもピカピカなことに違和感を感じて眉をひそめる。

「このキッチンって、全然使ってないんじゃないのか？」

　あまりに綺き麗れい過ぎるアイテムたちが文字通り新品のままであることに気付いた夏臣がユイに尋ねると、ユイが眉尻を下げて苦笑しながら頷うなずいた。

「片桐さんを見習って、私も自炊をしようと何度か挑戦はしてみたのですが……味はもちろん、量すらも上手に作れなくて。半額のお弁当やお惣そう菜ざいを買ってきた方が手間も食費もかからないことに気付きました」

　そう言われてキッチンのゴミ箱を見ると、総菜や弁当のプラケース、カップ麵の空き容器がいくつも重なっているのが目に入る。

　一瞬、また食事を抜いてるのかと思ったが、そういうことではなかったらしい。

（確かに自炊は安いとは限らないけど……）

　よく『節約するために自炊』などと聞いたりするが、一人暮らしを一年した結果、それは大間違いだと気付いた。

　あくまで自炊は『安く済ませるから安く済む』のであって、ある程度の調理用具、調味料が揃そろっている前提で、食材の選び方や買い方、余った食材を使い切るためのレシピのバリエーション、多く作った時のストックの仕方、賞味期限、洗い物、掃除、ゴミの処理……等々、ある程度慣れてなければ逆に高くつくし手間もかかるだけだ。

　しかもそれを踏まえて作ったからと言って美お味いしく出来る保証もないし、安く済ませたところで栄養バランスが取れているかは別問題。

　ユイのように安く済ませることだけを考えるなら、スーパーの見切り品やカップ麵などのインスタント食品を選択することも頷うなずけることだった。

　ユイの食生活を知った夏臣が口元に手を当てて考え込む。

（……もう一つ。安く済ませる方法があるにはあるけど……）

　今のユイの食生活よりは栄養バランスだって良くなるし、味も……まぁスーパーの総菜やカップ麵よりは美お味いしいと思う方法。

　でも今の夏臣とユイの関係では『それ』を実践するのはもちろん、提案することすら難しい。

（でも、どうせついでなら……）

　もやもやとした答えの出せないことを考えながら、紅茶のおかわりを持ってテーブルへ戻って紅茶を傾ける。

「……片桐さんは、何も聞かないのですね」

　小さな両手で抱えたマグカップに視線を落としながらユイが呟つぶやく。

「聞かないって……何をだ？」

「ですから何も、です」

　意味がわからずに聞き返した夏臣に、ユイも顔を上げて微ほほ笑えむ。

「何も聞かないのに、でも親切にして助けてくれます。私に見返りを求めるわけでも、利用しようとするわけでもなく、です」

　優しく静かなのに、しっかりとした重さのある声で。

　嬉うれしさを滲にじませるような、そんな微ほほ笑えみを浮かべながらユイが続ける。

「片桐さんは、どうして友人でもない私にこんなに優しくしてくれるのですか？」

　ユイのただ真まっ直すぐな言葉。

　そのストレートな問いかけに夏臣も素直に思ったままを答える。

「……別に俺は優しいわけじゃない」

　誰にでも分け隔てなく接する博愛主義者でもないし、自分の時間を削ってボランティア活動に参加するわけでもないし、画面向こうのニュースを見て真剣に心を痛めることもない。

　だから優しいと言われることにはしっくりと来なくて首を振って答えた。

「ただ、目の前でヴィリアーズが困ってたからだ」

　そうだ。俺は勝手にユイに昔の自分を重ねて見てお節介を焼きたくなっただけで、それは相手のためを思って行動する優しさじゃない。

　夏臣が苦笑いを浮かべて肩を竦すくめると、優しい微ほほ笑えみのままユイが小さく首を振った。

「でも、私にはそれが優しさだと感じました。片桐さんの言葉や優しさが私の背中を押してくれました。そうでなければきっと、私は少しも変われませんでしたから。それが片桐さんが優しいという理由では不十分でしょうか」

「ヴィリアーズ……」

　とつとつと丁寧に優しい声で、ユイが夏臣を見つめながら続ける。

「他の誰が何を言おうと、私は片桐さんが優しい人だと思います。例え、片桐さん自身がそうではないと言ったとしても、私は優しい片桐さんに助けていただきましたから」

　照れることもなく、素直な気持ちのこもった感謝の言葉と笑顔。

　その言葉で夏臣の中でもやもやとしていたものがゆっくりと晴れていく。

（……そうだ。俺のやっていたことは優しさじゃなくて、自己満足だ）

　ヴィリアーズを晩飯に招待したことも、ナンパ男たちから助けたことも、携帯電話を買いに付き合ったことも。それは全部俺がやりたくてやっただけのお節介だった。

　誰かに優しく思われたいわけじゃないし、良いい人だと思われたいわけでもない。ただ俺自身がそうしたいと思ったからしただけのことだった。

　ヴィリアーズが俺の目の前で困っていたから、それを見過ごせなくて手を差し伸べた。俺がが回りの人にしてもらったことを、今度は自分がしてあげようと思っただけのことだった。

『美お味いしいです、とても』

　小さな口を動かして、夢中でからあげを頰張っていたユイ。

『こんなに嬉うれしいものなのですね、誰かに喜んでもらえるということは』

　わざわざお礼のクッキーを作ってくれた時も。

『片桐さんとのご縁がなかったら、どうなっていたかわからないですね』

　俺との縁をそんな風に言ってくれることも。

（……俺はヴィリアーズが笑ってる顔を見るのは、結構好きだ）

　きっと理由なんてそれだけで十分で、何かをすることに関係性も理由も、悩む必要すらなかったんだ。

　それに気付くと、もやがかっていたものが完全に晴れて、さっきまで自分がためらっていた提案が自然に口からこぼれていた。

「ひとつ、提案なんだけどさ」

　夏臣の言葉にユイが顔を上げる。

「これからは晩飯をウチで一緒に食べるのはどうだ？」

「一緒に……ですか？　私と、片桐さんが？」

「ああ。俺とヴィリアーズが、だ」

　予想もしてなかった夏臣の提案に、ユイがわずかに瞳を丸くしてぱちぱちと瞬まばたかせる。

「料理って一人分を作るのも二人分を作るのもさほど変わらないんだよ。でも二人分を用意しても材料費が倍にならないし、一人当たりで考えれば半分以下になる。それなら晩飯を『共有』すればお互いにメリットがあるだろ？」

「お互いにメリット、ですか……」

　ユイが夏臣の提案を聞いて考え込むと、申し訳なさそうに眉根を寄せて苦笑を浮かべた。

「それは私にとってはとてもありがたいご提案ではあるのですが、片桐さんにとっては負担が増えるだけではないかと……」

「いいや、そんなことないぞ。俺も一緒に食費を抑えられるし、準備や片付けを手伝ってくれれば手間が半分になるだろ？　だから『お互いにメリットがある』って提案だ」

「そう言えば、そうかもですが……」

　それでもユイが申し訳なさそうに言葉尻を濁しながら俯うつむくのを見て、夏臣が少し照れ臭そうに鼻の頭を搔かきながら呟つぶやく。

「それに、もうひとつ。俺に取っても大きなメリットがあるしな」

「片桐さんに大きなメリット、ですか？」

「ああ。ヴィリアーズは俺の作った料理、美味そうに食べてくれるからな」

　少し照れながらも、夏臣がユイにそう答えた。

　一人の食事よりも二人の方が楽しいし、何よりユイが嬉うれしそうに食べてくれるのは作り甲が斐いもある。

　そんなことでユイが笑ってくれるなら悪くないと、素直にそう思ったことを口にした。

「だから、お互いに取ってメリットがあるって言ってるんだよ」

「片桐さん……」

　ユイが困ったような嬉うれしいような微ほほ笑えみを浮かべて優しく瞳を細める。

「片桐さんは、本当に優しいですね」

　そう言ってユイが小さく笑うと、夏臣も鼻頭を搔かきながら同じような笑顔を浮かべた。

　ユイがマグカップを置いて姿勢を正すと、青い瞳を伏せて決意をするように頷うなずく。

　それからゆっくりと言葉を選ぶように口を開いた。

「私は日本人の母とイギリス人の父の間に生まれて、日本で育ちました。私に物心が付いた時にはすでに母との二人暮らしで、父はいませんでした」

「ヴィリアーズ……？」

　ユイが薄青色の瞳を優しく細めて、そのまま聞いてほしいと言うように夏臣を見る。

　夏臣もその意を酌くむと口を閉じてその続きを待った。

「父の家系は歴史ある貴族だったので、母と日本で暮らすことは許されなかったそうです。そして私が六歳の時に母が亡なくなって、身寄りのない私はイギリスの本家に引き取られることになりました」

　儚はかなく細めた瞳をテーブルに落としながら、遠い昔の苦い記憶を掘り起こすように眉をひそめてユイが続ける。

「そんな家柄でしたから、日本人との混血の私は歓迎されることなく、家中から厄介者の扱いを受けました。父も私を庇かばうことも構うこともなく、私の味方をしてくれたのは唯一腹違いの姉だけでした」

　ユイは淡々と抑揚のない声で、自身の感情をごまかすように薄い笑みを浮かべた。

「だから私は誰にも迷惑を掛けないよう、極力目立たないように過ごし続けました。ですがある時に大きなトラブルが起きてしまって、もう家に私の居場所がなくなりました。だから姉が留学という形で日本へと送り出してくれたのです」

　一息でそこまで口にすると、ユイが静かに紅茶を傾けて眉尻を下げた。

「これが、私が日本に来た経緯です」

　抑揚のない声で語られるユイの過去に、夏臣もかける言葉が見つからなくてテーブルの上に視線を落とす。

　ユイの口元には長い間をかけて諦め切ったような薄い笑みを浮かべている。

　それは夏臣に不意に見せてくれる微ほほ笑えみとはまったく種類の異なる微ほほ笑えみで、何だかそれを見てる夏臣の胸の奥の方がジリッと焼けるのを感じる。

「……そうだったんだな」

　つまりユイは貴族連中の勝手に振り回されて、一人で日本へ逃げて来たということだった。

　新学期が始まるギリギリで引っ越して来たことも、家からの仕送りに手を付けたくないことも、周りの力を頼ろうとしないことも、その背景を聞いて納得せざるを得なかった。

　小学校に上がるか上がらないかくらいの女の子が母親を亡なくして、突然に言葉も通じない外国に連れて行かれて、周りには敵と悪意だらけの状況。

　そんな状況下で六歳の女の子がただただ耐えるしか出来ないなんて。それがどれだけ苦しいことだったか、普通に生きて来た俺には想像することすらも出来なかった。

　テーブルの上で夏臣が思わず握り締めた手を見て、ユイが僅かに口元を緩めて続ける。

「でも思ったんです。これはきっと私が変わる機会だって。家を出ることになったことも、片桐さんと出会えたことも。きっと私が変わるために必要なことだったのではないかって。今はそう、思えたんです」

「……ヴィリアーズ」

　夏臣が顔を上げると、ユイが穏やかな微ほほ笑えみで夏臣を見つめていた。

　それはさっき見た冷たい微笑ではなくて、向けられた方がじんわりと暖かく感じるような、そんな優しくて柔らかい微ほほ笑えみ。

　それがささくれ立とうとしていた夏臣の心を穏やかに凪ないでいった。

「前にも言いましたが、だから私はここで変わりたいと思っています。もう俯うつむいて生きるのは嫌だって、優しくしてくれた人がそう思わせてくれたんです。だからこれだけは私からちゃんと言わせて下さい」

　陰のない素直な微ほほ笑えみを湛たたえながら、ユイが目を逸そらすことなく真まっ直すぐに夏臣の目を見てゆっくりと頭を下げる。

「私がちゃんと一人前になれるまで、どうか私を助けて下さいませんか。お願いします」

　強い意志を宿したユイ自身の言葉で、夏臣にはっきりとそう口にした。

　そんな風に頭を下げているユイを見て、夏臣の中にも熱い何かが込み上げてくる。

（……ヴィリアーズの変わりたいって言葉は、こんなにも重い覚悟だったんだな）

　小さな女の子が誰も頼ることが出来ない環境で育って、迷惑を掛けることを恐れるようになって、息を殺すように生きて来た長い時間。

　唯一血の繫つながった父親がいる家を出なければならないほどに追い詰められて、それでも自分の言葉で真まっ直すぐに『助けて』と口にした。

　その強さに夏臣の胸の奥が強く締め付けられる。

「ヴィリアーズ、顔を上げてくれ」

　ユイが顔を上げると綺き麗れいな黒髪がはらりと流れ落ちて、夏臣も真まっ直すぐにユイの青い瞳を見つめ返しながら言葉を続ける。

「助けるとか、お願いとかさ。そんなのは止めよう」

「止めるって……」

「どっちかが助けて、どっちかが助けられるとか、そういうことじゃなくてさ。困ってる友達を助けるのは当たり前って方が良くないか？」

「友達……ですか？」

「ああ、友達だ」

　自信なさげに戸惑うユイに、夏臣がしっかりと頷うなずいて繰り返す。

　ユイも夏臣から目を逸そらさないまま、「友達……」と掠かすれた声で呟つぶやく。

「ヴィリアーズが話してくれたことの重さも覚悟も、俺には分かるなんて簡単には言えないけど。でも俺がヴィリアーズの力になれるなら、対等な関係でちゃんと力になりたい。だから、俺はヴィリアーズの友達になりたいと思う」

「片桐さん……」

「友達が困ってるなら、助けるのに『理由』も『お願い』も要らないだろ？」

　照れて逸そらしたくなる視線を堪えて、真まっ直すぐにユイを見て夏臣がそう口にする。

　思い出したくもない過去を話してくれたユイへの誠意と夏臣自身の覚悟。

　普段なら照れ臭くて口にも出来ないような言葉を伝えると、ユイの細められた薄青色の瞳が潤んで滲にじむ。

「……はい。私も、片桐さんとお友達になりたいです」

　掠かすれた涙声をくすぶらせながらユイが微ほほ笑えんでくれる。

　普段の静かに整った綺き麗れいさではなく、年相応の等身大の微ほほ笑えみ。

　予想外の可か愛わいさに動揺しそうになる視線と鼓動を必死に堪えながら、何とか平静さを保って夏臣も何とか頷うなずいて応える。

　ユイも今までに経験したことがないほどに崩れてしまいそうな表情を必死に堪えながら、細い指先を絡からめて夏臣に頷うなずき返した。

「あの、それに関して……もしよろしければ、ひとつだけお願いがあるのですけども」

「あ、ああ。もう一応は友達なんだし、ひとつと言わずいくつでも……」

　二人とも深呼吸で顔の熱を冷ましながら、ややぎこちない言葉と視線を交わし合う。

　んん、とユイがのどを鳴らしてちゃんと夏臣に顔を向けて口を開く。

「無理でなければ、私のことは苗字フアミリーネームではなく、名前フアーストネームで呼んでいただけないでしょうか……？」

「ファーストネームって……『ヴィリアーズ』じゃなくて『ユイ』ってことか？」

「はい、そうです……」

　控え目な上目遣いを夏臣に向けながら、ユイがはっきりと首を縦に動かす。

「日本では親しい間柄でないと名前で呼ぶことはしないとは存じているのですが……でも、家の名前で呼ばれるのは、やっぱり好きになれなくて」

　俯うつむいたまま小さな手を握って、かすかに唇の端を嚙かむ。

「クラスの方などは家名でも構わないのですが……でも片桐さんには、名前で呼んでいただけたら嬉うれしいなと思いまして……」

　複雑な気持ちで濁ってしまいそうな表情をごまかすような苦笑を浮かべた。

　その薄い微ほほ笑えみを見て、ユイの気丈さに胸の奥がぐっと締め付けられる。

（……ヴィリアーズは、本当に強いよな）

　何でもないことみたいに話してくれたけど、そんな過去がつらくないわけがない。

　それが名前を呼ばれる度にちらつくのはどれだけストレスになるか、この感情を抑えた笑い顔を見れば十分に察せる。

　親密な距離とか、友達だからとか、そんな軽い意味じゃなくて。ユイが心を開こうと思う相手にそんな家名で呼ばれたいはずがない。

　夏臣もんんっとのどを鳴らして、気恥ずかしい気持ちをそっと払う。

「わかったよ、その……ユイ。これからは名前で呼ばせてもらう」

「はい、ありがとうございます。嬉うれしいです」

　安心したように口元を緩ませるユイを見て、夏臣も照れをごまかすように笑い返す。

「だったら俺にも苗みよう字じに『さん』付けは止めて欲しいな。俺だけ名前で呼び捨てっていうのもしっくり来ないし」

「と、なると……『片桐』、ですか？　何かそれも合ってないような……」

「確かに、ヴィ……ユイに『片桐』って呼ばれるのは物もの凄すごい違和感あるな……」

　ユイのことを『クーデレラ』なんて言って喜んでるクラスの男連中は喜びそうな響きがあるが、俺がユイに求めてるのは対等な友人らしさであって、そういうことじゃない。

「それなら俺も名前で良いいよ。外国ならお互いに名前呼びも珍しくないだろ」

「あ、いえ、私の家のようなところでは、家名で呼ぶことが常ですけども……」

　ユイが頰を赤らめながら視線を逸そらして口ごもる。

「……その、男性を名前で呼ぶということは経験がないので、何か少し恥ずかしいですね」

「俺だって女子を名前呼びするなんて初めてだし、お互い様だろそこは」

「そ、そうですよね、私からお願いしたことですから……」

　大きく深呼吸をしながらユイが何度か小さく首を縦に動かすと、んんと喉を鳴らして夏臣に顔を上げる。

「……な、夏臣…………さん」

「さん？」

「な……夏、臣　？」

「いや、疑問形で聞かれても」

「な、夏臣……」

「もうちょい可か愛わいい感じだと？」

「……あの、私は真面目にやってるんですけれども」

「すまん、何か面白くなっちゃって」

　ジト目を送ってくるユイに素直に謝ると、夏臣とユイから同時に笑い声がこぼれる。

　もうすっかりぬるくなってしまった紅茶に口を付けて、二人して同じように長い息を吐き出してもう一度顔を上げる。

「これからよろしくな、ユイ」

「はい。こちらこそよろしくお願いします、夏臣さん」

「結局『さん』付けか？」

「この呼び方が一番収まりが良いいかなと思いました。ダメでしょうか？」

「いいや。全然ダメじゃないからそれで頼む」

　確かに呼び捨てよりも『さん』付けの方がユイらしい気がする。

　今の二人にはそれで十分だと思って、夏臣もそれ以上は続けずに頷うなずいて応えた。

「じゃあ一緒にその言葉遣いも止めるか？　友達なんだし」

「あ、でもこれは私の癖のようなものなので……」

　そこまで言いかけたユイが思いとどまってその先を吞み込む。

「そ、そうですよね……友達、ですし……あ、いえ、そうね？　友達だから……？　あれ？」

　もごもごと言葉を選びながらユイが首を傾かしげてハテナを浮かべる。

　その小動物的な可か愛わいいらしさに思わず堪え切れなくなった夏臣が笑い声を漏らしてしまった。

「し、仕方ないじゃないですか……こういう言葉遣いで慣れてしまったんですから……」

　頰を赤くしたユイがむっとした視線を送ってくる。

　そんな顔も愛あい嬌きようがあって余計に可か愛わいらしいとは思いつつも、あまりからかうのもかわいそうなので緩んでしまいそうな口元を何とか我慢した。

「まぁ無理せずに出来る範囲から、だな」

「はい、その辺りは徐々にということでお願いします」

　二人してまだ慣れない距離感に照れ笑い合いながら、夏臣がマグカップをユイに持ち上げて見せる。

　ユイもその意図を酌くみ取とって小さな手でそっとマグカップを持ち上げた。

「改めて。これからよろしく頼むな、ユイ」

「私も改めて。これからもよろしくお願いします、夏臣さん」

　お互いに持ち上げたマグカップをこつんと当てて、またどちらともなく笑い声がこぼれた。

　こうして俺とユイは、お隣さんで、クラスメイトで、同じバイトの仲間で、さらに晩御飯の時間を一緒にする関係の友達になった。

（明日の晩飯は何を作るかな）

　少し気が早くそんなことを考えながら、頰を赤くしながら紅茶を口に含む友人に、好きな食べ物を聞くところから始めてみようと思う夏臣だった。
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　翌日の晩御飯時。

　インターホンが鳴って玄関を開けると、約束通りにユイが夏な臣おみの部屋を訪れた。

「おじゃましま……あ、おじゃまする？　いえ、おじゃまさせる？　あれ？」

「良いいから早く入って来いってば」

　ユイオリジナルのおじゃま三段活用を呟つぶやきながら、玄関で首を傾かしげているユイを部屋の中へと招き入れる。

　ユイは薄手のセーターにスカートという私服姿で、いつもは制服姿しか見ないのでかなり新鮮に夏臣の目に映る。

　携帯電話を買いに付き合った時も思っていたが、ユイはクール美人な顔立ちなので清せい楚そ系の女の子らしい服装がよく似合っている。

「すみません、洗濯機を回してから来たので少し遅くなってしまいました」

「いいよそのくらい。何なら携帯にメッセージでもくれればいいのに」

「いえ、夏臣さんの生しよ姜うが焼きを楽しみにしてましたから」

　小さな手をぐっと握って頷うなずく。

　学校帰りに寄ったスーパーでユイにメッセージを打った時のこと。

『晩飯なんだけど、豚肉が安いから生しよ姜うが焼きでいいか？』

『はい』

　その後、念のために少し待ってみたりしたが、その短いやり取りだけで終わったので、いまいち反応がわからなかったが、割と楽しみにしていてくれたとのことで胸を撫なで下おろす。

　晩御飯を一緒に食べる約束をした一日目なので、何か気合を入れて作ろうかとも思ったけど、それはそれで費用面も手間も本末転倒になってしまうので、迷った末に普段通りの献立にすることにした。

　ユイがちょこんと隣に立って夏臣の手元を覗のぞき込こむ。

「私にも何か手伝えることはありますか？」

「じゃあ横に添えるキャベツを千切りにしてもらえるか？」

「包丁……ですか。いきなり大冒険ですね……」

　ユイが緊張した面持ちで息を吞のむのを見て、これはヤバいやつだと気付いて止める。

「じゃあ後で洗い物手伝ってもらうから、今は適当にくつろいでてくれ」

「役に立たなくてごめんなさい……お片付けは頑張りますので」

「その辺は徐々に覚えてってくれればいいよ」

　申し訳なさそうに肩を丸めてしぼむユイにそう声をかける。

　クーデレラと称されているお姫様は、俺の前ではこんな素直な反応を見せてくれるのがとても微ほほ笑えましい。

　外で気を張ってる時のユイは感情の揺らぎが薄くてリアクションも小さいのでクールな性格に見えてしまうけども、実はとても感受性が豊かで感情表現が素直だと夏臣は思う。

　夏臣を友達と言うほどに距離が近くなったからこそユイが見せてくれる一面なのかもしれないが、それならそれで特別感が素直に嬉うれしく思える。

「おし。もうすぐごはんが炊けるから生しよ姜うが焼きを作り始めますか」

　炊飯器のタイマーが十分を切ったところで、夏臣がエプロンを首からかけて背中で結ぶ。

　するとその様子をユイが興味深そうにじっと見つめていた。

「……えっと、どうした？　待てそうにないか？」

「あ、す、すみません……いえ、そうではなくてですね……」

　はっと我に返ったユイが顔の前で小さな両手をちょこちょこと振った。

　それから少し恥ずかしそうに頰を赤らめて左右の指先をいじいじともてあそぶ。

「その、エプロンがお似合いだなと思いまして……」

　そう言われて夏臣が自分のエプロンを見下ろす。

　一年使い込んだのもあってくたびれたエプロンには、慣れない料理に悪戦苦闘した日々の落ちない染しみや汚れも付いていて、自分ではどう見てもしょぼくれた姿にしか見えない。

「そんなに似合ってるかな」

「とってもお似合いだと思います、少なくとも私は……」

「お、おう……そりゃあ、ありがとう……なのかな」

　ユイが妙に照れているので、夏臣も何となくこそばゆくなりながら首を傾かしげる。

　良いいと思うものには人それぞれの基準があるし、褒められてるならまぁいっかと思って深追いせずに流すことにした。

「片ぎ……夏臣さんが料理するところ、見ていてもいいですか？」

「それは構わないけど、面白いもんじゃないぞたぶん」

「いえ、後学のためにも勉強になりますから」

　後学ってまた大おお袈げ裟さなと思いつつも、キッチンに備え付けにしている丸椅子を置いてあげるとユイが素直にちょこんと座って真剣な眼まな差ざしを送り始めた。

　じーっと見られることに若干のやりずらさを感じつつも、冷蔵庫から豚肉と醬しよう油ゆ、みりん、砂糖、生ショウガ、生ニンニク。それに小麦粉とサラダ油を取り出して並べていく。

「生しよ姜うが焼きを作るのに、調味料だけでもこんなに必要なのですね」

「見慣れないとそう思うかもな。でも決まったものを使うだけだし、慣れるとそうでもないんだよ。一度買えば結構長く使えるし、何より手間かけた方が美う味まくなるしな」

「そうなのですね、勉強になります」

　やや前のめりになってユイがふんふんと頷うなずいてくれる。

　もちろんインスタント調味料の方が安くて楽な場合もあるし、買って失敗したものや全然使わないものもあるが、そこらへんもまた慣れと経験。

　生しよ姜うが焼きはもう何度も作り慣れている料理なので、目分量で調味料たちを混ぜ合わせてタレが完成。生ニンニクと生ショウガをすりおろすと風味と味わいが段違いに変わるので、そこが夏臣のこだわりだ。

　タマネギの皮を剝むいて薄切りに、豚肉の筋に切り込みを入れて小麦粉を軽く振るえば準備万端。フライパンに油を引いてコンロの火を点つけ、手早くキャベツを千切りにして水にさらす。

「わ……夏臣さんの手て際ぎわ、本当にすごいですね。もう美お味いしそうです」

「まだ匂いすらしてないだろ」

「いえ、すでに目が美お味いしいと言いますか……」

「見てるだけで腹いっぱいになったら困っちまうな」

「本物のお腹なかは減る一方なのでご心配なく」

　夏臣がふざけて返事をすると、意外なことにユイも小さく笑いながら乗ってくれて、そんな軽口のやり取りが距離感が縮まったようで嬉うれしくなる。

　ユイの視線の邪魔にならないように、腕の位置を変えたりして調理工程が見やすくしてあげると、素直に感心の声を漏らして喜んでくれているのが可か愛わいらしい。

「よし、仕込み終わり。焼き始めたらすぐ出来るからな」

「はい、とてもとても楽しみです」

　瞳を細めて微ほほ笑えみながら、わずかに声を弾ませてユイが口元を緩める。

　可か愛わいらしい小動物みたいなユイを横目で見ながら、熱々のフライパンに豚肉を投入してジュワッと耳まで美お味いしくなる音を立てて仕上げに入った。




「はいよ、おまちどうさん」

　ローテーブルの真ん中に出来立ての生しよ姜うが焼きを大皿で置く。

　その周りには余り野菜の入った味み噌そ汁しると炊き立ての白米。冷蔵庫で冷やしてあった麦茶をそれぞれのコップに注ぐ。

「はい、お待ちどうさん。じゃあ召し上がれ……って」

　ユイが頰に手を当てながら真剣な顔でじっと夏臣を見ていた。

　その真面目な空気感に夏臣が眉をひそめる。

「……どうかしたのか？」

「いえ、甲か斐い甲が斐いしいお嫁さんをもらうというのは、こういう感覚なのでしょうかと考えてただけです」

　予想外にしょうもないことを真剣に考えていて夏臣から笑みが漏れる。

「おまえがもらうのは婿だろ」

「確かにそうですね。では、甲か斐い甲が斐いしいお婿さんをもらうというのは」

「良いいから冷めない内に食べてくれ」

「そうですね、ありがたくいただきます」

　以前と同じように夏臣を真ま似ねして、ユイも手を合わせながら会え釈しやくをする。

　それからテーブルの上をきょろきょろと見渡して数秒の後、メインの生しよ姜うが焼きに箸を伸ばして小さな口へと上品に運ぶ。

　もぐ、もぐと数度口を動かすと薄青色の瞳が丸くなる。

「……すごく、美お味いしいです」

　目を丸くしたまま小さな口を一生懸命に動かして、また生しよ姜うが焼きへ箸を伸ばして二口目を頰張ると、今度は眉を下げて幸せそうに瞳を細めてこくこくと頷うなずいた。

　少し焦がし焼いたタレは香ばしく、丁寧に筋切りをした豚肉は柔らかくジューシーで、付け合わせのキャベツともごはんとも相性が抜群。何度も作ってる夏臣も満足の出来だった。

「お味み噌そ汁しるもごはんの炊き具合もすごく上手で……はぁ、美お味いしい……」

　上品な箸使いでおかずとごはんを次々に口へと運んでは、「んんっ」と満足そうに声を漏らして微ほほ笑えんでくれる。

　友人としての距離感になったからか、以前よりももっと幸せそうに食べてくれる姿を見て、夏臣も一安心しながら箸を動かしていく。

　はむはむと小動物のように一生懸命に口を動かしては幸せそうに溜ため息いきを吐くユイを微ほほ笑えましく眺めていると、夏臣の視線に気付いたユイの頰が赤く染まる。

「……すみません、あまりに美お味いしくて夢中になってました」

「ユイが幸せそうに食べてくれるのが嬉うれしいって言ったろ。謝るなってば」

「夏臣さんのごはんが美お味いしいので、勝手にそうなってしまうだけなのですが……」

　恥ずかしそうに俯うつむきながらも、生しよ姜うが焼きのタレを絡からめたキャベツを口に運んで、また幸せそうに表情を綻ばせた。

　その幸せそうな笑顔を見ていると、俺の料理なんかで幸せそうに笑ってくれるなら、もっと笑ってもらいたくなるし、ユイが変わりたいと思っているならその手助けが出来ればいいと素直に思える。

「ま、焦あせらず少しずつだな」

　そんな言葉と一緒に夏臣から自然に笑みがこぼれると、ユイがもぐもぐと口を動かしながら首を傾かしげる。

「何がですか？」

「ユイにもっと美う味まいもんを腹いっぱい食わせてやりたいなって話だ」

「もっと美お味いしいものを、おなかいっぱいに……？」

　ユイが少し考え込んでから、何かに気付いたように真剣に夏臣を見る。

「私を太らせたいということですか？」

「ユイの冗談は分かりづらいんだよなぁ」

「別に冗談のつもりで言ったわけではないのですが……」

　いじけるように呟つぶやきながらユイが残念そうにへこむ。

　そんな表情のギャップもまた可か愛わいらしく見えて微ほほ笑えましい。

「まぁいいから食べてくれ。せっかくだから温かい内に」

「はい、もちろんです。いただきます」

　夏臣に促されて箸を伸ばすと、生しよ姜うが焼きを口に含んでやっぱり幸せそうに瞳を細めてくれる。

（こんな笑顔をもっと見せてもらえるように、今後も頑張るかな）

　普段よりも美お味いしく感じる晩御飯を、ユイと一緒に残さず平らげていった。




「ごちそうさまでした。とても美お味いしかったです」

「こちらこそ、お粗末様でした」

　食後の片づけを終えて、テーブルで温かい緑茶を二人ですする。

　二人いると片付けが予想以上に効率的で、一人の時の半分以下の時間で終わってしまった。

　予想以上に大きなメリットに夏臣も満足げにお茶を傾ける。

「それじゃ、さっき片づけながら話したルールをまとめるか」

　携帯のメモ帳を起動してテーブルの上に置くと、ユイも身体からだを乗り出して画面を覗のぞき込こむ。

　朝と昼は別々で夜は休日も基本的には一緒に食べる、食費は折半で、準備や片付けは適時手伝う、作り置きや余り物、想定外のことはその都度ちゃんと話し合う、などなど。

　ユイの希望で、ある程度明確にルールを決めておきたいとのことで決めたけども、今後どんなことがあるかわからないので、細かくはその時その時に話そうという感じの緩いルールにしておいた。

　それをメッセージアプリに張り付けてユイのスマホにも転送する。

「これ以外にも私が出来ることがあれば遠慮なく言って下さいね。今はまだ大したことは出来ないですが、頑張りますので」

「じゃあ俺がメシ作ってる隣で可か愛わいく応援してくれるとか」

「……夏臣さんが本気で言っているのでしたらば、考えはしますけども」

　底冷えするような声と冷め切った視線が夏臣に突き刺さる。

「いやマジごめん。冗談だからそんな顔しないでくれ、ほんとに」

「くす。ちゃんと分かってますから大丈夫ですよ」

　ユイが小さく笑って、逆に冗談で返されたことに気付いた夏臣が驚く。

「夏臣さんが私を『女だから』という目で見てないことくらい、分かっているつもりですから」

「そいつはずいぶんと信用されてるな」

「そうでなかったら友達になってほしいなんて思わないですし」

　くすくすと冗談めかすように可か愛わいらしい微ほほ笑えみを夏臣に向ける。

　肩の力が抜けた自然な笑顔を見せてくれるユイに、夏臣も照れ臭くなって鼻の頭を搔かきながら緩んでしまう口元をごまかす。

「夏臣さんの前だと、不思議とすごく楽にいられます。もう散々にカッコ悪い所を見られているからでしょうか」

「楽にいられるなら何よりだ。これからは毎日顔を合わせるわけだし」

「くす。そうですね、これからは毎日お世話になりますし」

　明日も、明後日あさつても、明々後日しあさつても。これから毎晩ユイと一緒に晩御飯を食べる。

　自分でも驚くようなことになったとは思うけども、こんな時間を過ごせるなら悪くないと思うどころか、楽しみに思っているのが今の夏臣の素直な気持ちだった。

「……あの、夏臣さん」

　その声に呼ばれて夏臣が顔を上げると、ユイが顔を赤らめながら胸の前で両手をぎゅっと握って夏臣に上目遣いを向けている。

　何かを言いづらそうにしている雰囲気に、夏臣が姿勢を正してユイに向き合った。

「どうした？」

「いえ、その……ですね？　冗談だとは理解してますけど……」

　唇をきゅっと強く結びながら、意を決するように頷うなずいて夏臣を見る。

「夏臣さんが本当にしてほしいなら……少しくらいなら、応援しますから。可か愛わいく出来るかどうかは、わかりませんけれど……」

　長い髪の隙間から出た両耳まで真っ赤に染めながら、真剣な眼まな差ざしで夏臣に向かってユイがそんなことを口にした。

「…………は？」

　一瞬、何を言ってるのか理解出来ず、眉をひそめた夏臣が数秒ほど固まる。

　真っ赤な顔を逸そらさずに青い瞳を揺らしながら、恥ずかしさに折れそうになる心を押し留とどめるようにユイが背筋を伸ばして真剣な眼まな差ざしで夏臣を見つめている。

　静寂に包まれた部屋の中、夏臣がぱちぱちと目を瞬まばたかせて、ようやくさっきの冗談の返答だということに気付いて首を傾かしげた。

「なに言ってんだ？」

「だ、だから、その……！　私の覚悟とか、気持ちの話です……！　夏臣さんのこと、そのくらいは信頼してるって伝えたくて……！」

　ユイがあたふたとしながら、絞り出すような声で必死に訴える。

　その覚悟があまりに斜め上過ぎて、一瞬呆あつ気けに取とられていた夏臣が堪えきれず笑い声を上げてしまった。

「べ、別に私は冗談で言ったわけではなくてですね……!?」

「悪い悪い、分かってるから大丈夫だって」

　夏臣がまだ嚙かみ殺ころし切れない笑い声を漏らしながら、必死なユイをなだめるように感謝の言葉を繰り返すと、ユイが眉を下げて大きな大きな溜ため息いきを吐き出す。

「はぁ……言わなければ良かったです……もう……」

　まだ頰を赤くしたまま、いじけるようにユイが唇を尖とがらせる。

　真面目にそんなことを言ってしまうユイも、ムクれてるユイも可か愛わいらしくて、まだ笑ってしまいそうになる自分を抑えるために「んん」と喉を鳴らして夏臣がごまかす。

「そんな失礼なことは頼まないけど、その気持ちはありがたくもらっておくよ。ありがとうな、ユイ」

「はい、ちゃんと伝わっているなら大丈夫です」

　夏臣が感謝の言葉を伝えると、深窓のお姫様クーデレラがまだ少し頰を赤く染めながら微ほほ笑えんで頷うなずいてくれていた。
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　朝。夏な臣おみが教室に入って自分の席へ着くと、隣にはすでにユイが席についていた。

「よう、おはよ」

「おはようございます、片かた桐ぎりさん」

　夏臣が挨拶をすると、ユイがいじっていた携帯から顔を上げて素っ気ない返事をする。そしてすぐに冷ややかな視線を手元の携帯へ戻した。

　その短いやり取りを見ていた慶けいが感慨深そうに夏臣の肩を叩たたいた。

「ヴィリアーズ嬢が挨拶を返してくれるようになったなんて大進歩だなぁ」

「挨拶されたら無視はしないだろ、普通」

「無視とは言わないまでも、無下な雰囲気とかあるだろ？　そういう感じがなくなっただけでも大進歩だ」

　けらけらと笑いながら慶がポンポンと夏臣の肩を叩たたいた。

　確かに慶の言う通り、最近のユイは最初の頃のような張り詰めた感じがなくなった。

　誰かれ構わず仲良くお喋しやべりという感じではないが、いつの間にか女子グループの輪には入っているし、昼休みなんかも女友達と一緒に購買パンを食べていたりする。

　夏臣から見ればまだぎこちない部分はあるが、最初のクーデレラっぷりからしたら大分クラスに溶け込んでいるように見えた。

「夏臣ももう少し愛あい想そ良くしたらどうだ。隣の席だし一応はまだ面倒見係だろ」

「ヴィリアーズが困ってないなら面倒見係の出番はないって言ったろーが」

　慶から顔を逸そらしてそう答えると、隣のユイの横顔が目に入って目が合う。

　すると夏臣から顔を逸そらすように、ユイがふいっと冷たい様子で夏臣と逆側の窓へと顔を向けた。

　と言うのも、昨日の晩のこと。

「外では以前と同じ距離感で？　呼び方も前と変えずに……ですか？」

　夕食後のお茶を飲んでいたユイが夏臣の提案に眉をひそめた。

「ユイが毎晩うちに来て二人で晩飯を食べてるなんて知れたら、絶対にろくな話にならないからな」

　視線を天井に向けながら夏臣が鼻の頭を搔かきながら答える。

　年頃の男女が集まる学校においてはそんな話は格好のゴシップになる。

　そして尾ひれに背びれ、胸びれまでついてとんでもない話になるのは間違いないし、噂うわさ話ばなしのこじれ方によっては特待生やら留学生やらの問題にまで発展しかねない可能性がある。

　別にやましいことも不純異性交遊的なことも何一つないが、面倒ごとになるくらいなら黙っている方が賢明だという夏臣の判断だった。

「そんなこと誰にも言わなければ良いだけじゃないですか？」

「それはそうだけど、仲が良いいってだけで面倒な噂うわさが立ったら困るだろ」

「面倒な噂うわさ？」

「付き合ってるとかそういう類いの」

「あぁ……そういうことですね」

　眉をひそめていたユイの目がふっと冷めて視線を下に向ける。

「俺は他人の目なんか気にならないし、自分で決めたことには胸を張れるけど……でも、ユイがイギリスで味わってたような後ろ指とか窮屈さは味わわせたくないからな」

　夏臣がそう言い切ると、一瞬驚いたユイがすぐに自嘲するような苦笑いを浮かべた。

「……そうですね、あまり良いい思い出ではないです」

　学校っていう狭いコミュニティで色眼鏡で見られる不快感や、あらぬ噂うわさを陰で囃はやし立たてられる面倒臭さ。

　夏臣も去年に一人暮らしをしているというだけで目立っていたこともあったりしたので、そういう視線のうざったさは多少なりとも分かっているつもりだった。

　ただでさえユイは美人留学生で目立っていて、本人が望む望まないに関わらず注目を集めてしまう。

　だから家を出なければならないほどに苦しんだユイに、そういう人の陰気で同じことを味わわせたくはない。

　それならば夏臣とユイの関係は隠した方が良いいという判断での提案だった。

「……夏臣さんが仰おつしやってることも、私のことを気遣って下さっているのもよくわかります……でも、それは」

　俯うつむいているユイの小さな手がぎゅっと握られる。

　何かを堪えるような、困ったような微ほほ笑えみを浮かべながら、ユイの飲み込み切れなかった言葉がこぼれるように、

「……夏臣さんの優しさに胸を張れないようで、苦しいですね」

　とても寂しそうな声で、そう呟つぶやいた。




「なあ慶はさ。例え良いいことであっても、わざわざ人に言わなくて良いことってあると思うか？」

　昼休みの学食。夏臣がぼやくように慶にそう尋ねた。

　慶が蕎そ麦ばを口に入れようとしたポーズのまま固まって、目を丸くしながら夏臣を見た。

「おいおい何だよ突然。オレに秘密で彼女でも出来たのか？」

「そんなんじゃねーって。バイト先で請けた相談だ、相談」

　野次馬心を刺激された慶が身を乗り出してくるので、こんなこともあろうかと用意してあった返事で受け流した。

　慶がニヤニヤとした視線で返事をしつつ、蕎そ麦ばをすすりながら夏臣の質問を真面目に考え込む。

「まぁ知っての通りオレの場合は、家業の都合でワケありの人たちが周りに多いからな。人付き合いはそういうもんだと思ってるよ」

「夜の仕事ってやっぱりそんな感じの人が多いもんなのか」

「普通の人もたくさんいるけど、普通じゃない人もたくさんいるな。ま、そもそも普通って何だって話だけどさ」

　そんなことは大した話でもないと言うように慶が鼻を鳴らして笑う。

「他人が言いたくないことに首突っ込むのは野暮ってもんだろ。夏臣を気に入ってるのは、そういう距離感がオレと合うからってのもあるしなあ」

　慶がけらけらと笑うのに釣られて夏臣も苦笑が漏れる。

　慶は昔から家の手伝いをしてるからか、同年代の連中よりも余裕があって大人な考え方をする。

　無理に他人に踏み込まない適度な距離感を大事にしているので、チャラいキャラ作りも雰囲気もあえてやってるのことを夏臣は知っているし、さり気なく周りへの気配りをとても大事にしているのが好きで妙に馬が合った。

　自分が慶ほど大人だとは到底思えないが、慶にそう言われると悪い気はしない。

「ま、結局はその話を黙ってることで、本当に大事なものが守れるのかどうかってことじゃないか？」

　慶がそう結論付けながら、肩を竦すくめて続けて蕎そ麦ばをすする。

「本当に大事なもの……か」

　夏臣が慶の言葉を反はん芻すうするように呟つぶやく。

　俺にとって一番大事に思ってることは、ユイが前みたいに窮屈な思いをしないで笑っていられること。

　ユイは俺に申し訳ないと言ってくれてたけども、そもそも他人に良く思われたくてユイにお節介を焼いたわけじゃないし、それを他の人に知ってもらいたいとも思わない。

　だからそんなことよりもユイが日本に来てまで窮屈な生活をしてほしくない。

（……でもそれなら、ユイが一番大事に想おもってることは？）

　慶の言葉でその疑問に行きついて、昨日聞いたユイの寂しそうな声が頭を過ぎった。

　昨日からスッキリしなかった自分なりの答えが少しずつ輪郭を帯びて、夏臣がユイに伝えるべきことが少しだけ見えたような気がして顔を上げる。

「サンキュー慶。やっぱり慶は大人だな」

「こんな程度でオトナなら苦労しないって。じゃあお礼はオトナらしく牛乳プリンでいいぞ」

「了解した。じゃあ後で奢おごるよ」

　ひょうひょうとしながらも的確なアドバイスをくれる友人に感謝しつつ夏臣がそう答えると、慶が夏臣に身体からだを乗り出して悪いた戯ずらげに目を細めた。

「で、夏臣のカノジョなのか？　ついに？」

「そういう踏み込まない距離感が気に入ってるんじゃなかったのか？」

「わざわざ詮索はしないけど、チラ見せだけして隠すのはタチ悪いだろー」

「いやまぁ、そう言われると……」

　慶の言う通り、アドバイスをもらうだけもらって内容は秘密というのも悪いなと思って口ごもってしまう。

　でも夏臣の方からユイに関係を隠す提案をしておいて、自分の方が先に破るのはさすがに無いなという板挟みで夏臣が顔をしかめる。

「冗談、冗談。ちょっとした意地悪だから気にするなって。まぁ話せる時が来たら話してくれよ。俺だって夏臣にも言ってないことなんかいくらでもあるしな？」

　本気で困っている夏臣を見て、爽やかなイケメンスマイルで慶が片目を閉じて見せた。

　わざとそんなことを言って空気を緩めてくれたのが分かった夏臣の口元に笑みが浮かぶ。

「ほんっと、慶は良いい奴やつだな」

「ああ、そう言ってもらえるのが何よりの喜びだからな」

　冗談混じりに慶がけらけらと声を上げて笑った。

　俺も慶のそういう部分を見習っていこうと思いながら、大事な友人からもらったアドバイスをしっかりと胸の中に留とどめたのだった。
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　そして放課後。

　学校から駅を挟んで逆側にある川沿いのベンチに向かうと、先に到着していたユイが座ってスマートフォンを操作していた。

「悪い、待たせちまったな」

　足早に近づく夏臣に気が付くと、ユイが持っていた携帯をブレザーのポケットに携帯をしまって立ち上がる。

「いえ、私も先ほど到着したばかりですので大丈夫です」

「じゃあ行くか。付いて来てくれ」

　ユイが夏臣に小さく頷うなずいて二人で肩を並べて歩き始める。

　クラスメイトたちの目に付かないよう学校から離れた場所を待ち合わせにして、そのまま十五分ほど歩くと、地元では『馬車道』と呼ばれる昔ながらの商店街に出る。

　道が煉れん瓦がで舗装されたり街路灯にガス灯が使用されていたりと観光にも案内される場所で、大昔は人を乗せた馬車が往来していたことから馬車道と呼ばれていたらしいが、今はテナントの入ったビルが立ち並ぶ長い商店街になっている。

「悪いな、急に呼び出して」

「いえ、予定は特にないので大丈夫ですけども、どこに向かっているのですか？」

「姉さんからこないだのドタキャンの謝罪に割引券もらってな」

「ドタキャンの謝罪、ですか？」

　ハテナを浮かべて首をかしげるユイと一緒に馬車道を歩いて行くと、目的の店が入っている年季の入った建物が見えて来る。

　その入り口には『Toffee』と書かれた看板がかかっていて、趣のある木の扉を夏臣がゆっくりと押し開いた。

「わ……すごく、いい匂い……」

　レトロな情緒溢あふれる店内を見回しながら、店内を満たしている上品な紅茶の香りにユイがくんくんと鼻を鳴らす。

　壁かべ際ぎわにある棚には何十種類もの袋詰めされた紅茶葉が並べられていて、レジカウンターの下にある冷蔵のショーケースにはケーキやスコーン、クッキーなど、紅茶に合わせて選べる手作りのお菓子が並んでいる。

「ここは……紅茶屋さん、ですか？」

　案内されて席に着いたユイが瞳の奥を輝かせながら店内を見渡して呟つぶやく。

「ああ、ここら辺で美お味いしいって評判の紅茶の専門店だ。一人じゃなかなか来る機会もなかったし、姉さんから割引クーポンももらったし、せっかくならと思って」

　二十人分ほどの座席がある店内は夕方という時間の割には埋まっていて、人気店というのも頷うなずけるような雰囲気。

　夏臣がそう説明しながら、テーブルに備え付けのメニューをユイの前に広げて見せる。

「付き合ってもらったお礼に好きなもの頼んでくれ」

「お礼って……むしろ私の方が普段からお世話になりっぱなしなのですけど……」

「それはお互い様だって言ったろ。いいからほら、せっかく来たんだから変な遠慮せずに好きなもの注文してくれ」

　やや強引にメニューを押し付けると、困惑しつつもユイが目を輝かせながらメニューを真剣に覗のぞき込こむ。

　夏臣も逆から覗のぞき込こんでみるが、聞いたこともないようなオシャレな横文字が並んでいて、サンプルの写真を見てもどんな味がするのかイマイチわからない。

　ただどれも高級感のある写真の割にはリーズナブルな値段で、店内の雰囲気もプラスして料理好きとしてはテンションが上がってくるお店だった。

「じゃあ……その、こちらで」

　眉を寄せてメニューを行ったり来たりしながら必死に悩み抜いたユイが、おずおずとこのお店のおすすめオリジナルメニューを指さす。

「ワタラッパン……って何だ？」

「私も初めて見たのですが、こちらのお店のオススメと書いてありますし、写真も美お味いしそうでしたので」

　メニューにある写真ではソーサーの上にカップケーキみたいなものが写っていて、その上には大きく『おすすめ』の文字が付いている。確かにどうやらこの店の名物のようだ。

「じゃあ俺はこの自家製アップルパイにしようかな」

　夏臣たちがメニューを片づけると、それを見計らった女性の店員が注文を取りに来てくれたので、飲み物にはおすすめのハーブティーをポットで注文する。

　注文を取り終えた店員が奥へと下がるのを見送るとユイがそわそわとしながら店内を見渡していた。その表情には抑えきれないわくわく感が滲にじみ出している。

　さっきまでの戸惑い気味な表情は鳴りを潜めて、今は紅茶棚やキッチンに興きよう味み津しん々しんな視線を向けたり、ほのかに香る紅茶の香りに鼻を鳴らしたりと楽しみにしてる姿が可か愛わいらしい。

　それからユイが思い立ったように携帯を取り出して、スイスイと指先を滑らせてから小さく頷うなずいた。

「ワタラッパンというのは、スリランカのプリンと呼ばれているもののようです」

「じゃあ大枠はプリンってことなんだな。好きか？」

「はい、とても楽しみです」

　唇を引き結んで興奮気味に頷うなずくユイに、夏臣も口元を緩めて頷うなずき返す。

　最初は「たっぷって何ですか？」と言っていたユイだが、今ではもうすっかり携帯で調べ物も手慣れたものだった。

　最初はカタコトのようだったメッセージも、今ではクラスの女子に教えてもらった絵文字まで交じって来ることもある。

　さすがは現役女子高生の適応力だなと夏臣が感慨深く思っている内に、トレーを持った店員がテーブルへとやって来た。

「わぁ……すごい素敵……！」

　瞳をキラキラさせながらユイが驚嘆の溜ため息いきを漏らした。

　テーブルの上には精巧なデザインのポットと、それに合わせたティーカップがふたつ。

　そこに注がれる透き通った琥こ珀はく色のハーブティーからは甘い匂いが立ち込めて、その中にほのかにすっきりとしたミントが香っている。

　この店一推しのワタラッパンスリランカのプリンは鉄製のカップに入っていて、その上にはバニラアイスとシロップがたっぷり掛かっていた。

　俺の前に置かれたアップルパイは焼き立てなのか微かすかに湯気立っており、その上にもバニラアイスが惜しげも無く載っていて、溶け出しているアイスがとても目をそそってくる。

「記念に携帯で写真でも撮っとくか？　せっかくだし」

「そうですね、ぜひ」

　ユイがスムーズにカメラアプリを起動すると、画面を覗のぞき込こみながら「えい」とシャッターボタンを押した。

　カシャッという音と共にテーブル越しの夏臣が切り取られる。

「いや、俺撮ってどうすんだよ」

「えっ？　記念写真って……もしかして、テーブルの上ですか？」

「いやまぁ、今の話の流れはそうじゃないか？」

「す、すみません……あまり、こういうことに慣れてなくて……」

　ユイが恥ずかしそうに顔を赤く染めながら、再度カメラを構えてテーブルの上を撮影する。

　それから撮れた画像を確認して満足げに頷うなずくと、さっき間違えて撮影した夏臣の写真を見ながら真剣に考え込む。

「あの……これって、消さないとだめでしょうか？」

「え？　いや別にだめってことはないけど……何で？」

「いえ、夏臣さんと今日ここに来た記念写真だなと思ったら、消すのも勿もつ体たいないなと思いまして……」

　申し訳なさそうな上目遣いで、ユイがお願いをするように夏臣を覗のぞき込こむ。

　写真はそんなに好きではない夏臣だが、もう撮ってしまったものをわざわざ消させるのも違うかと思って首を捻ひねる。

「ユイが残しときたいって言うなら、俺は別に構わないけど……」

「はい、ではありがたく残させていただきますね」

　ユイが嬉うれしそうに笑っていそいそと携帯をしまう。

　そもそもユイみたいな可か愛わいい子の写真なら目の保養にもなるだろうが、俺の写真などメモリの無駄だとしか思えない。

　今日の記念の一部と言われればまぁ……と納得しておくことにして、テーブルの上に顔を向け直す。

「じゃあ、いただこうか」

「はい、いただきましょう」

　いつものように手を合わせてお互いに頷うなずき合う。

　ユイがスプーンを手に取ると、どこから食べるか迷いながら恐る恐るワタラッパンをすくって口へと運んだ。

「んんっ……！　美味おいし……！」

　口元を隠しながら瞳を丸くすると、すぐににへらと溶けるように目尻を下げて幸せそうに頰に手を添えた。

　カップの中で三層になった甘さ控えめのプリンと、シロップがじゅわっと沁しみ込んだスポンジケーキ。その上のバニラアイスとシロップが口の中で混ざって最高の旨うま味みを引き立たせ合う逸品。

　まさに幸せの味を嚙かみ締しめるようにユイが味わいに味わってから飲み込むと、間髪を入れずにもうひと口スプーンを運んで、また小さく甘い声をくぐもらせる。

「……うわ、うまっ」

　夏臣もアップルパイを口に運ぶと思わず声が出てしまった。

　薄くサクッとしたパイ生地に濃厚なバニラアイスが溶けて、中のまだ熱い林りん檎ご餡あんとカスタードが口の中で絡からむ。

　そこへ仕上げに振りかけられた上白糖とシナモンパウダーの香りと甘味が鼻から抜けて、思わず夏臣でもほうと溜ため息いきを吐き出してしまった。

　そのまま温かく湯気立つハーブティを口に含むと、甘過ぎない軽い口当たりの紅茶がミントの爽やかさと相まって口の中をさっぱりとリセットしてくれて、またナイフとフォークが進んでしまう。

「夏臣さん、ぜひこちらも食べてみて下さい」

「ユイこそ、こっちも食べてみろって」

　お互いの皿を交換してそれぞれがスプーンを口に運ぶと、またしても二人の歓よろこびの声が重なって、同じように舌した鼓つづみを打った。

「これは人気店って言われても納得だなぁ」

「はい、とっても美お味いしくてびっくりしてます」

　珍しく二人ともが前のめりのテンションで感想を言い合う。

　ユイが心の底から楽しそうに微ほほ笑えんでるのを見て、夏臣が満足そうに頷うなずいた。

「ようやく笑ってくれたな」

「……え？　ようやく？」

　夏臣の呟つぶやきにユイが小首を傾かしげる。

「昨日に話をしてから今日もずっと浮かない顔してただろ。だから美う味まいもんでも食べたら笑ってくれるかと思ってさ」

　満足そうに息を吐き出す夏臣を見て、ユイがその言葉の意図を察して困ったような笑みを浮かべた。

「……私を元気付けるために連れて来てくれたのですね」

　自分を気に掛けていてくれたことが嬉うれしい気持ちと、心配させていたことが申し訳ない気持ちでユイが眉を下げて微ほほ笑えみながら肩を丸める。

「昨日は俺の言い方が悪かったなって反省したから仲直りしたくてな。すまなかったな、一方的な提案しちまって」

「いえ、謝られることなんてないです。夏臣さんは私のことを思って提案して下さったことだと理解してますから。私の方こそ、わがままを言ってしまってすみませんでした」

　まだ少し困ったように微ほほ笑えみながらユイが小さく首を振る。

　夏臣がテーブルの上に視線を落としながら、今一度、親友に言われたことを思い出してゆっくりと口を開く。

「俺も考えたんだよ。ユイに取っては何が一番大事なことなんだろうって」

「私にとって、ですか？」

「ああ。ユイに取って、だ」

　ユイの言葉を繰り返しながら青い瞳をしっかりと見て頷うなずく。

　少し照れ臭い気持ちを感じながらも、ユイから目を逸そらさずに向き合う。

「俺はユイが笑って過ごせればいいと思ってるから。だからユイに悲しい顔をさせないことが一番大事なことだなと思ったんだ」

「……はい。私はもう夏臣さんに十二分に色々としていただいてます」

　ユイも少し恥ずかしそうに頰を染めながら、ためらいがちに頷うなずいてくれる。

「だから、ユイが俺の厚意を隠すのが心苦しいって思ってくれるなら……それなら俺のために二人のことを秘密にしてくれないかって」

「夏臣さんのためって……それは、どういうことでしょうか？」

　夏臣の言っていることがわからずにユイが眉を寄せる。

　こほんとのどを鳴らしながら、夏臣が息を吸い込んでもう一度ユイをまっすぐに見る。

「ユイは俺のことを思って引け目を感じてくれるわけだろ？　でも俺はユイが悲しむ顔を見たくないからさ。だったら『俺のために』俺たちのことを周りに隠すなら、少しくらい気が楽になってくれないかなって」

「夏臣さん……」

「まぁ、それも俺のわがままだけど」

　ユイの青い瞳が微かすかに丸くなる。

　俺が一番大事なことは『ユイが笑っていてくれること』に違いはない。

　俺のお節介はユイにだけわかってもらえてればいいし、他人にそれを知ってもらいたいとはこれっぽっちも思わない。

　だから『俺からのお願いなら仕方ない』とユイが納得してくれないかと夏臣が頼み込む。

　それを聞いたユイがくすっと肩を震わせて、両目を細めて優しい笑みを浮かべる。

「それは、ずいぶんと強引なわがままですね」

「ああ、これ以上ないわがままだな」

　二人で同じような困り笑いを向け合う。

　ただユイの表情にはさっきまでの曇りは晴れているように見えた。

「ありがとうございます。やっぱり夏臣さんは優しいですね」

「優しいんじゃなくて、わがままなだけだけどな」

　前にも言われたことに同じ答えを返すと、夏臣とユイの間にくすくすと小さな笑い声がこぼれる。

　ユイがはぁと長い溜ため息いきを吐き出して、夏臣に優しく両目を細めた。

「でも少しだけズルいです。夏臣さんにそんな言い方されたら断れるわけがないじゃないですか」

「そうか、だったら仕方ないな」

「はい。仕方ないので私たちのことは二人だけの秘密にしましょう」

　俺のわがままな屁へ理り屈くつを大事に抱き締めるようにユイが微ほほ笑えんでくれる。

　一緒に温かい湯気をくゆらせるハーブティーを傾けると、じんわりと温まった吐息が漏れて、また二人して同じ笑い声がこぼれた。

「でも美お味いしいものを食べさせれば機嫌が直るだろうって、そんなに単純だと思われていたことは少しショックでした」

　ユイがすねるように唇を尖とがらせてティーカップの縁をなぞりながら呟つぶやく。

「初めて俺の前で笑ったのも、からあげ食べた時だったしな」

「それは、その……夏臣さんの作るごはんが美お味いしいからいけないんです……」

　ユイが痛いところを突かれたように言葉を濁して俯うつむく。

　そのむくれた仕草が可か愛わいらしくて、夏臣も肩を竦すくめて鼻の頭を搔かいた。

「だったらもう、色々と仕方ないな」

「そうですね、色々と仕方ないですね」

「とりあえず、頼んだものをいただきますか」

「はい、いただきましょう」

　そう言ってユイはスプーンを、夏臣はフォークを手に取って皿の上に伸ばす。

　とても甘くて美お味いしいデザートを分け合いながら、穏やかに流れる時間をゆっくりと嚙かみ締しめるように二人でデザートを味わった。




　　　◇　　　◇　　　◇




　そして翌日の朝。

「よう、おはよ」

「おはようございます、片桐さん」

　昨日と同じく先に登校していた隣のユイに夏臣が挨拶をすると、ユイがいじっていた携帯から顔を上げて、短く素っ気ない挨拶を返した。

　そしてすぐにクールな視線を手元の携帯へ戻す。

　その一連のやり取りを見ていた慶が、昨日と同じ様にやれやれと溜ため息いきを吐き出す。

「ほら、夏臣からもう少し何かないのか？　朝メシ何食べたーとかさ」

「そんな話は慶とだってしないだろ。それに俺らはこんな感じで良いいんだよ」

「はあ、夏臣はそういうとこ冷めてるよなあ」

　慶と昨日と同じようなやり取りをしていると、ユイがちらりと隣へ視線を向ける。

　それから夏臣にしかわからない程度の微ほほ笑えみを口元に浮かべると、ユイも昨日と同じ様に夏臣とは逆側の窓の外へと顔を向けたのだった。
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　ヴヴヴヴ、ヴヴヴヴ。

　昼休みが終わりに差し掛かった頃、夏な臣おみの携帯にユイからのメッセージが届いた。

『これ見て下さい』という短いメッセージと一緒に貼ってあったＵＲＬのリンク先をタップすると、『閉店売り尽くし！　全品20％オフ！』の文字が最初に夏臣の目に入る。

「閉店セール？」

　よくよく見ると隣駅にあるスーパーの閉店セールの告知ブログ。そしてすかさずに『放課後に行きましょう』とユイから追記のメッセージが入った。

　その発信者は教室内のやや離れた場所にいる女子グループの中から、デフォルトのクールな表情で携帯をぽちぽちしつつチラッと夏臣の方へ視線を向ける。

『了解した。お得情報サンキュー』と夏臣が返信を打つと、ユイが集めてるアンニュイな猫のドヤ顔スタンプが送られてきた。

　ユイも現役女子高生らしく今ではスタンプまでバッチリ使いこなしている。

（……あの澄ました顔で内心ドヤってるのか）

　夏臣はユイの色々な表情を目まの当あたりにしているのでその違いが分かるが、ユイは本当にお外モードでは感情表現が半分以下になる。

　今もあのクールな顔の下で内心ドヤってるということを自分だけが知っていると思うと、少しだけ優越感のようなものが込み上げたりする。

　こないだの紅茶屋での話以来、学校で連絡を取る時はメッセージアプリを使うようになった。教室内で俺とユイが個人的なやりとりをしてると知ってるやつはいないので、これなら何も問題はないしとても便利だった。さすがは文明の利器。

「夏臣さん。ケータイでカノジョと楽しく会話もいいけど、目の前にいる俺の相手もしてくれよ」

　前の席で慶けいがパック牛乳に刺したストローをずるずると鳴らしながら、不満そうなジト目を送ってくる。

「だから彼女じゃないって何度言えばわかってくれるかな」

「急にケータイいじる回数増えたやつは大体そーだかんなー？」

「ちげーって。妹が最近になって携帯買ってもらったからってやたら連絡してくるんだよ。返信しないとうるさいし」

　こんな時のために夏臣が用意していたカードを即座に切ると、慶が一瞬驚いた顔をした後に「あー」と納得したように頷うなずく。

「あの可か愛わいい妹ちゃんか。じゃあ俺も練習に付き合うよって伝えといてくれよ」

「慶を義弟と呼ぶ日が来るのはゴメンだから断る」

「いやいやそんな下心ないし、夏臣も含めたグループチャットでいいって」

「それを見る俺が嫌だから却下」

　俺の友達と妹が仲良くなられても、逆に険悪になられても気まず過ぎる。

　心の中でスケープゴートにした妹とはぐらかした慶に謝りつつ、ユイと放課後の待ち合わせの場所を決めて携帯をポケットにしまい込んだ。




　　　◇　　　◇　　　◇




「すみません、お待たせしました」

　この前と同じ学校から少し離れた川沿いにあるベンチの前。

　今日は夏臣の方が先に着いていたので、立ち上がって駆け寄って来たユイを出迎える。

「いや全然だ。じゃあ行くとするか」

「はい、行きましょう」

　肩を並べて目的の閉店セールをしているスーパーへと足を踏み出す。

　隣駅とは言っても駅の間隔がさほどないので、散歩がてら歩いて行ける程度の距離。

　今はもう桜は散ってしまっているが、この川沿いは桜並木が有名で景色の良いい散歩道としても利用者が多かったりもするので歩いていても気持ちが良いい。

「ユイも携帯の操作にだいぶ慣れたな。あんな情報もよく見つけたと思うし」

「はい、使ってみるととても便利で驚いてます。今日はクラスの方たちにおすすめの動画をたくさん教えていただきました」

「動画？」

「見ますか？」

　にやりとユイが瞳の奥を輝かせて、すいすいと指先で携帯を操作する。

　そして動画サイトの映った画面を俺に向けると、そこには仔こ猫ねこがただひたすらに戯たわむれる動画が再生されていた。

「はぁ、可か愛わいい……仔こ猫ねこってどうしてこんなに可か愛わいいのでしょうか……」

　ユイがうっとりとした瞳で、ぽーっと画面の中の仔こ猫ねこに見み惚とれている。

「へえ、ユイは猫好きだったのか」

「飼ったことはないのですが、とても好きで憧れがあります。猫ちゃんを思う存分に撫なで回まわすのが夢です」

　小さな手をきゅっと握って熱を込めながらユイが大きく頷うなずいた。

「それが夢と来たかあ」

　確かにペンケースやメモ帳、メッセージアプリのネコスタンプも使ってるくらいだから好きなんだろうとは思っていたけども、あまりにささやかな夢に生なま温ぬるい視線をユイに送った。

「でも私、動物にはあまり好かれないことが多くて……」

「好かれないって、触らせてもらえないとか、逃げられるとか？」

「はい、昔からあまり近寄ってもらえないのです……」

　寂しそうにしゅんとユイが俯うつむくとちょうどそこに、

「にゃあ」

　路地裏から出て来た仔こ猫ねこが、ユイと夏臣を見上げて鳴き声を上げた。

「こ、仔こ猫ねこ……ちゃん……!?」

　ユイがその場で凍り付く。

　足元の仔こ猫ねこは見たところまだ生まれて間もない程度の仔こ猫ねこで、キジトラの毛並みに小さな身体からだ、短い手足に大きく愛らしい瞳。毛艶も体格も綺き麗れいなので誰かが面倒を見てる仔こ猫ねこなのかもしれない。

　ユイが信じられないものを見たかのように両手で口元を隠しながら、これでもかと言うくらいに瞳を丸くして隣の夏臣を見る。

　ギギギという擬音がしそうな動きでまた足元の仔こ猫ねこを見て、また夏臣を見る。

（これはまた見たことがないほどわかりやすく狼狽うろたえてるなぁ……）

　喜んでるようにも恐怖してるようにも見える表情のユイを見てそんなことを思っていると、仔こ猫ねこが夏臣の足に顔をスリスリと擦こすり付つけて来た。

「おお、めっちゃ人ひと馴なれしてるなあおまえ」

「なーお」

　夏臣がしゃがんで頭を撫なでると、仔こ猫ねこは嫌がる素振りも見せず、逆に身体からだを押し付けて気持ち良さそうに甘い声で鳴いた。

「あぁっ……！　そ、そんな可か愛わい過ぎな……っ!?」

　ユイが肩を震わせながら、憧れの大スターに出会えたファンのように泣きそうな顔で呟つぶやく。

　仔こ猫ねこを見てここまで感動する人もいるんだなあと夏臣が思いながら、ユイをちょいちょいと手招きする。

「この子めちゃくちゃ人ひと馴なれしてるし、ユイも撫なでてみたらどうだ？」

「ほ、本当ですか……!?　わ、私なんかが撫なでさせていただいても許されるのでしょうか……!?」

「まぁ、こいつが嫌がらなければいいんじゃないかな」

　ユイのテンションが読めないなぁと思っていると、仔こ猫ねこの方からちょこちょことユイの足元に寄っていく。

　それを見たユイがそっとしゃがみ込んで息を吞のんだ。

「ね、猫ちゃん……？　ほんの少しだけ、失礼しますね……？」

　爆発物処理班のような緊張感と慎重さでユイが仔こ猫ねこの頭に恐る恐る手を伸ばすと、仔こ猫ねこがビクッと姿勢を低くして「シャーッ！」と威嚇の鳴き声を唸うならせた。

「……そうですよね、やっぱりこうなるんですよね……知ってましたし……」

　ユイがどんよりと生気の抜けた溜ため息いきを吐き出して落胆する。

　動物が近寄って来ないっていうのは、好き過ぎてガチガチになるから逆に警戒されて寄って来てくれないパターンかと夏臣が納得する。

「そんなビクビクしてるから触られる方だって怖がるんだよ。もっとユイ自身がリラックスして怖がらせないようにしてあげないと」

　夏臣が仔こ猫ねこを優しく撫なでて見せると、仔こ猫ねこもされるがままころりと寝転んでごろごろと喉を鳴らして甘えて見せた。

「そ、そうなんですか……？　確かに言われてみればそうかもですね……！　わかりました、リラックスですね？　すぅー……はぁぁぁー……すぅうぅぅはぁぁあぁぁぁぁぁー……」

　瞳を閉じてユイが目いっぱいに大きな深呼吸を繰り返す。

　そして息を吐き切ってしばらく目を伏せると、ゆっくりと青みがかった瞳を静かに開いた。

　武道の達人のような冷ややかで落ち着いた雰囲気を、夏臣と仔こ猫ねこがぽかんとしながら見上げている。

「……猫ちゃん、触らせてもらうね？」

　冷笑とも言えるほどに落ち着いたトーンで、ユイがすうっと手を伸ばした。

「にゃあ」

　そして仔こ猫ねこはひと鳴きして足早に去っていった。

　クールな顔で手を伸ばしたまま、ユイがその場に取り残されて儚はかない笑みを浮かべた。

「……やっぱり私は、一生猫ちゃんには触ることの出来ない女なのですね」

　ユイが悟ったように目を伏せて長い髪を搔かき上あげた。

　今のは嫌がられたというよりも、ただの気まぐれな感じでは……と思いつつも、コントのような流れに（ユイって実はけっこう面白いやつだよな）と、隣からクールでカッコイイ横顔を眺めていた。

　このままだとユイがあまりに不ふ憫びんだし、もっと人ひと馴なれしてる猫なら触れると思うんだけど、そんな猫がいる場所と言えば……。

「あ、割と近くに猫カフェがあったな」

　夏臣が思い出して手を叩たたくと、鋭く目を光らせたユイが顔を近づけた。

「猫カフェというのは、猫ちゃんたちの気が済むまで私と遊んでいただけるというカフェのことでしょうか？」

「えーと、俺も詳しくは知らないけど大体そんな感じじゃないかな」

　若干語弊があるような気がしながらも、まぁ大まかには間違ってないだろうと思って夏臣も同意する。

　スマホで最寄り駅の名前＋猫カフェで検索をしてみると、猫喫茶『ねこじゃらし』がヒットする。

「店の場所は……あ、今から行くスーパーの近くだなこれ」

「あ、近くなんですね……そうですか、近く……近くなんですか……」

　ぶつぶつと繰り返しながら、やや控えめに横目でチラチラと夏臣を見てくる。

「……そしたら、今から行ってみるか？」

「本当ですかっ!?」

　ユイが表情をぱぁっと満開に咲かせる。

　が、一瞬固まってすぐに小さくしぼんで肩を丸めた。

「……いえ、でも今日はお買い物に行く約束でしたから……せっかくの閉店セールですし……」

　断腸の思いで後ろ髪を引かれながらも、首を振ってユイが長い溜ため息いきを吐き出した。

「猫カフェ行った後でも、スーパーの閉店前には間に合うぞ」

「それはそうかもですが、でもこれは酷ひどく個人的な私のわがままであって……！　うぅぅぅ～……っ！」

　ユイが猛烈に悩ましそうな呻うめき声をくぐもらせながら、頭を抱えてうんうんと唸うなる。

　そして何か言いかけては吞み込んで、また何かを言いかけて吞み込む。

（これ以上ないくらいめちゃくちゃ悩んでるなぁ……）

　初めて見たユイの一面が面白くなってきて様子を見ていると、悩み抜いたユイが頰を赤くしながら、泣きそうな上目遣いを夏臣に向けた。

「……い、良いいのでしょうか……？　そんなわがままを、言っても……」

「このくらい友達だったら普通のことだろ。俺も興味はあるしな」

「夏臣さん……！」

　両手を胸の前でぎゅっと握って、ユイがさっきと同じ様に笑顔を咲かせる。

「では、私とねこじゃらしに行っていただけますか？」

「もちろん。喜んでエスコートさせていただきます」

　仰々しくおどける夏臣に、ユイがにっこりと破顔して大きく頷うなずく。

　そして夏臣のスマホに表示されている猫カフェへ、道案内機能をＯＮにして二人で足を向けた。




　　　◇　　　◇　　　◇




「いらっしゃいませ。当店のご利用は初めてでしょうか？　ただいまお得な割引がございますが、こちらのコースをご利用されますか？」

　猫カフェの入り口カウンターで女性店員に案内されたメニュー表を見ると、夏臣とユイが気まずそうに顔を見合わせる。

　二人分の料金が三割も安くなって、サービスドリンクも付いて、なおかつ猫たちのおやつが付くという圧倒的にお得な内容。その名も『カップル割』。

「……その、どうする？」

「はい……その、どうしましょうか……？」

　そのややハードルの高いコース名に、夏臣とユイの間に何とも言えない気まずい空気が流れて、どちらも次の言葉が見つからずに視線を迷わせていた。

　この割引は間違いなく魅力的。だけども夏臣とユイの関係はあくまで友達であって、間違っても恋仲ではないわけだから断るのが普通だ。

　だがしかし、お互いにある程度の節約を条件にして成り立っている協力関係でもあるので、ここでカップルを騙かたってでも割引を選ぶことも間違いではない。

（でもなぁ……『恋人です』って噓うそでも言うのもなぁ……）

　お互いに分かっていても、何か圧倒的な気まずさがあった。

　隣のユイも夏臣と同じようなことを考えているようで、メニューを前にして二人は膠こう着ちやく状態だった。

　別に一言「恋人です」と言ってしまえばいい。それだけの話であって、後で「得したな、ハハハ」と笑い飛ばせばいいだけの話。それだけのことだ。

　ユイだってきっと分かってくれるし、何か問題が起こるわけでもない。だから大丈夫。大丈夫だ。

　夏臣が自分にそう言い聞かせながら深呼吸をして隣のユイを見ると、

「夏臣、さん……」

　ユイが不安そうに瞳を細めて夏臣を見上げていた。

　頰を赤らめて唇をきゅっと引き結びながら、何かを期待しているような、怖がっているような視線で小さな身体からだを強こわ張ばらせている。

　その視線に思わずドキッとさせられた夏臣が、ユイが異性であることを強く意識させられて言葉を続けられなくなってしまう。

　二人の前ではコースを案内した店員が「あ、もしかして私ナイスパス出しちゃいました？」と言わんばかりの楽しそうな微ほほ笑えみを浮かべて夏臣たちを見ていた。ふざけんな。

（……ここは、俺が決めないと……だよな）

　仮にユイが自分と同じことを考えているとしたら、ユイの性格を考えると「恋人です」なんて言えないだろうし、それなら俺が答えてあげないと前に進めない。

　割引は確かに惜しい、惜しいけども……後々でユイと変にギクシャクするのも嫌だし、やっぱりここは……と夏臣が腹を決めて店員に顔を向ける。




「通常料金で」「カップル割引で」




　夏臣とユイの声が重なって、お互いに目を丸くしながら顔を見合わせる。

　一瞬遅れて、ユイの顔がボッと真っ赤にゆで上がった。

「いえ、だってその……！　カップル割引の方が、良くない……ですか……!?」

「え？　いや、それは俺もそう思ったんだけど……」

「い、いえっ……！　夏臣さんが嫌であれば、私の方は通常料金で全然っ……！」

「あ、いや、俺の方こそユイがいいならカップル割で全然……！」

　顔を赤くしながらわたわたとしている夏臣とユイを、店員がにっこりと温かく瞳を細めていた。たっぷりとその時間を楽しんでから、店員が最後の一言を言わせるようにメニューを手に持って夏臣とユイにゆっくりと尋ねる。

「お二人は恋人ですか？　それともお友達ですか？」

「「こ、恋人……です」」

「はーい、カップル割引でお二人様ご案内いたします～♪」

　夏臣とユイがこれ以上なく赤くなりながら逆方向に視線を逸そらす。

　そんな二人を見て店員がとても満足そうに大きく頷うなずいた。




「今はお二人だけの貸し切り状態で誰も見てる人はいませんので、お二人のお好きなように楽しんで下さいね」

　何か引っかかるような言葉を残しつつ、店員が夏臣とユイを残して部屋を出ていく。

　この店は受付カウンターの奥がドア付きの大きな一部屋になっていて、そこにテーブルやソファ、雑誌や本などが並べてあるタイプの猫カフェだった。

　壁には『猫が嫌がらない範囲で撫なでたり触ったりはＯＫ。だっこはＮＧ。ただし猫から身体からだに乗って来る分にはＯＫ』というルールの注意書き。

　そして部屋の中にあるキャットタワーや猫ベッド、猫クッションなどには、そこかしこに二十匹近くの猫たちが思い思いに丸くなっていた。

「わぁぁ……！　か、可愛いっ……！　まるで夢の国……！」

　ユイが瞳をらんらんと輝かせながら、流りゆう暢ちような英語を口から漏らして部屋の中の猫たちに視線を走らせる。

　夏臣との間にあった気まずさは完全に霧散して、猫たちに興奮して鼻息を荒くするユイは若干危ない人みたいだった。

「見て、見て下さい夏臣さん……！　見渡す限りに猫ちゃんたちがこんなにたくさん……！　すごい、本当にすごいですっ……！」

　無邪気な子供のように感動を嚙かみ締しめながら、ユイが踊るように部屋の中央で一回転して猫たちを見回す。

「この子たち、みんな触っていいんですよね!?　ね!?」

「ああ、ルールとマナーを守って優しくな」

「大丈夫です、ばっちり心得てますから！」

　ユイが室内を見渡して、猫ベッドで寝ている三毛猫の前に膝を付いてしゃがみ込む。すると三毛猫も眠そうな顔を上げてユイを見上げた。

「落ち着いて……怖がらせないように……よし」

　目を閉じて深呼吸をしながらユイが小さく頷うなずく。

「みけちゃん、ちょっとだけ触らせてね……？」

　精一杯のぎこちない愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、ユイが三毛猫にそっと手を伸ばす。

「なぁぉ」

　人ひと馴なれし切った三毛猫がひと鳴きして、ユイの撫なでる手を気持ち良さそうに目を細めると、自分からもユイの手に頭を擦こすり付つけた。

「わぁぁ……っ！　S-so cute.......! Am I dreaming........?!」

「にゃぁ～、ごろごろごろごろ～」

「す、すごい……！　私、猫ちゃんなでなで出来てます……！　See, Naomi, the kitty wants to get petted...! Wowwwwww...!」

　ユイが子供のようにめいっぱいに笑いながらはしゃぐ。

　後半は何を言ってるのか全く分からなかったが、とにかくユイがめいっぱいに喜んでいることだけは十二分に伝わって来る。

　猫を撫なでているユイの手からもだんだん硬さが取れて、猫も気持ち良さそうに喉を鳴らしながらユイに甘えていた。

「ふふ、嬉うれしいなぁ、可か愛わいいなぁ……うりうり～」

　幸せそうに瞳を細めながら、宝物に触るように三毛猫を優しく撫なで続ける。

　夢が叶かなったユイのにへらっと緩み切った微ほほ笑えみはめちゃくちゃに可か愛わいくて、夏臣が思わず口元を押さえて視線を逸そらす。

（……それは、反則級だろ）

　元々が整った美人なだけにこういう無防備な笑顔は凶悪に可か愛わい過ぎて、不意にニヤけてしまう口元を手で隠すしかなかった。

「なぁ～お」

　三毛猫がベッドから起き上がってユイの膝の上に乗っかると、制服から覗のぞく白いふとももをベッドにするように、ごろりと横になって甘える。

「くす、君は甘えんぼうさんだねぇ。ここ？　ここが気持ちいいのかい？　もっと撫なでてあげちゃうね～、よしよし～」

　仰向けになった三毛猫の胸周りをユイがわしゃわしゃと撫なでてあげると、猫も身体からだを伸ばして気持ち良さそうに応える。

　ユイが猫を揺らす度にスカートの裾から白いふとももが見え隠れして、思わず夏臣がそこから急いで顔を逸そらした。

「夏臣さん、ほらほら見て下さい～。もーとってもサービス満点ですよねぇ～」

「そ、そうだなぁ、ここの猫はサービス満点だなぁ……」

「ん？　どうかしましたか？　何で私の方を見ないんですか？」

「い、いや？　別にそういうわけじゃなくてだな？」

　正直、夏臣の内心はもう猫どころじゃなかった。

　恋愛感情とか下心とかそういうもの以前に、可か愛わいらしい微ほほ笑えみも白くて瑞みず々みずしいふとももも、ユイの『女の子』感にドキドキさせられ過ぎてまともに見ることが出来ない。

　そんな夏臣に不思議そうに首を傾かしげているユイの後ろで、ガチャとドアが開く音がしてさっきの店員が部屋の中に入ってくる。

　すると部屋中の猫たちが一斉に顔を上げて店員を見上げた。

　第三者の登場に張り詰めていた緊張の糸を緩められて、夏臣がほっと胸を撫なで下おろしながら長い長い溜ため息いきを吐き出す。

「お客様。こちらカップル割サービスのおやつになりますのでどうぞ」

　差し出されたカップの中には茹ゆでてほぐした鶏のささ身。

　いかにも猫が好きそうなおやつだ。

「あ、じゃあせっかくなんで、こっちの子にお願いします」

「え、い、いいんですか……？」

　夏臣がユイを指し示すと、ユイが戸惑いつつこれからの期待にそわそわし始める。

「ではお客様、こちらに座って両手を上に伸ばしていただけますか？」

「あ、はい……こう、でしょうか？」

　店員に促されるまま、部屋の中央に置いたクッションの上に座って、ユイが言われた通りに両手のひらを揃そろえて顔の上くらいまで持ち上げた。

　猫のおやつとこの不思議なポーズの何が関係あるのかと思いつつ、夏臣も黙って様子を見ていると、店員がさっきと同じ様な微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「今日は他のお客様もいらっしゃらないのですごいことになると思いますが、思いっきり楽しんで下さいね。みんな食いしん坊なので、出来ればみんなに公平にあげてもらえると助かります」

「え？　すごいことって……」

「彼氏さんは携帯カメラを構えていた方がいいかと」

「え？　あ、はい……」

　言われるがままに夏臣も携帯カメラを起動して構える。

　ハテナを浮かべているユイと夏臣に笑顔で頷うなずきながら、良いい笑顔を浮かべた店員がユイの手の上におやつの入ったカップを置いた。

　その瞬間、部屋中にいた猫たちがまっしぐらにユイに駆け集まる。

「わぁっ!?　あ、ちょ、ちょっと……！　えっ、ええぇっ……!?」

　ユイの周りに隙間なく猫がぎゅうぎゅう詰めになって、ユイの背中や肩、腕にも飛び乗るように部屋中の猫たちが一斉に押し寄せた。

　みんな一心不乱にユイの手の中にあるおやつを狙って「にゃあ！　にゃあ！」と必死に手を伸ばす大戦争。

　当然その爆心地にいるユイは猫たちで揉もみくちゃにされて猫まみれになっていた。

「あははっ！　ちょ、ちょっと待って！　みんな順番にあげるから落ち着いて？　そんなにしたらだめだって！　やぁ、ちょ、みんな待ってぇあははっ！」

　ユイが大きな声を上げながら大笑いして子供のようにはしゃぐ。

　我先にと襲いかかる猫たちに代わる代わる絡からまれて、ブレザーもスカートも猫の毛だらけにしながら、ちゃんと一匹ずつ鶏のささ身を食べさせてあげていた。

　その姿があまりにも可か愛わいい絵になっていて、夏臣の指が意図せずにシャッターボタンを押していた。

「だ、だめですよ、こんなところ撮っちゃ……！　だってこんなにめちゃくちゃで、あはははっ！　みんな待ってってばぁ、あははははっ！」

　笑い転げているユイに向かって何度も撮影ボタンを押しこむ。

　シャッター音が鳴る度に猫まみれになっている笑顔のユイが切り取られて、カメラの中にその写真が保存されていく。

　きっと『クーデレラ』しか知らないクラスメイトたちが見たら、同一人物とは思えないほどの大笑顔。

　そんな笑顔のユイが可か愛わいらしくて、角度を変えて夏臣が何度もシャッターを切った。

「ほら猫ちゃんたちもあっちのお兄さんの方に向いて？　ね？　あっ、もう、そんなに押しちゃだめだって、わぁぁっ！」

　猫たちにたかられたユイがバランスを崩して後ろに押し倒される。

　おやつは零こぼれないように死守したものの、カップの高さが低くなったので猫たちが我先にと殺到して、ユイの身体からだの上はもちろん綺き麗れいな顔まで遠慮なく足蹴にされていく。

「んむっ……！　ちょ、顔踏んじゃだめ……んっ、んうぅっ……！　お、重いって……ふふっ、あははっ！」

　クッションから転げ落ちて仰向けになったユイが、猫たちに踏みしだかれて揉もみくちゃにされて声を上げて喜んでいた。

　クラスの男連中には恐れ多いとすら思われる美貌も、クールな空気感も、おやつを前にした猫たちには関係なく蹂じゆう躙りんされる様が可お笑かしくて、夏臣もその様子を何枚もカメラに収める。

　その光景を見て最高にニコニコしている店員が、すすすっと夏臣の隣に寄って来ると耳打ちするようにこそっと呟つぶやいた。

「めちゃくちゃ可か愛わいいですね、カノジョさん」

「……違うって分かってて言ってますよね？」

「カップル割で入ったんですから、今はカノジョって言わないとダメですよ？」

「それは……まぁ、そうなんですけど……」

　全てをわかった上で言ってる店員が、困っている夏臣を見てくすくすと楽しそうに笑う。

「でも、好きでもない男の子にあんな笑顔は見せないと思いますけどね」

「……はぁ、そんなもんですか」

「たぶんですけど」

「たぶんって」

「そこら辺は人それぞれですから。本当かどうかはご自分で確かめて下さいね？」

　ずいぶんと無責任な言葉を残して、悪いた戯ずらめいた笑顔で夏臣を覗のぞき込こむ。

　からかわれていることに気が付いた夏臣が顔をしかめると、店員が余計にくすくすと楽しそうに笑った。

　確かにユイは時々はっとさせられるほど可か愛わいいし、一緒にいて楽しいし、俺にだけこういう顔を見せてくれるってことが嬉うれしくないかと言われれば、そりゃあ嬉うれしいと断言は出来る。

　でも俺とユイはそういう関係ではないし、この良いい友人関係はとても心地良いものだし、それ以上を求めようとも思わない。だから。

「……まぁ、機会があれば」

　夏臣が面倒くさそうにそう答えると、店員がまたにやりと笑みを浮かべて頷うなずいた。

「じゃあせっかくですし、記念にお二人の写真撮りましょうか？　カップル割のサービスっていうことで」

　未いまだに猫まみれになってるユイに手のひらを向けて、顔をしかめている夏臣に店員が促す。

「本当に大丈夫ですから、そういうの……」

「まぁまぁ別に減るもんじゃないですから良いいじゃないですか。カノジョさんも初めての猫カフェ記念に一緒に記念写真撮りたいですよね？」

　店員がニコニコしながらしながらユイに水を向けると、身体からだを起こしたユイが嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「夏臣さんが嫌でなければぜひ。今日の素敵な思い出、撮っておきたいです」

　おやつを平らげて満足げな猫たちを撫なでながら、猫の毛まみれになっているユイが素直な微ほほ笑えみを浮かべてそう答える。

　うだうだと俺みたいなことを考えていない無む垢くな微ほほ笑えみに断る理由を消されてしまい、それを見た店員が満足そうな顔を夏臣に向ける。

「ですって。カレシさんは嫌なんですか？」

「……いえ、ぜひお願いします」

「はーい、お任せ下さいませ～♪」

　夏臣の返答に店員が大満足の笑顔で頷うなずいた。

　何だか店員にやり込められたような気分になりつつも、ユイが笑っているのを見たらまぁいっかと悪くない気分で携帯を店員に手渡す。

　夏臣がユイの隣に座り込むと、愛あい想その良いい猫たちが夏臣の膝の上にも乗って来て、ユイが可お笑かしそうに笑い声をこぼす。

「こうやって楽しい思い出が残せるって、とても嬉うれしいことですね」

「ああ、そうだな。その通りだ」

　ただただ素直に笑ってくれるユイを見て、晴れ晴れとした気持ちで夏臣も同意する。

　すると店員が夏臣の携帯を構えて手を上げて見せた。

「はーい、それじゃあ撮りますのでこっち見て下さーい」

　ユイと一緒に猫にまみれながら、夏臣も肩を並べてカメラに笑い顔を向けた。




　　　◇　　　◇　　　◇




「もう八時過ぎか、すっかり長居しちまったな」

「そうですね、あっという間で夢のような時間でした」

　店を出るともうすっかり陽が沈んでいて、行きも通った川沿いの散歩道には街灯が点々と明かりを灯ともしていた。

　今日はもう時間が時間なので、閉店セールのスーパーには寄らずまっすぐ帰宅するということで合意。

　隣を歩くユイはニコニコと上機嫌で、さっき撮った写真たちを眺めている。

「夏臣さん、一緒に写って下さってありがとうございます。とても良いい思い出になりました。大事にしますね」

　大事そうに携帯を胸に抱き締めたユイが街灯の下に照らし出される。

　その可か愛わいらしい微ほほ笑えみを見ていると、今日は猫カフェに行って良かったなと素直に思える。

「ああ。ユイが楽しんでくれたなら何よりだ」

　二人で一緒に撮った写真は、ユイは心の底から楽しそうに、夏臣は少し困ったような顔をしながら二人とも猫の毛だらけになって揉もみくちゃにされていた。

　見てるだけで楽しさが伝わる写真を眺めながら、ユイがまたにへらっと優しく瞳を細める。

「またカップル割引がある時に一緒に付き合ってくれますか？」

「ユイがそんな誘い方したら、勘違いする男が後を絶たなくなるぞ」

「夏臣さんじゃなかったらそもそも誘いませんから。その辺りはご心配なく」

「そっか、そんなありがたいお誘いだったら断れないな」

「はい、ぜひまたよろしくお願いします」

　夏臣が肩を竦すくめて見せると、ユイがくすくすと笑い声をこぼす。

　冗談混じりとは言え、ユイがそんなことを言ってくれるくらいには信用されてることを嬉うれしく思いながら、夏臣も夜空を見上げてゆっくりとユイの歩調に合わせて歩いていく。

「今日の晩飯は簡単に作れるものにするけど、何かリクエストあるか？」

「手間がかからないと言うと……卵かけご飯はいかがですか？」

「意外なリクエストが来たな。むしろユイがそんな料理を知ってることに驚いた」

「日本にいた頃は好きで食べてましたから。久しぶりに食べたいなぁって」

　ユイが幼い子供のように無邪気に瞳を細めて微ほほ笑えむ。

　そんな笑顔を向けられて断る理由もないので、夏臣も了承の意を込めて頷うなずいて応えた。

「じゃあ付け合わせに野菜の浅漬け作って、おかずに鮭さけでも焼くか」

「それは美お味いしそうですね。ぜひよろしくお願いします」

　急きゆう遽きよ決まった晩御飯に声を弾ませるお姫様と一緒に、静かな川沿いの散歩道を二人でゆっくりと歩きながら帰路についた。
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「……夏な臣おみさん。相談があるのですが……」

　登校前の朝方。

　珍しくこの時間に夏臣の部屋を訪ねたユイが、青い顔で絞り出すようにそう呟つぶやいた。

「ど、どうした？　具合でも悪いのか？」

「いえ、体調は夏臣さんのお陰様でいたって問題ないのですが、ちょっと問題が起きてしまいまして……」

「問題って……俺で力になれることならいくらでもなるけど……」

　見たことがないほど動揺した様子のユイに身構えて息を吞のむ。

「実家から……姉がやってくると、連絡がありまして……」

　一瞬その言葉の意味を考えてから夏臣が僅かに眉をひそめた。

「お姉さん？　ユイのお姉さんがイギリスから日本に来るってことか？」

「はい……その通りです……」

　ユイがこくりと深刻な表情のまま頷うなずいた。

「イギリスのお姉さんって……唯一ユイと仲が良くて、日本留学の手配をしてくれたお姉さんのことだよな？」

「はい、その姉が私の様子を見に来ると……」

　俺とユイが友達になったあの日、ユイが話してくれた過去に登場したお姉さん。

　ユイ自身が唯一の味方と言っていたくらいの仲で、そのお姉さんが日本へやって来るとユイに連絡があった、ということ。

「それのどこが問題なんだ？　仲良いなら何も問題ないだろ」

　それだけを聞けば何か問題があるとは思えずにそう返事をすると、ユイがゆっくりと首を振って長い溜ため息いきを吐き出した。

「もちろん心配して来てくれること自体は嬉うれしいですし、今後の心配をさせないためにも、私が日本でちゃんと生活が出来ているところを見せたくは思うのですが……」

　ユイが申し訳なさそうに夏臣をちらりと見る。

「お恥ずかしながら、私が今健全な生活が出来てるのは夏臣さんのお陰ですので……その辺りの説明をどうしたものかと……」

　そう言ってさっきよりも長い溜ため息いきを吐き出してユイが肩を落とした。

「えーっと、相談ってのはつまり……ぶっちゃけると、どうやってお姉さんに心配をかけないようにやり過ごそうかってことか？」

「はい……色々と自じ業ごう自じ得とくで、非常に心苦しい相談なのですが……」

　肩と眉をこれでもかと言うくらいに下げて、ユイが完全に参った様子で額を押さえて力なく頷うなずく。

　生真面目なユイが例えその場しのぎでも安心させたいと言うくらいだから、やっぱりそれだけ大事に思っている相手だからだろう。それなら俺もユイの友人として出来る限り何かをしてあげたいと思って、夏臣も腕を組んで思考を巡らせる。

「ちなみにお姉さんはいつから何日くらい滞在するんだ？」

「土曜日の夕方過ぎに私の部屋に来て、日曜の午前中には出ると言ってました」

「ってことは、土曜の晩飯と日曜の朝飯をどうにかすればってことか……」

　ユイは普段から掃除洗濯は丁寧にやってるみたいだし、身だしなみの手入れは言うに及ばずばっちり。つまり食事だけどうにかすれば、一日ごまかすだけならさほど難しいミッションではないような気がする。

　案外どうにでもなりそうだなと思いながら、カレンダーを確認すると今日が金曜日。

　それを見て一瞬思考が固まる。

「え、土曜って明日？　しかもイギリスから来て一日で帰るのか？」

　イギリスから日本へは飛行機で片道十二時間。しかも往復で考えたら丸一日の時間を消費するし、その間ずっと座席に座ってるのは身体からだもきついだろう。

　それに日本との時差は今がサマータイムなので約八時間。

　時差ボケを考えると、ざっと考えても移動だけで三日程度は使ってしまうだろうに、たかが一泊のためだけにユイを心配して来る強行軍と知って少し驚く。

「ああいえ、日本には仕事で来るとのことで、その合間の時間を空けてくれたみたいです。モデルの仕事はタイムスケジュールがとてもタイトだと言ってましたから」

「……ユイのお姉さんって、そんな仕事してるのか」

　フランクにユイの口から出て来た職業に、久々にユイとの住む世界の壁を感じる。

　外国でモデルの仕事って、素しろ人うと考えでも相当すごい人なんじゃないかと思う。

　でも腹違いとは言え妹がこれだけルックスが整っているわけだから、きっとお姉さんもさぞかし綺き麗れいなんだろうなと思えば逆に納得出来るような気もした。

　それだけ忙しい合間を縫ってでもユイを心配しての様子を見に来ると聞くと、お姉さんの妹想おもいの気持ちは本物なんだろうと思うし、それなら尚なお更さら俺に出来ることをしてあげようと素直に思えた。

「よし、どうにかしよう。逆に一日くらいならどうにでもなるだろ」

「夏臣さん……」

　夏臣の言葉で動揺していたユイが落ち着いて、緊張で固まっていた表情が緩む。

　少し照れたように頰を染めながら、いつもの微ほほ笑えみを浮かべて小さく頷うなずいた。

「本当にいつもありがとうございます。また頼らせていただいてもいいですか？」

「だから俺に相談してくれたんだろ？」

「そうですね、夏臣さんには甘え切ってしまっていますから」

　申し訳なさそうにしながらも、ユイが目を細めて微ほほ笑えんで答える。

　素直に甘えてると言い切ってくれることが嬉うれしくて、どうにかしてあげたいという気持ちが夏臣の中で自然に込み上げて頷うなずいて返した。

「食事関係なら得意分野だし任せてくれ」

「はい、頼りにさせていただいています。どうしようと思ったら、つい夏臣さんのところに来てしまってすみません」

　そんな謝罪の言葉とは裏腹に、ユイが安心したような柔らかい笑顔を向けてくれる。

（つい、で俺を頼ってくれるようになったんだな）

　ユイ自身、特に他意はなく口にしただけだとは思いながらも、その言葉が嬉うれしくて夏臣が鼻の頭を搔かいた。

　そしてテーブルの上の置時計を見るとその表示は八時。

「とりあえず、そろそろ出ないとだな。対策は帰ってきてからってことで、お姉さんに安心して帰ってもらえるように頑張ろうな」

「はい、私も出来る限り頑張りますので」

　ぐっと可か愛わいらしい握りこぶしを作って頷うなずくユイと一緒に、玄関を出て学校へと向かって行った。
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　そして放課後。

　いつものスーパーで待ち合わせると、ユイが試食のおばちゃんのマシンガン営業トーク絡からまれてたじたじになっていた。

「あんためちゃくちゃ美人さんだねぇ！　何食べたらそうなるの!?　そんな細っこい身体からだしてちゃんと食べてるのかい？　ほらこれ試食だから食べな食べな！」

「あ、ちゃんと食べてはいるのですが……その、ありがとうございます……」

　ユイが試食皿に山盛りの青チン椒ジヤオ肉ロー絲スーを受け取って苦笑いを浮かべていた。

　明らかに話の切り上げ時を見失って困っているやつだと察してちょっと遠めの間合いから助け船を出す。

「おーいユイ、先に行っちまうぞー」

「あっ、はい、すぐ行きます。すみません、では失礼します」

　ユイが夏臣の意図を察して一礼をすると早足に走り寄ってくる。

「すみません、助かりました。私、ああいうお話を断るのが苦手でして……」

「おばちゃんは恐いもの知らずで遠慮ないからなぁ」

　色眼鏡や下心には塩対応が出来ても、ああいう悪意のない無遠慮な押しは無下にも出来ずに苦手なんだろうなと思う。

　ユイの新しい一面に新鮮味を覚えつつ、ユイとスーパーの中を歩いていく。

「改めて考えたんだけど、ユイは食事以外は問題はなくやれてるだろ」

「掃除と洗濯、整頓や身だしなみについてはちゃんと出来ていると思います」

「つまり土曜夜と日曜朝の食事をユイの手作りで振る舞えば、衣食住がちゃんと出来てるところを見せられて、お姉さんも安心してくれると思うんだ」

「はい、そう出来れば姉の心配は払ふつ拭しよく出来ると思います。……私が姉に振る舞えるほどの料理が出来ないという点を除けば、ですけれども」

　はぁと溜ため息いきを吐いて表情を曇らせる。

「ああ、だから考えたって言ったろ？」

　到着した陳列棚から目的のスパイス缶を取って誇らしげにユイに見せる。

「これは……カレースパイス、ですか？」

「正解だ」

　ユイの回答に夏臣がにやりと口角を上げる。

「カレーはスパイスと食材の分量を間違えなければ安定した味になるし、作る人によって味付けが違うから上う手まい下手が出づらいんだ。スパイスの味と風味が強い煮込み料理だから味付けの失敗もしにくいしな」

「つまり、私みたいな初心者でも美お味いしく作れるということですか……!?」

　はっと気づいたユイが夏臣を見上げると、夏臣も大仰に頷うなずいて返した。

　夏臣もここ一年でカレーは数え切れないほど何度も作ったが、カレーは一人暮らしにおいては最強と言えるほどに素晴らしいコストパフォーマンスの料理だ。

　一度に大量に作れて数日持つという便利さと、野菜をたくさん使うので栄養価も高い。

　スパイスから作るのは難しいと思われがちだが、配合さえ決まれば後は量るだけで安定した味になる上に、スパイス類は一度買かい揃そろえてしまえばトータルで見ると実は案外安くあがるので、経済面でも素晴らしい逸品なのだ。

「夏臣さん、すごい……！　天才ですか……！」

　ユイがキラキラした瞳で夏臣を称賛する。

　多少は頑張らないといけないが、レシピを見ながら作ることは問題でないだろうし、ユイが作ることに間違いないし、この場をしのぐだけなら最善策のはずだ。

「それに個人的にはカレーのレシピには少し自信があるからな。カレーが嫌いな人じゃなければ満足してもらえると思う」

　夏臣が自信に満ちた不敵な笑みを浮かべて見せると、ユイも力強くそれに頷うなずき返す。

「夏臣さんが自信があると言うなら、何より心強いお言葉です」

「任せとけ。この計画に穴はないぞ。頑張れるか？」

「はい、ぜひご指導のほどよろしくお願いしますっ」

　ユイが若干興奮気味に両手で握りこぶしを作って気合を入れる。

　これだけ素直にやる気を見せてくれると考えた甲か斐いがあるし、教える俺にも気合が入るし、いつもより良いい肉を買ってもいいか、なんて財布の紐ひもが緩んでしまいそうになる。

　ちゃんと節約してる意も込めないとダメだと思うので、そこまでは自重することにした。

「じゃあお姉さんのおもてなしはカレーに決まりってことで。さっそく練習で今晩作ってみるか？　作り置きしておけば冷凍保存出来るし無駄にはならないから」

「もしよろしければぜひ！　私、頑張りますのでっ」

　気合十分のユイと一緒に明日の分の食材もカゴ一杯に買い込んで、意気揚々と家への帰路についた。
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「んんっ……！　濃厚で甘辛で、すっごく美お味いしい……！」

　ユイが眉を寄せて幸せそうに完成したばかりのカレーを頰張る。
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　シャープなスパイス風味とフルーティなコクのある甘さ、それに濃厚な肉とバターの旨うま味みが口の中に広がって、食欲を刺激する辛からさが後を引いてまた口に入れてしまうという旨うまさ。

　辛からいけど旨うまい、旨うまいけど辛からいの連鎖で滲にじみ出て来る汗がまたカレーを食べてる醍だい醐ご味みだ。

　贅ぜい沢たくを言うならば一度しっかりと冷まして寝かすと、味が落ち着いてさらに深みが出るけども、それもまたカレーを作った次の日の楽しみである。

「私みたいな初心者が作ってもこんなに美お味いしく出来るなんて……夏臣さんのレシピはプロの料理人みたいですね……！」

　ユイが上品な所作でにカレーを口に運んでは、んふーと堪たまらなさそうな吐息を漏らして夢中で食べてくれる。

「さすがにそれは言い過ぎだけど、何度も試行錯誤した自慢のレシピだからな。気に入ってもらえたら嬉うれしい」

「はい、これなら絶対に姉にも気に入ってもらえると思います！」

　素直なユイの反応に満足して夏臣もスプーンを口に運ぶ。うん、我ながら旨うまい。

　お姉さんにも同じように満足してもらえるといいんだけどもと思うが、考えてみれば相手は仕事で世界を回るようなスーパーモデル。

　きっと世界中の美お味いしい一流のものをたくさん味わってるだろう。

　そう思うと今更ながらにやや弱気になってくる。

（いやでも同じくお姫様のユイも美お味いしいって言ってくれてるし大丈夫……だよな？）

　夏臣が密ひそかにそんな葛藤と戦っていると、ユイが優しく瞳を細めながらぼそりと呟つぶやく。

「……本当にすごいですね、夏臣さんは」

「え？　いやマジで俺の料理なんか、しょせん素しろ人うとの料理好き程度だって」

「いいえ、料理はもちろんすごいですけど、そうではなくて」

　ユイがくすっと笑い声をこぼして俺を見る。

「こんな風に、私の悩みなんてすぐに解消して下さることが、です」

「ユイ……」

　信頼している以上に何も疑いのない目で、大事なものを抱き締めるような視線を夏臣に向けて微ほほ笑えんでくれる。

　思わず熱くなってしまう顔をごまかすように、夏臣が視線を逸そらしてカレーを頰張った。

「だから、そんなこと言ってたら勘違いされるぞって言ってるだろ」

「私だって夏臣さんじゃなかったら言わないって言ってるじゃないですか。それとも、夏臣さんは勘違いしますか？」

「……しないけどさ」

　氷の入ったグラスをからんと鳴らしながら冷たいお茶を傾ける。

　俺はあくまで無む垢くなユイが純粋な気持ちでそう言ってくれてるだけだと分かっているから。

　単身で留学してきた傷心のユイは、雛ひな鳥どりが初めて見た相手を親と認識するアレと同じようなものだろう。

　俺が変な下心を持てばこの関係は成立しなくなるし、そもそも俺はこの関係に満足しているので今以上なんて求めてすらいない。

（……でも最近のユイは、こういう不意打ちが多いよなぁ）

　ぼやくようにそんなことを考える。

　そりゃあ外では誰にも懐なつかない子が、俺だけに無防備なところを見せてくれるのは嬉うれしいし、思わず照れてしまうようなことも、正直少なくない。

　でも最近はこの甘えっぷりに磨きが掛かっていて、わざわざ勘違いさせようとしてないかと勘繰ってしまう時もたまーにあるし、どんな顔でどんな返事をすれば良いかわからない場面が増えているのは困ってる部分もなくはないのだ。

　だからと言って別に止めて欲しいとも思ってない訳で、夏臣が自分から止めるつもりもないのがまた困る要因でもある。

「でも、信頼してるのは本当ですからね？」

　テーブルの上に視線を落としながら、落ち着いた声でユイが呟つぶやく。

　そして少しだけ恥ずかしそうにしながら、困ったような微ほほ笑えみを夏臣に向けた。

「ここに来る前は、誰かに甘えることなんて出来ませんでしたから。私、夏臣さんと出会えてなかったらきっと、何も出来ないくせに強がっていただけだったんだろうなと思います」

　優しくて穏やかな心地好い声色で、今までの時間を嚙かみ締しめるようにゆっくりと言葉にしてくれる。

　最初の頃の儚はかなくて冷たい笑い方なんてどこにもない、あどけない微ほほ笑えみ。

　その笑顔を向けてもらえるだけで不思議と気持ちが丸くなるのを感じる。

「そっか。それなら良かったよ」

　ユイが俺との時間を大事に思ってくれてるのが伝わって、本当にこれ以上は必要ないと思える。

　だからこそユイが困ってるなら俺に出来ることはしてあげたいし、ユイが慕ってるお姉さんもちゃんと安心して帰ってほしいなと思う。

「じゃあ後は明日にこのレシピを再現するだけだな」

「はい、この味がちゃんと再現出来るように頑張りますから」

　しっかりと俺の味を覚えるように、ユイが珍しくおかわりまでしてカレーを堪たん能のうしてくれた。
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「じゃあ明日の健闘を祈ってるよ。材料の仕込みとスパイスの配合は事前に済ませとくんだぞ？　携帯は常に見とくから困ったら連絡くれ」

「はい、寝る前と起きてからもしっかり予習と復習をしますので」

　食材の入った袋を持ったユイを玄関の外まで見送ってエールを送る。

　隣の玄関まで五メートルもないので見送るまでもない距離だが、今日は何となく見送りたい気分で外に出ていた。

（初めての子供のおつかいを見守る親の気分って、こんな感じなのかもしれないな……）

　そんなことを思いながらユイの背中を見送ると、自室の玄関に手を掛けたユイが夏臣に振り返ってもう一度笑顔を向ける。

「夏臣さんのためにも、頑張りますね」

「ああ、頑張って来い」

　夏臣がそう答えた瞬間、頭を下げたユイの背後に大きな人影が掛かった。

　ただならぬ気配を感じてユイが後ろを振り返ると、ユイの瞳が丸くなって顔が凍り付いた。

「──人が心配して来てみれば、こんな時間に隣の男の部屋から出て来るなんてね」

　鋭く尖とがった女性の声色が廊下に響いた。

　ユイよりも背が高く、トレンチコートの上からでもわかるスラッとした体形。

　金砂のように綺き麗れいな髪を搔かき上あげて掛けていたサングラスを外すと、ユイと同じ薄青色の瞳がユイを睨にらみつけるように見下ろしていた。

　もしかして、この人がと夏臣が直感した瞬間、

「ソフィー……」

　ユイの震える唇から、目の前に立っている姉の名前がこぼれ落ちた。




「ソフィア・クララ・ヴィリアーズよ」

　ユイの部屋の中、テーブルを挟んだ向こう側で彼女がそう名乗る。

　彫りが深くハッキリと整った美しい顔立ちと、少し癖がかった長いブロンドヘアー。

　平均より高めの俺と同じくらいの高身長と、シャツの胸元がパンパンに膨れ上がった抜群のプロポーション。

　この人がトップモデルと言われたらああそうですよねという答えしか出ないくらいの美人だった。
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　ミドルネームの『クララ』もユイの『エリヤ』と同じ洗礼名で、隣に座っているユイとは髪色も顔立ちも違うが、まとっているクールな空気感は似ていて、とてつもない美人姉妹として絵になっていた……が。

「それで？　納得のいく説明をしてくれるんでしょうね、ユイ」

　足を組んでふんぞり返ったソフィアが、苛いら立だちを隠しもせずに睨にらむような鋭い視線をユイに向けて説明を求める。

「あ……えっと……その……っ」

　隣のユイは下を向いたまま、青い顔でぶるぶると震えながらどもっている。

（美人が怒ると怖いって、本当なんだな……）

　鋭い眼光は豹ひようをイメージさせるほどに獰どう猛もうで、落ち着いた穏やかな声と丁寧な口調が逆に迫力があってめちゃくちゃ怖い。

　同系統の美人であるユイが怒ったら、もしかしたらこれくらい怖いのかも知れない。いやここまでは流石さすがにないか。

　混乱と動揺で何も言えないユイに、ソフィアがこれ見よがしに大きな溜ため息いきを吐き出した。

「ユイが一人でまともな生活なんて出来るわけないのに、携帯を持たせても何の連絡もないから心配して来てみれば……」

　今度は不機嫌な半目を無遠慮に夏臣に向けて睨にらみつける。

（……このお姉さんマジで怖過ぎるだろ）

　その切っ先が自分に向くだけで夏臣の背中に冷たい汗が流れる。

　が、やましいことは何もないので、何とか視線を逸そらさないように目に力を込めてギリギリのところで唾を飲み込んだ。

「まさか男をたぶらかして面倒を見てもらってるとは思わなかったわ」

「その……！　め、面倒を見てもらってるのは本当だけど……夏臣さんをたぶらかしたとかそういうわけじゃ……！」

「ハァ？　『夏臣さん』？」

「い、いえっ！　片かた桐ぎりさんですっ！」

　ユイがビクッと震えて慌てて言い直した。

　その様子を見てソフィアが額を押さえてゆっくりと首を振る。

「抑圧されて育った子供は性欲異常や快楽依存症になりやすいとは聞いていたけど、実家を出てたった二週間でユイがこんなことになっちゃうなんて──」

「な、夏臣さんとはそういう関係じゃないからっ!!」

　真っ赤になったユイの叫びに、今度は夏臣がビクッと震えた。

　ソフィアは驚きもせず、隣のユイにしかめた顔を近づける。

「イギリスではろくに笑いもしなかったユイが、一丁前に女の顔してこんな時間に男の部屋から出て来たところを見て何を信じろと？」

「お、女の顔って何!?　そんな顔してないし!!　何でそんな勝手なこと言うの!?　信じられない！　ほんっと信じられない!!」

「ユイ、うるさい。図星を突かれたからって大声を出すのは子供の証拠よ」

「図星じゃないよ！　夏臣さんに失礼だから怒ってるんだよ!!」

「ハァ!?　アンタなに名前呼びで開き直ってんの!?　大声出さないでって言ってんでしょ!!　人の話聞きなさいよ!!」

　クールだったはずのソフィアも見事にヒートアップしていく。

　泣きそうになってるユイも負けじと顔を突き合わせて、美人姉妹が猛烈にいがみ合う。

　あ、この二人やっぱり姉妹なんだなぁと思いつつ、美人姉妹の戦いをＳ席で眺めていた夏臣だったが、ぎゃあぎゃあと収集が付かなくなっているのを見て仕方なく口を挟むことにする。

「あの、お姉さん」

「ハァ？　アンタにお姉さん呼びされる筋合いないんだけど？」

「ヴィリアーズさん」

「ユイと被かぶるでしょう。ソフィアで良いいわ」

　フンと鼻を鳴らしてソフィアが言い捨てる。

　ユイとはまた違うアグレッシブなクールさに苦笑いしつつ、夏臣が改めて言葉を続ける。

「じゃあソフィアさん。おなか空いてませんか？」

「…………は？　おなか？」

　夏臣の言葉にソフィアがぽかんと口を開けて首を傾かしげた。




　　　◇　　　◇　　　◇




「ん、これ美お味いしいわね……！」

　温め直したカレーをひと口食べたソフィアが目を丸くする。

　さっきの返答は「おなか？　空いてるわよ。だから何？」とのことだったので、夏臣の部屋からさっきのカレーを鍋ごと持って来てユイのキッチンで温め直したものだ。

「はい、ソフィー。冷たい紅茶」

　まだ不機嫌なユイが素っ気なく氷を入れた紅茶を差し出すと、ソフィアがぐいっと煽あおって満足げな長い息を吐き出す。

「ん、美う味まし。私が送ったトワイニングちゃんと使ってるのね」

「せっかくソフィーがくれたものだし、それはありがたくね」

　ユイが唇を尖とがらせたまま、ぶっきらぼうに感謝を告げる。

　こんな風に怒っているユイは初めて見たので、こんな表情も新鮮だなぁと冷静に思いながら夏臣も苦笑をソフィアに向ける。

「ソフィアさんが辛からいの大丈夫で良かったです。結構スパイス強めの味なので」

「ええ、大好きよ。このカレーは辛からいのに甘さもあって美お味いしいわ。食べたことのない味でとってもVery goodね」

　流りゆう暢ちような発音で頷うなずきながら満足そうに親指を立てて見せる。

　さっきまであんなに怒ってたのに、今は見み惚とれそうになるほどの可か愛わいらしい笑顔を向けてくれていた。

　ユイとは違って、表情にしっかりと感情が出るタイプのようで、こういう仕草を見てると日本の人じゃないんだなあと実感させられる。

「ソフィアさんはイギリスの方なのに日本語が上手ですね」

　夏臣のその言葉を聞いてソフィアの動きが止まる。

　スプーンをゆっくりと置いて、真面目な面持ちで夏臣を真まっ直すぐに見た。

「ユイから聞いてるのね？　その辺りのこと」

「…………あ」

　静かな声で青い瞳に射い竦すくめられて、夏臣が自分の失言に気が付いて言葉に詰まる。

　確かに今言ったことの逆を取れば、『ユイは日本で生まれ育ってるから日本語が上手なのに』と受け止めることも出来る。

　さらに夏臣が咄とつ嗟さの言葉に詰まったことで、それはもう肯定しているのと同じだった。

　ユイのデリケートな事情に首を突っ込んでしまっていたことを改めて自覚して、夏臣が何と答えて良いか分からずに息を吞のむ。

「別に身構えなくていいわ。ユイが自分から話したんでしょう？」

　ふっとソフィアの表情が緩んで雰囲気が軽くなる。

　そこにはさっきまでとは全然違う、険の取れた優しい微ほほ笑えみがあった。

「そうね、日本語はユイとコミュニケーションを取るために勉強したから」

　懐なつかしい思い出を思い出すように目を細めながら、ユイが淹いれた紅茶を傾けてゆっくりと深く呼吸をする。

「ユイがそんなことを話すくらい、あなたのことを信頼しているのね」

　嬉うれしそうな、でもどこか寂しそうな声色でソフィアが呟つぶやいた。

「あなた、名前はカタギリだっけ？」

「あ……はい、片桐夏臣です」

「ナオミ、ね」

　ソフィアがちらりと横目でユイを見てから悪いた戯ずらっぽい視線を夏臣に向ける。

「私以外でユイが心を開いた人なんて初めて見たわ。まして男の子なんてね」

　くすくすと笑いながら夏臣を上目遣いで覗のぞき込こむ。

「さっきはごめんなさいね、キツく突っかかって。ユイが心配だった余りにね」

「え？　あ、はぁ……それは全然、大丈夫ですけど……」

　急に変わったその様子について行けずにユイを見ると、ユイが困った顔をしながらはぁぁと長い溜ため息いきを吐き出した。

「おかしいと思った。ソフィーはあんな風に怒る人じゃないのに」

「ユイだってあんなに必死に食い下がることなかったでしょう？　あなたは可か愛わいい割に世間知らずだからね。悪い男に引っ掛けられたのかと思っちゃったのよ」

　ソフィアが口元も隠さずに笑って、ユイがもう一度長い溜ため息いきを吐き出した。

「え……？　えっ……？」

　一人取り残されている夏臣が二人を交互に見て状況を察する。

「えっと……つまり、俺が試されてたってことですか？」

「Correct!　正解ね♪」

　ソフィアが人差し指を立てて笑顔で頷うなずいた。

　その瞬間にどっと疲れが押し寄せて夏臣の身体からだから力が抜ける。

「ソフィー？　夏臣さんは本当にそんな人じゃないから。何も出来ない私を本当にすごく良く助けてくれてるの」

「へぇ。じゃあ、ユイに取って大事な人ってこと？」

「え……大事な人って……いきなりそう言われると……」

　悪いた戯ずらめいた感じでソフィアが尋ねると、ユイが少し驚いてから気恥ずかしそうに瞳を細めて俯うつむく。

　少しだけ迷ってから小さく頷うなずいて、少し赤くなった顔を上げてはっきりと答えた。

「……うん。すごく、大事な人だよ」

　その答えにソフィアがぱちぱちと目を瞬まばたかせてから、感心したように長い息を吐き出して、にこっと夏臣に向かって笑った。

「はぁー、あの人間不信だったユイにここまで言わせるなんてねぇ。やるじゃないナオミ。妬やけるわ。抜き打ちで来た甲か斐いがあったわねぇ」

「……やっぱりわざとだったんですね」

　ニヤニヤと明らかに夏臣をからかっているソフィアの視線に何とかそれだけを言い返す。

　もちろん夏臣だって同じ質問をされたらばユイと同じように答える。

　でも改めてこんなにはっきりとソフィアの前でユイに『大事な人』と言い切られたら、言われただけの夏臣の方が恥ずかしくなって照れてしまうのも致し方がなかった。

「ソフィー、夏臣さんのこと言えなくてごめんなさい。その、何て話したら良いいか分からなくて……」

「ええ、もう良いいわ。ユイがこんなに元気でやってるってだけで十分よ。それを支えてくれてるナオミには感謝しかないわ」

　その話はもう終わり、とでも言うようにユイの頰をそっと撫なでた。

「……ほんの少し前までは、いつ折れてもおかしくないくらい危うかったのにね。ユイはやっぱり日本にいた方が良かったっていうことなのかしら」

　青い瞳を優しく細めて、ほんの少しだけ寂しそうにソフィアが呟つぶやいた。

（この人は、本当にずっとユイを大事にしてきたんだな……）

　たった一晩だけでもユイの顔を見にくるくらいに『お姉さん』なんだなと、その横顔を見て夏臣が素直にそう思う。

　まだ短い付き合いの俺だって、ユイが『他に信頼できる友達が出来たから』と急に離れて行ったら正直寂しい気持ちにもなる。それが何年も一緒にいた家族だったならなおさらだろう。

　そう思うと他ひ人と事ごとには思えず、じりっとした熱が夏臣の胸に込み上げた。

「ソフィアさん。そのカレー、美お味いしいですか？」

「ん？　ええ、ちゃんとしたお店で出てきても文句ないくらいに美お味いしいわよ？」

　夏臣の問いかけに、ソフィアが顔を上げて笑顔でそう答える。

「それ、作ったのはユイですよ。明日、ソフィアさんのために作る練習で」

「……私のために、ユイが？」

　ソフィアが驚いたように夏臣を見て、訝いぶかしげに眉をひそめる。

「隣で作り方は教えましたけど、正真正銘ユイが作ったカレーです。ソフィアさんにちゃんと一人で生活出来てるって所を見せて安心させたいって、心配させたくないからどうしたらいいって相談されたので」

「ユイ……」

　驚きを隠さないままソフィアが隣のユイに顔を向けると、俯うつむいたユイが気恥ずかしそうに頰を赤くしながら首を縦に動かした。

　それを見たソフィアが柔らかく微ほほ笑えんで、もう一度ユイの頰をそっと撫なでる。

「本当に良いい人と縁があったのね。良かったわ」

「だから言ったでしょ？　ソフィーが信じてくれないから」

　二人が顔を見合わせて、ふふっと小さく笑い合う。

（この姉妹が笑ってるところ、めちゃくちゃ絵になるなぁ……）

　優しく微ほほ笑えみ合っているユイとソフィアが見み惚とれるくらいに眩まぶしく見えて、この二人の笑顔の間に自分が居れることがものすごく誇らしく思える。

　するとソフィアが夏臣に向かって身体からだを向け直して、真剣な眼まな差ざしを夏臣に向けた。

　急に変わった雰囲気に夏臣も姿勢を正してソフィアを見返す。

「それで。ナオミは責任を取るつもりはあるのよね？」

「……え？　責任、ですか？」

　何のことかわからずに首を傾かしげる夏臣に、ソフィアが自分の胸元から十字架のネックレスを摘まみ上げて揺らして見せた。

　それはロザリオとも呼ばれるクリスチャンのアクセサリー。

　それを俺にアピールしてどうするんだと夏臣が思いながらまじまじと見つめていると、

「…………あ」

　と、思わず小さな声がこぼれた。

　自分の意図に気付いた夏臣を見て、ソフィアがニッコリと微ほほ笑えむ。

　ソフィアはロザリオを常に首から掛けているほどの敬けい虔けんなクリスチャン。

　おそらくはユイと違って本物のクリスチャン家系で、貞操観念も敬けい虔けんなキリスト教徒に準じてると仮定するならば──。

　その時、香か澄すみが夏臣の家で泥でい酔すいしていた時の愚痴を思い出す。

『今どき処女信仰ってバッカじゃない？　結婚するまでは婚前交渉は言語道断、キスも手を繫つなぐこともＮＧって、きょうびそんなんで結婚出来るわけないっしょ!?　そんな女いたらネット上で晒さらされて笑われるわ！　そんならあたしをマリア様みたいに処女受胎させてみろっつーの！　そしたら死ぬまで神様信じてあげるわアハハッ！　ちくしょー！　ああぁあぁあぁぁあたしも彼氏欲ほしいぃいぃぃ───っっっ!!』

　へべれけになった従姉が知りたくもない情報と共にぶちまけていた話。

　若いクリスチャンの間では大昔の笑い話で聞くこともある程度の話だったが、目の前のソフィアの目を見ると、信じられないほどに本気の目をしていた。

「ナオミは、責任を取る覚悟は……あるのよね？」

　ソフィアの目の奥は全然笑っておらず、さっき睨にらまれた時よりも迫力があって恐ろしい。

（これはマジだ……！　めちゃくちゃマジなやつだ……！）

　常識的に考えれば夏臣はユイに対して責任を取るようなことは何もしてない。

　それこそ神に誓ってもいい。

　けども真正のクリスチャンが相手だとしたら、うちで二人で晩御飯を食べてることはおろか、猫カフェに行ったことすらも糾弾されかねない。

　あまつさえ本人の口から『大事な人』とまで言われていたら、一般的なレベルで例えるならば『傷物にした』くらいの感覚に近いだろう。

　そんなことは全くないし言いがかりも甚だしいが、宗教上の都合と言われたらばそれ以上何も夏臣からは言い返すことは出来ない。

　どう返答するべきかとユイを見ると、極限に不安そうな青い顔で夏臣を見つめている。

　ダメだ、あの様子じゃユイはまったく頼りに出来ない。

（覚悟……覚悟があるかないかと言われたら────）

　夏臣が目を閉じて深呼吸をしてから意を決して目を開く。

「あります。覚悟は、あります」

　ソフィアを真まっ直すぐに見返して、はっきりとそう答えた。

「へえ……」

　ソフィアの青い瞳がスッと細くなる。

　その感情が読めないが、それでも目を逸そらさずしっかりとソフィアを見て夏臣が続ける。

「覚悟は持っています。ユイに友達になろうって話した時に、ちゃんと」

　夕食を共有しようとユイに提案した、あの時に決めた覚悟。

　ソフィアが言っている意味での覚悟とは違うのかもれない。でもユイが望まない限りは、俺からこの手を放すつもりはないと決めて踏み込んだ覚悟は、ある。

　だからソフィアの意図とは違うかもしれないが、夏臣なりの責任ならばちゃんと取るという覚悟ではっきりとそう答えた。




「…………ふぇ？」




　ユイの顔がボッと真っ赤に茹ゆで上あがった。

　半開きの唇を震わせながら、今にも泣き出しそうに瞳を潤ませている。

[image: ]

「い、いや違くてな!?　下心的な意味じゃなくて、ユイがもう良いいって言うまで面倒を見る覚悟っていう意味でな!?」

「そ、そうですよね!?　わ、わかってます、わかってますから大丈夫です！　私の方こそ何かごめんなさい！　わかってますけどごめんなさい!!」

　夏臣とユイが顔を真っ赤にしながら、立ち上がってお互いに必死でまくし立て合う。

　それを見ていたソフィアが声を上げて爆笑した。

「あははっ！　あなたたちほんっと可か愛わいいわねぇ、あはははっ！」

　あまりに見事な笑いっぷりにユイがぽかんとしていたが、すぐにソフィアにからかわれたことを理解して泣きそうな顔でソフィアを睨にらみつける。

「ソ、ソフィ～っ……！」

　が、実姉はそんなユイに遠慮することなく笑い転げていた。

　夏臣も力が抜けて、怒る気力すら湧かずに椅子に背中を預けて半笑いで宙を見上げる。

「ごめんね、ちょっと嫉けちゃったから意地悪したくなっちゃってさぁ。今時クリスチャンだからってそんな考え方の人は少ないから安心してね？　まぁナオミがそれだけの覚悟持ってくれてるなら姉としては安心なんだけど、あはははっ」

「そうっすか……安心なら何よりです……」

　言い返す気力もツッコむ気力もなくソフィアに笑われるがまま夏臣が空笑いで返すと、ソフィアが身を乗り出して、燃え尽きている夏臣に耳打ちをするように顔を寄せてニヤリと笑う。

「だから、ユイの同意さえあるなら、何しても私は文句言わないわよ？」

「ソフィ！　だからそういうの本当に止めてってば！」

「ほんっと可か愛わいいわねユイってば。お～よしよし、あーカレーが美お味いしいわぁ♪」

　涙目で怒るユイを尻目にソフィアが笑いながらカレーを頰張る。

　夏臣はもうどうにでもして下さいという気分でテーブルに肘を突いて眉間を押さえていた。

「あ、ナオミ。これっておかわりもらえたりする？」

「結構あるんで、いくらでも好きに食べて下さい……」

「ちょっとソフィ、聞いてる!?　ねぇ!?」

　その後もソフィアは夏臣とユイを肴さかなにしながら、上機嫌でカレーを頰張っていた。




　　　◇　　　◇　　　◇




　そして翌日の土曜日の昼前。

　夏臣とユイはソフィアを見送りにマンションの外に出ていた。

「見送りなんて良いいのに。急に押しかけたのは私の方なんだし」

　ソフィアの手荷物は小さなクラッチバッグがひとつだけ。

　旅行の荷物はマネージャーに預けてあるとのことで、持ち物の少なさから本当に強行軍で来たんだなということが分かった。

「本当に一晩だけのために時間を作って来たんですね」

「可か愛わいい妹が心配だったからね。無理矢理予定こじ空けたから、これで撮影に遅れたら大目玉を喰くらっちゃうわ」

　ソフィアが肩を竦すくめながら舌先を出しておどけて見せる。

「次に来る時はちゃんとした日程教えてね。歓迎する準備もあるんだから」

「はいはい、わかったってば。もう抜き打ちで来る必要もなさそうだしね」

　ソフィアに昨晩に会った時のような鋭い視線はどこにもなく、明るくて真まっ直すぐな太陽のような笑顔をユイに向けている。

　きっとこっちが本来のソフィアなんだろうなと思いながら、夏臣もソフィアとユイのやり取りを眺めていた。

「私は撮影スタジオの住所調べるから、ユイはタクシー拾って来てくれる？」

「わかった。じゃあここで待っててね」

　ユイがタクシーを拾いに足早で大通りへと向かう。

　その背中にソフィアが目を細めながら、隣の夏臣に向かって口を開いた。

「ユイはイギリスにいた時と雰囲気が全然変わったわ。表情が柔らかくなってよく笑うようになった。きっとナオミのお陰ね」

　ソフィアが小さく笑いながら夏臣に顔を向ける。

「昨晩、ユイから寝る前に色々と聞かせてもらったけど、正直なところ楽しそうで妬やけたわ」

　ソフィアが自分のスマホ画面を夏臣に見せると、そこには猫カフェで撮った猫まみれになってる二人の写真。

「ちょ、それは……！」

「すっごく良いい写真よねぇこれ。ユイはめちゃくちゃ渋ったんだけど、すっごく気に入っちゃったから無理矢理送らせたわ」

　片目を閉じて見せるソフィアに、きっとユイも必死で抵抗したけど無駄だったんだろうなぁと察して、ユイの泣きそうになってる顔がまぶたに浮かんだ。このお姉さんにぐいぐい来られたら俺もまったく勝てる気がしない。

　そんな夏臣の胸中など気に留とどめず、ソフィアがその写真に優しく瞳を細める。

「……ユイを日本に留学させること、本当はすごく迷ったわ。だって生まれた国とは言え、十七歳の女の子を突然一人で暮らさせるのよ？　酷ひどい姉だと言われてもおかしくないと思うわ」

　ソフィアがその時のことを思い出すように表情を曇らせる。

「本当なら私も付いて行ってあげたかった。でも私はユイを守るためにも、ヴィリアーズ家に残らないとダメだと思ったから……」

　穏やかな優しい声で、他に選択肢がなかったことを悔やむようにソフィアが呟つぶやく。

「もしかして、家とか家具の手配もソフィアさんが？」

「ええ。せめて生活に不自由させないようにって思って。仕送りには最低限しか手を付けてくれてないみたいだけどね」

　眉を下げながら困ったように肩を竦すくめて見せる。

　ユイの部屋にある最新家電やブランド食器は全部ソフィアの手配だったと聞くと、あの取とり揃そろえも全て腑ふに落ちて納得がいく。

　初めて見た時は『やっぱりお姫様は違うんだな』と思っただけだったが、あれがせめてもの姉心だったと聞くと夏臣の胸がぎゅっと締め付けられる。

「ウチは下らない血統を気にする家系だから、ユイは妾めかけの子って疎うとまれてたの。だから私一人でユイを庇かばったところで何も変えられなかったわ」

　薄い微ほほ笑えみの中に申し訳なさを滲にじませてソフィアが目を細める。

「ソフィアさん以外に、ユイのお父さんは味方じゃなかったんですか？」

　ソフィアの言葉の中に違和感を感じて夏臣が聞き返す。

　以前にユイは『ユイのお母さんが亡なくなったからイギリスの父親の下に引き取られた』と言っていた。それなら父親も味方だったはずではと、ずっと思っていた疑問を口にする。

「ええ、味方ではあるわ。そうじゃなかったら私一人で留学手続きなんて出来なかったしね」

「味方『では』ある？」

　曖昧な含みを持った言い方に夏臣が眉をしかめると、ソフィアが薄い笑みを浮かべたまま視線を夏臣に向けた。

「父はユイが生まれたことを知らなかったのよ。だからユイと父の関係は普通の父娘おやこの関係とは違うの」

「……え？　ユイが生まれたことを知らなかったって……」

　余りに予想外だった返事に夏臣が言葉を失う。

　突然の話が上う手まく吞のみ込こめずに戸惑う夏臣に、ソフィアが眉を下げて微ほほ笑えむ。

「ユイも詳しくは話をしてないのね。少し込み入った話になるけど聞いてくれるかしら？　いえ、ユイが信頼するナオミだからこそ話しておきたいの」

「……はい、聞かせて下さい」

　ソフィアの真剣な眼まな差ざしに佇たたずまいを直して、その青い瞳をしっかりと見返して夏臣が頷うなずく。

　それを見たソフィアも笑みを浮かべて夏臣に頷うなずき返して口を開いた。

「私の母も、私が生まれた時に亡なくなっているの。そして父が仕事で日本へ滞在している時にユイのお母さんと出会って、お互いに将来を誓い合ったと聞いているわ」

　ソフィアが父親本人から聞いた話を思い出しながら、癖のある長い髪を搔かき上あげて眉をひそめる。

「でもヴィリアーズ家の下らない面めん子つで二人は無理矢理引き離された。だけど実はもうその時にはユイは母親のお腹なかの中にいたの。でもユイのお母さんは父にはそれを言わずに別れて、一人でユイを産んだのよ。だから父はユイのお母さんが亡なくなってからユイの存在を知ったのよ」

「なるほど、そういうことだったんですか……」

　それを聞いてソフィアが『普通の父娘おやこの関係ではない』と言っていたことを理解した。

　夏臣が思っていた以上に複雑な家庭事情と経緯に黙って耳を傾ける。

「父はユイのお母さんが亡なくなった後、ユイの存在を知ってすぐに引き取ったわ。でもお母さんを失なくしたばかりの六歳の子供が、突然現れた父親に言葉も通じない場所に連れて行かれて、親族中からは妾めかけの子として疎うとまれて。そんな状況でまともにいられる訳がないわよね」

　自嘲するような微ほほ笑えみで、ソフィアが微かすかな笑い声をくすぶらせた。

「父は忙しい人だから話す時間もろくに取れなかったし、今になって思えばヴィリアーズ家の人間としてのしがらみもあって、ユイを引き取るだけで精一杯だったんだと思うわ。だから父とユイは今もすれ違ったままなのよ」

　ソフィアがわざわざ『味方ではある』と言った理由。

　ユイから父親の話は一度も聞いたことがなかったのは、そういう関係性だったからだと今になって夏臣も理解した。

「そんな中、ユイがヴィリアーズ家での立場を失う決定的な事件が起きたの」

　表情を引き締めたソフィアが声色を少し硬くした。

「ユイって歌がとても上手なのよ。それはもう信じられないくらいに。だから私が地元で催されるイースター礼拝の聖歌隊に推したの。ヴィリアーズの家系はみんなクリスチャンだから、あの歌を聞かせたら何かが変わるかも、と思ってね」

「イースター礼拝の、聖歌隊って……」

　前に教会でユイが口ずさんでいた讃さん美び歌かが夏臣の頭に過ぎる。

「『救いの主は』……ですか？」

「そうね、イースター礼拝の定番曲。ちょうど去年の今頃かしら」

　夏臣の呟つぶやきにソフィアが眉をひそめながら遠くを見るように頷うなずいた。

　まさかあの時に聞いた讃さん美び歌かがその事件に関わっていたとは思わずに夏臣が息を吞のむ。

　事実として、あの時にユイが軽く口ずさんでいただけの歌でも素晴らしかった。だからソフィアが何かを期待したことは夏臣にも十二分に理解出来る。

　敬けい虔けんなクリスチャン家系ならなおさらその凄すごさも伝わるだろうし、ユイの見方を変えてくれる人も現れるかもしれないと、そう思っても何も不思議はなかった。

「でも、よくそんな状態でユイが聖歌隊を引き受けましたね」

　いくら歌が好きだとしても、その状況で望まれてもいない聖歌隊などユイが歌いたがるわけがない。

　夏臣の意図を酌くみ取とったソフィアが眉を下げて苦笑いを浮かべる。

「当然嫌がったわよ。でもユイの立場を少しでも良くしたかったから、私が強引に勧めたの。結果としてはもっと酷ひどいことになってしまったけれどね」

「ユイがヴィリアーズ家にいれなくなるほどの、ですか？」

　痛ましく表情を歪ゆがめながら、ソフィアが微かすかに首を縦に動かした。

「馬鹿な親族連中がグルになって、当日に讃さん美び歌かを変更したのよ。ユイに恥をかかせるためだけにね。当然、楽譜もユイのものだけは変更前のままでね」

　苛いら立だちを隠さず、ソフィアが吐き捨てるように呟つぶやいた。

「……それ、本当ですか」

　それはあまりに酷過ぎる話で、思わず夏臣の口からも声が零こぼれた。

　多くの教徒で埋まった礼拝堂の中で、練習していたものと違う伴奏が急に流れたら混乱で頭が真っ白になるだろう。

　ユイのレベルなら、楽譜さえあればその場しのぎでごまかす程度には歌えるかもしれないが、ご丁寧にそれすらも出来ない様に仕組まれていた。

　貴族出の聖歌隊員がひとりだけ壇上で何も出来ず、ただ青い顔で立っているしか出来ない時間。その時間がどれほどの地獄で、下らない馬鹿どもの腐った嘲笑が向けられていたのか、オルガン奏者として礼拝に参加している夏臣には簡単に想像が出来た。出来てしまった。

「たかがユイ一人を貶おとしめるためだけに、そんなことまでするのかよ……」

　余りの怒りで逆に夏臣の血の気が引いていく。

　そんなことになれば、関係のない親戚や参列者からも家名を貶おとしめたと謂いわれのない中傷もあっただろう。

　その末にどれだけユイの居場所が狭められたか、心が削られたか。周りに味方がいない状況で、年とし端はもいかない女の子一人を寄ってたかってどれだけ傷つけたのか。

　思わず苛いら立だった声が漏れて、夏臣が手のひらを強く握り締める。

「だから私が父にユイを日本へ留学させる提案をしたの。あのままではユイが壊れてしまうと思ったから」

「ソフィアさん……」

「……そこから逃がすことしか出来なかった、情けない姉よね」

　自分の無力さを嘲るように、ソフィアが寂しそうに目を伏せた。




『歌えないです、私は。人前で歌う自信は持てません』




　教会で聞いたユイの声が頭の中に浮かぶ。

　あの時に俺が聞いたのは歌えなかった歌、ユイが歌うことすら出来なかった讃さん美び歌かだった。

　あの時の諦めたような、憧憬するようなユイの儚はかない微ほほ笑えみはそういう理由だったと、今さらになって理解出来た。

『金を稼ぎたいなら聖歌隊の仕事をすれば』などと、能天気に言ってしまった自分が酷ひどく腹立たしくて俯うつむく。

「くす。ナオミは本当にユイのことを大事に思ってくれてるのね」

「……え？」

「そんな風に自分のことみたいに怒ってくれる人なんて、そうはいないから」

　茶化すような視線ではなく、穏やかな微ほほ笑えみを浮かべてソフィアが夏臣を見ていた。

　思わず熱くなってしまっていた自分をソフィアに見られていたことに気付いて、気恥ずかしそうに夏臣が顔を逸そらす。

　ソフィアが小さく笑いながら夏臣に真剣な眼まな差ざしを向けた。

「ユイはここで変わろうとしてるわ。だから妹のことをお願い。何か困ったことがあった時は私もすぐに駆けつけるわ」

　夏臣の手を取ると、ソフィアが折り込んだメモを握らせる。

　そこには携帯の番号とメールアドレス、メッセージアプリのＩＤが書いてあった。

「私の連絡先を知りたがる男は腐るほどいるけど、普通は教えないからね？　だからそんな怖い顔しないの。ユイが心配するでしょう？」

　ソフィアが少しおどけた様子で夏臣の鼻の頭をちょんと突つくと、自分でも知らず強こわ張ばっていた夏臣の表情が解ほぐれる。

「ナオミのこと、頼りにしてるから。ま、別に用がなくても連絡してもいいわよ？　返信は期待しないでくれるならね」

　満足そうな笑顔でソフィアが自信満々に髪をかきあげる。

　何気ない仕草でも自然と様になっていて流石さすがはプロだなと思いつつ、自分のことを認めてもらえてることが嬉うれしくて頷うなずいて応えた。

「光栄です、ありがとうございます。ユイのことは任せて下さい」

「ええ、よろしくお願いするわ」

　ソフィアが笑顔で頷うなずくとちょうどユイが小走りに戻って来て、その後ろから現れたタクシーが夏臣たちの前で停車した。

「ソフィーごめんね、なかなかタクシーが通らなくて」

「全然。ちょうど良いいタイミングだったわ。ありがとね」

　そしてソフィアが戻って来たユイに一歩近づくと、ユイをぎゅっと抱き寄せて耳元で呟つぶやく。

「頑張ってね、ユイ。何かあったらすぐに連絡するのよ？　すぐに飛んでくるから」

「うん、分かってるから大丈夫だよ、ソフィー。心配しないでね」

　ユイもソフィアの背中に手を回してしっかりと抱き返すと、ソフィアを迎えるようにタクシーの後部座席のドアがガチャリと開く。

「ナオミも見送りありがとう。じゃ私は行くわ」

「はい。次はちゃんと歓迎の準備をしておきますので」

「ええ、期待してるわ。またね」

　ソフィアが夏臣に片目を閉じて見せてから、タクシーの後部座席に身体からだを滑り込ませる。

　ソフィアが目的地を告げるとエンジンを唸うならせてタクシーが発進する。

　後ろの窓から振り返って手を振るソフィアに、夏臣とユイも車が見えなくなるまで手を振って見送った。

　タクシーが完全に見えなくなった後、ユイが困ったように微ほほ笑えんで見せる。

「夏臣さん、色々と騒がしくてすみませんでした」

「いいや、良いいお姉さんだな。ちょっと賑にぎやか過ぎるけど」

「そうですね。ちょっとマイペースですけど、とても良いい姉です」

　ユイが可お笑かしそうにくすくすと笑って、小さな手をぱんと合わせる。

「せっかくですし、今日はこのままお昼もご一緒しませんか？」

「そうだな、せっかくだしな。何かユイの食べたいものはあるか？」

「そしたら簡単なものにして、また隣で作り方を教えてもらいたいです」

「お、ユイもついに料理の楽しさに目覚めたか？」

「美お味いしいって食べてもらえるのが嬉うれしかったので、私も夏臣さんに作ってあげられるようになりたいなと思いまして」

　ユイが小さく握りこぶしを作って気合満々のポーズを見せた。

　俺が想像していた以上に苦しい経験をしていても、今はこうやって明るい笑顔を見せてくれていて、ユイが自分で口にしたように変わろうとしている。

　つらい過去を変えることは出来ないけども、この先でユイが笑っていられるように手助けをするくらいは俺にも出来るはずだ。そう思うと自然に夏臣にも笑みが浮かぶ。

「じゃあそんな日が来ることを期待して、スーパーに向かいながら何作るか決めるか」

「はい、お天気も良いいですしそうしましょう」

　ユイも夏臣と同じ様に微ほほ笑えんで頷うなずき返す。

　夏臣もソフィアと約束したこと以上にユイには笑っていてほしいと思う。

　だからそのために自分に出来ることは何でもしてあげたいと改めて思いながら、良く晴れたお日様の下、二人で肩を並べながらのんびりとスーパーへと向かって歩き出した。
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　翌日、日曜日の昼下がり。

　夏な臣おみの部屋のキッチン前でユイが固唾を吞んで夏臣を見上げる。

「ど、どうでしょうか……？」

　ユイの手元のフライパンの中にはよく出来たスクランブルエッグ。

　俺は出だ汁し系の卵焼きももちろん美お味いしいと思うけども、こういう甘い味付けの炒いり卵たまごも好きではある。

　なので、どうと聞かれれば味については何の問題もなくグーサインを出せる。だけれども。

「オムライスの卵としてはゼロ点としか言えないなぁ」

「やっぱりそうですよね……すみません……」

　隣には夏臣がお手本として焼いた、見事にアーモンド型に形成された卵焼き。当然のように焦げなどなく美しい黄金色で、揺らせばぷるんと揺れる理想的な焼き加減だ。

　比べるまでもない出来にユイが溜ため息いきを吐いて肩を落とした。

「やっぱり私ごときが夏臣さんに料理を振る舞うなど、分をわきまえろということなのでしょうか……」

「こんなもん慣れだ慣れ。ほら、もっかいやるから見てろって」

　夏臣が器用に片手で卵をひとつボウルに割り入れると、砂糖と牛乳を少し混ぜてからチャッチャッチャと小気味よい音を立てながら手早く混ぜ合わせる。

　フライパンにバターを溶かして溶き卵を流し入れてからユイの作ったスクランブルエッグを混ぜると、フライパンの持ち手をトントンと叩たたいてアーモンド型に形成していく。

「えっ、えぇっ……!?　すごい、すごいです夏臣さん……！　私の作ったスクランブルエッグがあっという間に……！」

「ユイは本当に良いいリアクションしてくれるなぁ」

　微ほほ笑えましいユイを横目に、用意していた鶏とり肉にくケチャップライスの上に載せて、楕だ円えん形の卵に包丁を入れると、ぱっくり割れた卵から中身がとろーっと垂れてオムライスが完成する。

　ちなみにユイの作った方はやや炒いり卵たまご風になるが、食べる分には何の問題はない。

「はいよ、お待ちどうさん」

　夏臣が作った方をユイの席に置く。

「あ、いえ、私は自分が作った方で……」

「ちゃんとした完成品を食べるのも勉強だからな。それに自分で作ったものより、誰かが作ってくれたものの方が美お味いしいもんだ」

　夏臣の言葉を反はん芻すうするようにユイが手をあごに当てて考え込むと、申し訳なさそうな上目遣いを夏臣に向けて首を傾かしげた。

「オムライスではない何かになってしまった私のでも、ですか？」

「そこは気持ちの問題だから大丈夫」

　既に作り主にオムライスではないと断言されている可哀相かわいそうな料理をスプーンで口に運ぶ。

「うん、美う味まい。味はちゃんとオムライスだ」

　少しだけ焦がし目に炒いためたケチャップライスに追加の卵の半熟加減がちゃんと絡からんで、口の中で全てを一体化させてくれている。

　見た目が多少悪かろうが店の商品という訳でもないので気にもならないし、味は損なわれていないので十分。

　満足げに食べてくれる夏臣を見てユイが胸を撫なで下おろしつつ、自分も夏臣の作ってくれたオムライスを口に運ぶ。

「んん～、夏臣さんの味付け本当に最高ですね……！」

　幸せそうに頰を押さえながらユイが首を縦にこくこくと動かす。

　相変わらず子供っぽくて素直な可か愛わいいリアクションが微ほほ笑えましくて、こういう休日の過ごし方も良いいなと思う。

「あ、ソフィに送る写メ撮るの忘れてました。流石さすがに一口食べちゃったものはお行儀悪いですよね……」

　ユイが眉をひそめながらスプーンで抉えぐれたオムライスを見て呟つぶやく。

　ソフィアからの命令でユイの私生活の写メを送れと命令されたらしく、ユイ自身も「それでソフィーが安心するなら……」と渋々ながら了承して、こまめにこういう写真を撮るようになっていた。

「でもそれならユイが作った方を送らないとだろ。スプーンを入れてない逆からアップで撮ればごまかせそうだけど」

「いえ、私の作ったものは綺き麗れいに出来るようになってからにしましょう」

「それで良いいのか」

「それで良いいのです」

　さも当然のようにユイが答えるので、それならそれで良いいのかと思いつつ夏臣の作ったオムライスを撮影するユイを見守る。

　まぁソフィアがそれで納得するならと思いながら夏臣がオムライスにスプーンを入れようとしたところに、ヴヴヴと夏臣の携帯がソフィアからのメッセージを受信する。

『ナオミの作ったものはいいから、ユイが作ったの送ってよ』

「あっ、ちょっと夏臣さん！　だめですってばぁ！」

　夏臣が目の前の不格好なオムライスの写真を撮ってソフィアに送ると、ユイがイジけたような顔でむくれた。

　実は夏臣もソフィアから同じくユイの写メを送って欲しいと頼まれていて、出来る範囲でならという約束で了承していたのでちょうど良かった。

「ま、今後の伸びしろがあるってことで、上達した時には笑い話になるだろ」

「それはそうなんですけど……でも、ソフィーの前と夏臣さんの前では違うと言いますか……」

　頰を赤くしたユイが唇を尖とがらせながら言葉尻を濁す。

　普通なら家族の前の方がカッコ悪いところを見られることに抵抗がないと思うが、イギリスの実家では気を緩められなかった反動なのかもしれない。

　実の姉であるソフィアよりも気を許してもらえてるのは嬉うれしい……けども。

　こほん、と夏臣がのどを鳴らす。

「その言葉遣いも、もうそろそろ良くないかと思うんだけどな」

　夏臣がそう提案すると、ユイが青い瞳をぱちぱちと瞬まばたかせて首を傾かしげた。

「言葉遣い、ですか？」

「お姉さんには敬語じゃなかっただろ」

「あ……そう、ですね……それは……」

　以前にユイが癖だからと言っていたけども、やっぱり意識して使っていたんだなと思うと少しだけモヤっとするものがあった。

　別に敬語が嫌な訳ではないけれども、でも俺の前ではもっと気楽にいて欲しいと思うので、改めてそこの提案をしてみる。

「ユイもそっちの方が楽だろ？」

「あ、いえ……今は気を張って敬語を意識している訳ではなくてですね……」

「ではなくて？」

　ユイが言葉尻を濁して俯うつむくが、夏臣もそこで退かずに続きを促す。

　もちろんユイのことを思って言ってるのは、噓うそではない。噓うそではないんだけども……正直なところ、俺はまだ信頼され切ってないのかと言うところと、ソフィアは実姉とは言え、少し嫉ける部分もあった。

　そんな多少の私情も挟みつつも今回は譲らずにユイを見据えていると、夏臣の様子を窺うかがっていたユイが諦めたように長い溜ため息いきを吐き出した。

「わ、わかりますた……がんばる、ます……ので……」

「……いや、そこまで日常会話に支障来たすならいいんだけど」

「い、いえ、無理ではないのです……！　ないんだけど……！」

「けど？」

　妙に切羽詰まった感じの様子で、ユイが眉を寄せながら口元を両手で隠して呟つぶやく。

「……今、敬語じゃなくなったら、歯止めが効かなくなってしまいそうで」
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　耳まで真っ赤にしながら、細めた瞳を潤ませて恥ずかしそうに視線を逸そらした。

　本人も無意識の女の子らしい仕草に、夏臣の心臓がぎゅっと摑つかまれたように跳ねて体中がじわりと汗ばんでくる。

（おいおい、可か愛わい過ぎだろ……）

　この動揺をユイに悟られないように目を逸そらして、夏臣も静かに深呼吸を繰り返す。

「い、いえ、あの、変な意味じゃなくてですね……!?　今でも夏臣さんには十分甘えっぱなしなわけで、それが自分でも止めらなくなってしまいそうって意味でして……!!」

　顔の前で両手をぶんぶんと振るユイを見て、夏臣も眉間に力を込めて何とか我を保つ。

　いくらユイが可か愛わいくてもここで退くことは出来ない。ユイのために。そうユイのために。あくまで俺の気持ちは少しだけであって、ユイのために。

　自分にそう言い聞かせながら深呼吸をしてユイに顔を向ける。

「そんなの今更だろ？　俺は別にそんなの気にしないでいいし」

「それは、そうなんですけど……あ、違う、そうだけど……」

　ユイが肩を縮こまらせながら、湯気が出そうなほど赤い顔を下に向けて言葉を濁す。

　夏臣も「んんっ」とわざとらしく咳せき払ばらいをしながら、自分を落ち着けて続ける。

「言っても俺たち、まだ知り合って二週間程度だけどさ。でももっと仲良くなりたいっていうか……その、お姉さんには普通に喋しやべるのにって思ったら、ちょっと羨ましいし……」

「夏臣、さん……」

「一応、まぁその……覚悟もあるって言ったろ？　だから出来るならもっとユイとは仲良くなりたいっていうか……」

「覚悟って……ソフィーに言った……」

　夏臣が宣言した覚悟を思い出して、ユイが耳の先から首まで真っ赤にしたユイが目を丸くして顔を伏せる。

　夏臣も口を真一文字に引きながら痒かゆくもない鼻頭を何度も搔かいて、つい本音を口に出してしまった恥ずかしさを必死に堪える。

　二人がそれぞれ思い思いに苦しい時間を耐え忍ぶと、ユイが意を決したように小さく頷うなずいた。

「……ちょっとだけ、待って……ね……」

　そう呟つぶやいたユイが目を伏せてゆっくりと深呼吸をする。

　一回、二回、三回目は深く深く長く長く。

　ゆっくりと息を吐き切ってから、まだ赤さの残る顔を上げて、しっかりと夏臣を見た。

「……私も、もっと夏臣と仲良くなりたいって思うから……頑張るね？」

　恥ずかしそうにはにかみながら、それでも顔を逸そらさずに夏臣に向けて微ほほ笑えんで見せる。

「ユイ……」

　さらに予想外の追い打ちに、今度は夏臣の方が耳まで赤く染まった。

　だいぶ見慣れた感はあるものの、そもそもユイは桁違いの美人なのだ。

　冷静に考えて、そんな子に照れながら『仲良くなりたいから頑張る』なんて言われて可か愛わいくないはずがない。

　さり気なく名前に『さん』付けを止めてくれたことも、今になってじわじわと夏臣を蝕むしばんでユイの顔が見れなくなってしまう。

「くす、夏臣もそんな顔して照れることあるんだね？」

「……ユイだって照れてるんだから同じだろ」

「そうだね。お互い様だ」

　まだ少し頰を赤くしながらも、ユイが楽しそうな笑い声をこぼす。

　それを見て夏臣からも笑い声がこぼれた。

「ま、とりあえずメシを食おうか。冷めて固くなっちまったらもったいないし」

「賛成。改めていただきます」

　お互いにごまかすような照れ笑いを浮かべながら、少し冷めた甘めのオムライスを思い思いに頰張り合った。
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「あ、もうこんな時間か」

　本気のキッチン大掃除に精を出していた夏臣が顔を上げる。

　窓からはだいぶ傾いた夕ゆう陽ひが射さし込こんでいて置時計は十七時を表示している。

　ユイとオムライスを食べてたのが昼過ぎだったはずなので、夏臣がキッチンの掃除を始めてから数時間が経過していることになる。

　水みず垢あか落としや漂白、除菌などキッチンをぴかぴかに磨くのは気持ちが良いいので、定期的に行っている夏臣の習慣だ。

　その間のユイと言えば、いつもの食卓の上で締まりのない笑顔を浮かべながら、夏臣のノートパソコンで猫動画ツアーに浸っていた。

　一点の曇りもなくぴかぴかに磨き上げたキッチンを見下ろして、夏臣が満足げな吐息を鼻から吐き出すとテーブルに突っ伏しているユイに声を掛ける。

「ユイ、そろそろ晩飯の買い物に行くか？」

「……あ、うん……そう、だね……」

　途切れ途切れの元気のない返事が返って来て、ユイがのそりと重そうに身体からだを起こす。

　ぼーっと、まどろんだような眠そうな様子で、心なしか横顔が赤みがかって見える気がする。

「どうした、眠いのか？」

「うん……眠い、わけじゃないんだけど……」

　ユイがテーブルの上に肘をついて額を押さえる。

　明らかにおかしいその様子を見て、夏臣がユイの隣にしゃがみ込む。

「悪い、ちょっと触らせてもらうぞ」

　ぼーっとしてるユイの前髪を避けて小さな額に手を添えると、明らかに熱い。

　ユイの白い肌が火ほ照てったように赤みを帯びて、じわりと汗ばんでいた。

「……これ絶対に熱あるぞ。ちょっと待ってろ」

　夏臣の机の引き出しから体温計を取り出してユイに手渡す。

「あ……うん、ちょっと……測ってみるね……」

　いまいち視線の定まらないユイが、体温計を片手におもむろにシャツを捲めくったので夏臣が急いで視線を逸そらす。

（……これはもう明らかに普通の状態じゃないな）

　あまりの不意打ちに、少しだけ見えてしまったお腹なかの肌色を必死に忘れようと夏臣が首を振って雑念を払う。

　ユイが気け怠だるげな息を浅く吐きながらぼうっとしていると、ピピピと体温計が鳴ってまたさっきと同じ様にシャツを捲めくって体温計を取り出した。

「三十八度三分って……結構な熱だぞこれ。大丈夫か？」

「うん……何か、調子悪いかなぁとは……思ってたんだけど……」

　ユイがにへらと力の入っていない苦笑いを浮かべて、怠だるそうに項うな垂だれた。

　明らかに身体からだにも力が入っておらず、ゆらりゆらりとふらついている。

　慣れない日本での一人暮らしやお姉さんの抜き打ち来訪が終わって、緊張感が抜けたタイミングで疲れが出たのかもしれない。

「少し横になった方が良いい。歩けるか？」

「う、うん……だいじょうぶ……あっ！」

　立ち上がろうとして、転びそうになったユイの背中を夏臣が受け止める。

「っと、大丈夫か？」

「ごめんなさい……ちょっと、歩くの……無理かも……」

　力の入らない身体からだでユイが困った微笑を浮かべる。

（この状態じゃ一人でほっとくわけにもいかないよな……）

　まともに歩くことも出来ないような状態で部屋に戻らせても、飲み物を取ることすらままならないし、何かがあった時に助けを呼ぶことが出来るかも心配だ。

　かと言って自分がユイの部屋で看病で付き添ってるのもどうかと思うし、どうしたものかとひとしきり悩んでから現状の最善策を結論付ける。

「俺のベッドで悪いけど、少し回復するまでウチで横になってろ」

「え……でも、それじゃ……夏臣に迷惑が……」

「この状態で一人にする方が心配だ。ユイもそれでいいな？」

「うん……ごめんね、ありがとう……夏臣……」

　今はユイが判断できるタイミングではないし、これが一番ベターな選択肢だと強引に説得すると、ユイが安心したように柔らかく微ほほ笑えむ。

　こんなふらふらな状態のユイに下心を湧かせられるほど下げ衆すくはないし、ユイに顔向けできなくなるようなことは絶対にあり得ないと断言出来る。

「じゃあ……甘えちゃっていいかな……？」

「当たり前だろ。こんな時にまで気を遣おうとするな」

　夏臣の部屋は大きなワンルームなのでキッチンと逆奥にベッドが置いてある。

　ユイに肩を貸しながらベッドまで辿たどり着つくとゆっくりと腰掛けさせた。

「これが風邪薬と氷ひよう囊のう替わりの冷え冷えシートな」

　薬と額に貼る粘着シートを渡すと、ぼーっとした顔でユイが首を傾かしげた。

「ひえひえしーと……？　ごめん、どうやってつかうのかな……」

「分かった、貼ってやるからちょっとじっとしてろ」

　今のユイに説明するより早いと思って、小さな額に冷え冷えシートを貼り付ける。

　するとすぐにユイの表情が綻んで柔らかく微ほほ笑えんだ。

「はぁ……つめたくてきもちいい……」

「だろ。氷ひよう囊のう代わりの便利なアイテムだ」

　気持ち良さそうに微ほほ笑えむユイに水を渡して薬を飲ませると、そのまま横にならせて肩口まで布ふ団とんを掛ける。

「少し眠れそうか？」

「うん、だいじょうぶ……お布ふ団とんから、夏臣の匂いがして……とっても安心する匂いがするから……」

　熱に浮かされながら目尻を下げて表情をほころばせる。

　かすれた小さな声と弱々しい微ほほ笑えみがやたらと甘くて可か愛わいらしいが、そんなことを思っている場合じゃないと軽く自分の頰を叩たたく。

「薬が効いて来たら楽になるから、そのまま少し眠れ」

「ん……そうする……ありがと、夏臣……」

　微ほほ笑えむユイに穏やかな声でそう伝えると、すぐにユイがうとうととまどろみ始める。

「ユイが寝てる間はリビングとの仕切り戸を出しとくから安心して寝ててくれ。何かあったら隣にいるから」

　そう言って夏臣がベッド脇から立ち上がろうとすると、夏臣のシャツの裾がユイの手に摑つかまれて引き留められる。

「ごめん、夏臣……もうすこしだけ、ここにいてくれないかな……？」

　ユイが身体からだを起こして不安そうな上目遣いを夏臣に向けた。

　高熱のせいか薄青色の瞳が潤んでいて、ユイがやたらと弱々しく見える。

「不安で、おねがい……もうすこしだけで、いいから……」

　今にも泣き出しそうなくらい顔をしかめて、すがるようにユイが夏臣のシャツを引く。

「ユイ……」

　普段は見せない弱々しく怯おびえた姿に胸が締め付けられて、夏臣がもう一度ベッドの脇にしゃがみ込んむとユイを覗のぞき込こむ。

「ああ、大丈夫だ。ここにいるから安心して寝ていいぞ」

　夏臣が優しい声でそう言い聞かせると、ユイがほっとしたように表情を緩めて手を離す。

「ん……ありがと、夏臣……」

　小さな声をくすぶらせると、安心したように微ほほ笑えんでユイが静かに目を閉じる。

　さっきまでの怯おびえた表情が解けて、ほどなく穏やかな寝息がユイから聞こえ始めた。

　その無防備な寝顔を隣で覗のぞき込こみながら夏臣が溜ため息いきを吐き出す。

　いくら高熱に浮かされてるとは言っても、こんなに可か愛わいい子が無防備な寝顔を男の前で晒さらすのは警戒心がないにもほどがある。

（俺は大丈夫だと思ってくれてるからだろうけど……）

　ここまでユイに信頼されてることは誇らしいが、同時にここまで男として見られていないのかと思うと複雑な気持ちもないことはない。

「……ま、いっか」

　安心し切っている子供のようなユイの寝顔を眺めていると、細かいことはどうでも良くなって来て思わず笑みがこぼれる。

（もう少しだけ、ここにいてもいいよな）

　穏やかなユイの寝顔を眺めながら、スマホの電子書籍のアプリを開いて夏臣がベッドの脇に背中を預けた。
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　射さし込こんでいた夕ゆう陽ひが落ちて、部屋の中がすっかり薄暗くなった頃。

　夏臣が携帯電話から顔を上げてベッドの上を振り返ると、ユイが穏やかな寝息を立ててすっかり眠りについていた。

「……だいぶ落ち着いたみたいだな」

　その寝顔からはさっきまでの苦しそうな感じも消えて、顔の熱っぽさもだいぶ引いたように見える。

　月明りと外の照明で薄うっすらと照らされているあどけなく可か愛わいらしい寝顔は、どこか神秘的にすら見えてついつい見み惚とれてしまう。

　長く生えそろった睫まつ毛げ。陶磁のように白い肌。整った鼻び梁りようと顎の線。薄く瑞みず々みずしい唇。

　こんなにも間近で無遠慮にユイの顔を見たのは初めてだったが、改めて見ても溜ため息いきが出るほどに可か愛わいいらしい顔をしていて、気が付くとその頰へと触れてしまいそうに伸ばしていた自分の指先をギリギリのところで引っ込めた。

（おい、何考えてんだお前は……!?）

　胸中で力一杯に自分を𠮟責する。

　自分を信頼して無防備な姿を見せてくれてるユイを裏切ろうとするとか、人間としても男としてもあり得なさ過ぎて、雑念を払い飛ばそうと頭をがりがりと搔かきむしってベッドの脇に顔を突っ伏す。

（……これ以上、ここにいるのはまずい。ほんとにまずい）

　素に返った恥ずかしさと情けなさと罪悪感でしばらく固まりながら、自分自身にそう言い聞かせる。

　もうユイもすっかり眠ってることだし、十分に約束は果たしたはずだ。

　だから部屋の仕切りを出してゆっくりと寝かせてあげよう。その間に俺は起きた時の晩飯の準備でもすればいい。そうだそれがいい。

　そう決めてベッド脇から立ち上がろうと、ベッドの上に手を置いた瞬間。

「……なお、み……」

　鈴を鳴らしたような小さな声が微かすかに聞こえて、ユイの手がそっと夏臣の手に重なった。

　立ち上がろうとした夏臣の動きが止まる。

　小さな手が熱で少しだけ汗ばんでいて、温かくて柔らかなユイの感触を手の甲に感じる。

　そして上に乗った細い指先が夏臣の手をそっと握り締めると、固まっていた夏臣の心臓ががんがんと早鐘を打ち始める。

「ちょ……!?　ユ、ユイっ……!?」

　声にならない声で夏臣が呟つぶやく。

　全身の血が巡って身体からだ中から汗が滲にじみ出でてるのを感じる。

　ユイに握られている手を、何とか慎重にそーっと抜こうとすると、ユイが「んんっ……」と不愉快そうに唸うなりながら、今度は両手でしっかりと捕まえられてしまう。

（やばい。これはやばい。とにかくやばい。ほんとにやばい）

　もはや夏臣の語彙力も壊滅的になった混乱と動揺の極みの中、あまりに突然やってきた危機に固まることしか出来ない夏臣に、駄目押しと言わんばかりにユイが夏臣の手のひらに顔を乗せて頰をすり寄せた。

　猫の親愛行動のように気持ち良さそうな表情で、白くて滑らかな感触がすりすりと手から伝わってきて全身が沸騰しそうなほどに煮えたぎる。

（これは不可抗力……！　俺は何もしてないし、ほんとに不可抗力だから……！）

　この世のものとは思えない柔らかさと温かさと、吸い付くような手触りを手のひらいっぱいに感じながら、緊張でがちがちになった指先が微かすかに動いてユイの頰に触れてしまう。

「ん……ふ、んん……ふふっ……」

　ユイがくすぐったそうに笑い声を漏らして身をよじりながらも、夏臣の手をしっかりと握って放す素振りはない。それどころかもっともっとと言わんばかりに頰をすりすりとすり寄せてくる。

（……さすがに、ちょっとこれは……可か愛わい過ぎるんじゃないか……？）

　こんなに可か愛わいいユイが無防備な寝姿をさらしてるだけでなく、甘えるように夏臣の手に頰をすり寄せて、あまつさえこんなに気持ち良さそうに微ほほ笑えんでいる。

　ユイとは友達としてのラインを越えたいと思っているわけではないし、今の関係性は楽しくて居心地も良くて満足している。

　でも、ユイはめちゃくちゃに可か愛わいいのも事実で、当然のように夏臣もユイを魅力的で好ましく思っているのもまた事実だった。

　もちろん自分から信頼を崩すような真ま似ねはしないし、後で知ったユイが傷付くようなことも絶対にしないと、この状況でも言い切れる。

　が、遠慮なく思うままにこの可か愛わいらしい顔や髪を撫なで回まわしたくなる衝動が込み上げて来ているのもまた事実だった。

　何とかギリギリでその気持ちをぐっと堪え続けていると、ユイの小さな唇が微かすかに動いた。

「なおみの、て……あったかくて……すごく、あんしんする……」

　ユイが心底安あん堵どした声でそう呟つぶやきながら、そっと夏臣の手を握った。

　無防備で子供みたいな寝顔と幸せそうな呟つぶやきを聞いて、夏臣の浮かれていた気分と顔の熱が急激に引いて落ち着きを取り戻す。

（きっと、ユイはずっと不安だったんだよな……）

　お母さんが亡なくなってから、父親の元にいたのに安心することも出来なくて。周りは敵ばかりでずっと気を張って耐え続けて来た。

　そのユイが夏臣の前ではこんなに無防備に眠れる場所として信頼を寄せてくれている。

　そう思うとユイのぬくもりが手から染しみ込こんで、夏臣の中で暖かい溜ため息いきに変わった。

「……それなら、仕方ないよな」

　穏やかに凪ないだ気持ちで、空いている逆の手でそっとユイの頰を撫なでる。

　小さな子供を安心させるように、ただユイの心が安らいでくれるように、優しく。

　するとユイがさっきと同じ様に、幸せそうな吐息を漏らしながら自分からも夏臣の手に頰をすり寄せて嬉うれしそうな声をくすぶらせた。

（……こんな顔されたら、やましい気持ちもなくなるよな）

　安心し切って微ほほ笑えむユイに小さく笑い声をこぼして、お互いの体温が混ざりあうのを感じながら夏臣がもう一度ベッドの脇に腰を下ろす。

　こんなことで安心してくれるならもう少しだけと、ベッドの脇からユイの寝顔を眺める。

　ドキドキするような、心が凪なぐような、何だか自分でもわからない暖かい気持ちが溢あふれて時間の流れがゆっくりに感じる。

（もう少し、このままでいいよな……）

　夏臣の手をしっかりと握って放さないユイに愛おしさを感じながら、月明りに優しく照らされる寝顔を、飽きもせずにずっと見守り続けていた。




　　　◇　　　◇　　　◇




（ああ……あったかくて、とっても安心する……）

　暖かいまどろみの中で、私はそんなことを思っていた。

　こんな安らいだ気持ちは一体いつ以来だろう。

　まるでお母さんが頰を撫なでてくれてるみたいなぬくもりが嬉うれしくて、その手のひらに何度も何度も頰をすり寄せる。

　温かい手のひらが時折、頰だけじゃなくて頭を撫なでてくれるのもまた気持ち良くて、自分の口から子供のように甘えた笑い声がこぼれてしまうのが分かった。

　でもそんなことも気にならず、もっともっととその温かさを求めて、遠慮することなくめいっぱいに甘え続けた。

（……あれ……？　でも、私って……たしか……）

　ひとしきり満足するまで甘え続けた後、微かすかにユイの意識が像を結び始める。

　深いところでまどろんでいた意識が少しずつ浮かび上がってきて、鉛のように重たい瞼まぶたを何とかゆっくりと開いていく。

「……ん、んん……ん……？」

　ぼやけたユイの視界に、夏臣の顔が映り込んだ。

　ユイの目と鼻の先。手を伸ばせば届く距離にある夏臣の寝顔。

　窓から漏れ入って来る青白い薄明りでも、はっきりとその寝顔が見えるほどに近い。

　ユイが何とか視線だけを動かして部屋を見回してみるが、薄暗くてよく見えない。

　ぼんやりとした記憶を必死に探ると、さっきまでは夕方だったはずで、それならもう陽が暮れたのかなと、ぼーっとした頭でそんなことを考える。

（……あれ？　どうして、夏臣がこんな近くで寝てるんだろ……？）

　まだはっきりとしない頭でそんなことを考えながらも、両手に感じるぬくもりが心地好くて、その形を確かめるようにやわやわと握り続けて身を任せる。

　目を閉じると、それは夢の中で感じていたものと同じぬくもり。

　それがとても幸せで、ついつい頰をすり寄せて──

「────っ!?」

　ユイの顔がボッと赤く染まって一気に目が覚める。

（こ、こ……この、状況って……っ……!?）

　真ん丸く開いた青い瞳が、あまりの動揺でめちゃくちゃに泳ぐ。

　目と鼻の先にはすーすーと寝息を立てる夏臣の寝顔。そして自分の両手が夏臣の大きな手をしっかりと握っていた。

　今の自分の状況を何とか把握しようと、薄うっすらとした記憶の糸を少しずつ慎重に手繰っていく。

（昨日は……確か、私……）

　お昼にオムライスを食べた後、夏臣のノートパソコンで猫動画を見せてもらってたら途中で意識が朦もう朧ろうとして……体温を測ったら三十八度あって……。

　上う手まく歩けなくて夏臣のベッドに横にならせてもらって……夏臣が行っちゃうと思ったら寂しくて、必死に呼び止めて……。

　そこからの記憶が曖昧になっているので、恐らくその辺りで寝入ったんだろうと思う。

　でも、もしかして……。

（……私……ずっと、夏臣の手を握って……？）

　まどろみの中で感じていたぬくもりと幸福感を思い出して、ユイの心臓が壊れそうなほどドキドキと脈打ち始める。

　あんなに安らぎを感じてたのが実は夏臣の手で、今もこんなに温かくて自分が放したくないと思っている。

　夏臣のシャツを摑つかんで呼び止めた後はよく覚えてないけども、さんざん夏臣に甘えてしまったような記憶がおぼろげに頭の片隅に残っていて、ユイの全身がぶわっと熱く粟あわ立だってじわりじわりと汗が浮かんでくる。

（は……恥ずかしくて……死んじゃいそう……！）

　あんな夢を見てとろけたような声を漏らしていたのを夏臣に聞かれていたのかもと思うと、今更ながら顔から火が出そうなほどに頭がくらくらとしてくる。

　視線を動かしてテーブルの上にある置時計を見ると午前三時。

　薬が効いていたのか、私は随分と寝ていたみたいだ。

　時間が経たつと少しずつ落ち着いてきて、深呼吸を繰り返しながら改めて目の前の夏臣に視線を向ける。

　ベッドの脇に座ったままの体勢で、ベッドに顔を突っ伏して眠っていても、そっとユイの手を握り返してくれている。

（もしかして……あれからずっと、ここにいてくれたの……？）

　自分が握っている夏臣の手から、その体温がユイに溶け込むように伝わって来る。

　夏臣が何時間もこうやって自分の傍そばに寄り添っていてくれたと気付くと、あどけない寝顔に甘く胸の奥がぎゅうっと締め付けられた。

　私が日本に来てから今までずっと助けてくれた人。

　見返りも求めずに、自分のわがままだと言って支え続けてくれた人。

　今まで上辺や下心で寄って来る人は何人もいた。だからいつの間にか私も他人を信用することが出来なくなっていた。

（でも夏臣は、最初からちゃんと私を見てくれてたよね……？）

　夏臣の手を放して、音を立てないように気を付けながらベッドから身体からだを起こすと、眠っている夏臣の前髪をそっと避ける。

　そこには年相応のあどけない寝顔。

　普段は落ち着いていて頼りがいのある夏臣とのギャップに思わず微ほほ笑えみがこぼれてしまう。

（年頃の男の子が、こんなに無防備な顔しちゃって……）

　そっと手を伸ばして髪を撫なでると、さらさらとした感触が指先に絡からんで気持ちが良いい。

　何だか可か愛わいい猫を撫なでているような気になって、ついつい何度も繰り返し撫なでてしまう。

　こんな風に触っても起きないんだ思うと、思わずくしゃくしゃくしゃっと好き放題に撫なで回まわしてしまいたくなるのをぐっと堪えて優しく撫なで続けた。

「……ん……んん……？　んっ……」

　夏臣が少しむず痒がゆそうに身体からだを動かす。

　思わずドキッとして手を引っ込めようとすると、頭を撫なでている手を握られて、夏臣がまたすうすうと穏やかな寝息を立て始める。

（うぅ……！　か、可か愛わいい……！）

　寝ていても自分の手を優しく握ってくれている夏臣を見て、何だか泣きたくなるような甘い気持ちが込み上げて溢あふれそうになる。

　もっと夏臣に触れたい、もっと夏臣のぬくもりを感じたい。

　その気持ちが止められなくて、空いているもう片方の手を夏臣の頰に伸ばす。

　指先が夏臣の頰に触れて、夏臣の体温が直じかに伝わってくる。

　でももっとそのぬくもりを感じたくて手のひらを夏臣の頰に添えると、今度は手のひら全体からじんわりと夏臣の体温が溶け込んできて、幸せな気分が堪え切れなくなってしまう。

（私の心臓の音、すごい……爆発しちゃいそう……）

　自分の胸の鼓動がうるさすぎて、夏臣を起こしてしまわないか心配になりつつも、そのぬくもりがもっと欲しい衝動が抑えられずに夏臣の頰を撫なで続ける。

　すると閉じていた夏臣のまぶたがぴくりと動くのが見えた。

「んん……ん……ユ、イ……？」

　夏臣が目を開くと、ユイが音速で手を引っ込めてそっぽを向いた。

　急に自分がイケナイことをしていたような罪悪感に駆られて、体中に冷や汗を伝わせながらユイの視線が盛大に泳ぎまわる。

「具合はどうだ、熱は下がったか？」

「えっ……!?　あっ、は、はい……！　た、たぶんもう、全然大丈夫……！」

「……どうした？　まだ調子悪いのか？」

「ど、どうもしてないよ……!?　た、たぶん寝起きだからかなっ……！」

　自分でもわけのわからない言い訳をしていると思いながら、自分の髪をくしゃくしゃと撫なでてごまかしていると、寝ぼけ眼をこする夏臣に体温計を渡される。

　急いで脇に挟もうとシャツに手をかけると、夏臣が急に焦あせったように後ろを振り返ったので、その隙に深呼吸をして頭と体を落ち着けることに努めた。




「三十六度か、もうすっかり下がったみたいだな」

　部屋の灯あかりを点けて体温計を確認した夏臣が安心したように息を吐いた。

「でも今日は大事を取って学校は休んだ方が良いいな。何か食べれそうなら朝飯買ってくるけど」

「あ、それなら私も行くよ。もう熱も下がったし」

「まだ病み上がりなんだから休んでろって。動けるなら一度部屋に戻って着替えるなりシャワー浴びるなりして来たらどうだ？　だいぶ寝汗も搔かいたみたいだし」

　夏臣のその一言で、寝ぐせと寝汗でボロボロになっている自分に気付いて、急いで夏臣の布ふ団とんを顔まで引っ張り上げて顔を隠す。

　汗の方は寝汗よりも、目を覚ましてから搔かいた分の方が多い気もするけど、余計なことは黙っておくことにする。

「じゃあ行ってくるから、ユイの方も焦あせらずゆっくりな」

　そう言って夏臣が部屋を出て行くのを見送ると、強こわ張ばっていた身体からだから力が抜けて夏臣のベッドの上にぼふっと倒れ込む。

「……さっき触ってたの、ばれてなくて良かったぁ……」

　緊張で強こわ張ばっていた顔が緩んで、夏臣の枕に顔を埋めながらユイが安あん堵どの溜ため息いきを吐き出した。




「……なんだ、さっきの……」

　部屋を出た夏臣が、玄関に背中を預けて大きな溜ため息いきを吐き出した。

　緊張していた身体からだから力が抜けて、思わずその場にしゃがみ込みそうになるのを堪えて自分の頰に触れる。

（さっき、ユイにめちゃくちゃ触られてたよな……？）

　むしろ目が覚める前から撫なでられてたり触られていたような気がするが、いまいち意識が不鮮明だったのでよく覚えていない。

　自分も昨晩に割と好き放題にユイに触ってしまった後ろめたさも込み上げて来て、ユイに触れられていたとしても悪い気分は何ひとつないが、寝起きから驚き過ぎて心臓が爆発しそうに混乱していた。

「……でもユイが昨日のこと、覚えてないみたいで良かったな……」

　ユイにずっと触れていた自分の手のひらを見つめて呟つぶやく。

　まだ手に残ってるユイの感触と、一晩香り続けた甘い匂いを思い出すと、落ち着きかけた鼓動がまた高鳴り始めてしまう。

　また熱くなり始めた顔を押さえながら何度か深呼吸を繰り返すと、朝の冷たい空気で何とか落ち着きを取り戻す。

（とりあえずコンビニに行きがてら頭を冷やさないと……）

　その後は何事もなかったように振舞おう。きっとそれが良いい。

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやきながら、病み上がりのユイが食べやすいようにフルーツヨーグルトでも作ろうと頭を切り替えて、ユイを残して来た自分の部屋の前を離れたのだった。
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　ユイの体調もすっかりと戻った週明けの放課後。

　教会に呼び出された夏な臣おみとユイが事務室へ顔を出すと、既に来ていた香か澄すみが二人にプリントを差し出した。

「明々後日しあさつての日曜日にやるイースター礼拝についてなんだけど、二人は当然参加でいいのよね？　てか参加で人数決めちゃったから、ドタキャンされるとあたしが困っちゃうんだけど」

　香澄が悪びれもなく二人に向けてそう伝える。

「だいぶ前から決まってた行事の出欠を、今頃確認する方がおかしくないですか？」

「あー可か愛わいくない。夏臣はほんっとそういうところ可か愛わいくない。昔は可か愛わいげしかなかったのになぁ」

　香澄が腰に手を当てながら、逆の手の人差し指を立てて眉をひそめる。

「片かた桐ぎりさんって、昔は可か愛わいかったんですか？」

　その話題に何な故ぜかユイが前のめりに食いついた。

「ええそりゃもう。お姉ちゃんお姉ちゃんってお風ふ呂ろはもちろんトイレまで付いて来ようとして大変だったんだから」

「おい、それはいつの話だ。俺の記憶にそんなことはないぞ」

　したり顔で語る香澄を夏臣が静止する。

　物心がつくつかないくらいの頃に一緒に風ふ呂ろに入ったような記憶はあるが、そんな甘えた感じではなかったはずだ。たぶん。

「ふーん。片桐さんはお姉さんっ子だったんですね？」

　何な故ぜかユイがちょっと不機嫌そうに眉をひそめて夏臣を見ていたが、その話題を広げたくない夏臣が話をイースター礼拝に戻す。

「とりあえずヴィリアーズも予定は大丈夫だよな」

「はい。最初にお伺いした時に空けてありますので」

　この仕事の説明をした際に日程は伝えてあったが、念のためにユイのスケジュールも空いていることを確認する。

　イースター礼拝は学校が運営するこの教会の大きなイベント礼拝のひとつで、一般の人たちも入場可能な礼拝。

　なので夏臣たちや教会の担当職員たちが準備や手配、当日の受付やイースターエッグを配ったりなど進行管理などを務めることになる。

　夏臣はそれとは別にオルガンの演奏者としても礼拝に参加するので讃さん美び歌かなどの曲目を確認するが、大きな礼拝は逆にいわゆる定番曲になることが多いので楽譜がなくても弾ひけるくらいには問題はない。

「夏臣は去年もやったし流れは分かってるよね。ヴィリアーズさんもイースター礼拝自体はイギリスで参列してたでしょ？」

「はい。イギリスと礼拝の流れが同じなら問題ないと思います」

「ん、いい返事だ。じゃあ細かい配置とかタイムスケジュールは夏臣に任せちゃうね。あたしはちょーっとどうにかしないといけないことがあるからさー、はぁ～～。ちらっ？」

　これ見よがしに溜ため息いきを吐き出して、「早くわたしの愚痴を聞け」と言わんばかりに夏臣にチラチラと視線を送る。

　また面倒そうだけど仕方ないなと思いつつ、夏臣も長い溜ため息いきを吐き出して香澄に顔を向ける。

「で、今度は何やったの」

「違うよ！　あたしがやったのはパンフレットの発注ミス！　それはもう印刷会社さんに泣きを入れて解決してもらったから、今回は別の話だもん!!」

　もう既にやらかし済みだったとは一枚上を行かれるダメっぷりだったが、夏臣に取ってはさほど驚くことでもないので黙って続きを待つ。

「聖歌隊で来てくれる予定の子が喉をやっちゃったらしくてさぁ。大事はないらしいんだけど、イースター礼拝の参加は難しいって連絡があったから、代わりの子を急いで探さないといけないんだよー」

　はぁ～と長い溜ため息いきを吐きながら香澄が額を押さえる。

「そんなのいくらでも頼む当てなんかあるんじゃないの？　学校関係とか当たれば」

「頼む当てはあるけど、ちょっと急なんだよねぇ。人材派遣的なところにお願いすると足元見られたりとかするしさぁ。ただでさえ印刷会社に支払い増えてるのに、これ以上に支出増えると後でまた怒られるのとか嫌じゃんか？」

「最後の辺りはめちゃくちゃ自じ業ごう自じ得とくじゃん」

「自じ業ごう自じ得とくでもそうなってるものは仕方ないでしょ！　いちいち細かいこと言う男の子は嫌われるんだからね！　覚えときなさいこの思春期!!」

　良いい年して支離滅裂な女子も十分嫌われるだろうと思いつつ、香澄の逆ギレを黙って受け流す。そりゃあ彼氏もできるはずがない。

「…………」

　隣のユイを見ると、何かを言おうと迷っているが、結局何も言葉に出来ずに俯うつむいて申し訳なさそうに唇を結んだ。

　ユイに取っては嫌な思い出でもあるイースター礼拝の聖歌隊の話を長引かせたくないなと思って夏臣がその話題を切り上げる。

「まぁ俺たちはやれることやるから、後は頑張って」

「まーこれも仕事だからしょーがないねぇ。このご時世クビになったら面倒だし。あ、讃さん美び歌か無しのオルガンインストバージョンとかとかどう？」

「クリスチャンの先生たちが来ても問題なければいいんじゃない」

「そーなんだよねぇ、みんな律りち義ぎに礼拝するからねぇ。ほんと暇人ばっかで引くわぁ」

　自分を棚に上げて香澄が肩を竦すくめて舌を出す。

　学校の教師陣はクリスチャンが多く、大きな礼拝には参列する先生らも多い。

　ちなみに香澄の天敵の学年主任もいつも参加しているので、勝手なことをすればまた説教の種が増えるのは間違いなかった。

「じゃあとりあえず俺はヴィリアーズに準備の流れとか説明するから、後は頑張って下さいね、片かた桐ぎり先生」

「はいよ～、そっちはお願いね～」

　がっくりと肩を落とす香澄に労ねぎらいの言葉を残して、これ以上変な飛び火をする前にユイと一緒に教会から退避することにした。
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「イースター礼拝っても、クリスマス礼拝みたいに特別な装飾とかはないから、そんなに準備もやることはないんだけどな」

　夕暮れ時の学校からの帰り道。ユイと肩を並べて歩きながら当日のタイムスケジュールを簡単に伝える。

　実際のところ、配布物やイースターエッグの準備などは職員が担当なので、俺やユイが前日までに何か準備をすることはない。

　当日の基本的な流れは入場、受付、それから讃さん美び歌か。後は牧師が福音の一節を読み上げた後に話をして祈りの言葉、そして終わりの讃さん美び歌かで退場という感じだ。

　イベント礼拝とは言っても無宗派の一般人でも気楽に来れるような空気感だし、特に堅苦しい空気があるものでもないので、夏臣ら学生バイトの主な仕事は受付でパンフレットとしおりを渡して、帰りにイースターエッグを渡す程度のことだ。

「ただ俺は入場から退場までオルガンを弾くから、その間は一人で任せることになるけど大丈夫か？」

「……うん、それは大丈夫」

　ユイが俯うつむき加減のまま小声で頷うなずく。

　ユイは学校を出てからずっとこの調子だった。

　正確に言えば香澄から聖歌隊の欠員の話が出てからで、その理由は聞かなくてもわかり切っていることなので夏臣も黙っていた。

　会話が途切れて二人分の足音が響く中、ユイが足を止めて呟つぶやく。

「……夏臣は、何も言わないんだね」

　夏臣も足を止めて振り返ると、肩を竦すくめてわざと軽い調子で返事をする。

「別に俺が何か言うことはないだろ」

　ユイが困ったように眉を下げて小さく首を振った。

「だって、私が困ってる時は夏臣に甘えて助けてもらってるのに、私は誰かが困ってるのを見て見ない振りをしたんだよ……？　最低だよね、私……」

　出会ったばかりの頃に見た儚はかなげな薄笑いを浮かべながら、敢あえて自分を責めるような口調でユイが唇を嚙かんで俯うつむく。

「……でも、やっぱり歌えないの……いくら、歌いたくても……」

　諦めたような、悔しいような気持ちを滲にじませた声でユイが青い瞳を伏せる。

　困ったような薄笑いを地面に向けると、長い髪がユイの顔をカーテンのように覆って隠した。

「……何か懐なつかしいな、ユイのその顔」

　夏臣が苦笑いを浮かべてそう呟つぶやくと、ユイがわずかに顔を上げる。

「……懐なつかしい？」

「ああ。その笑い方をしてる時は、ユイが自分の気持ちをごまかす時だもんな」

　夏臣の言葉にユイが息を吞のむように目を丸くした。

　自分でも無意識だった癖をごまかすように、ユイがそこにまた苦笑いを重ねる。

　最近はすっかり見ることもなくなっていたので、改めて目まの当あたりにするまで夏臣も忘れていたユイの癖だった。それを見た夏臣の胸の奥も重たくなって、暗くなった空気を払い退けるように夏臣がユイに笑いかける。

「そもそもユイは聖歌隊として入ったわけじゃないんだから、ユイが悪いことなんかひとつもないだろ。だから俺から何も言うことがないのは当たり前だし、あるとしたら何でもそうやって自分が悪いと思い込むのは止めろってくらいだな」

「夏臣……」

　ユイが苦笑いを浮かべたまま、薄い唇の端を嚙かんで俯うつむく。

　ソフィアから聞いたユイがイギリスを出るきっかけになった礼拝での一件は、未いまだにユイの中で歪いびつな傷として残っているのが見えて、表情を曇らせるユイに夏臣の胸の奥も鈍く痛む。

「それに、だ」

　俯うつむいたユイに一歩近づいて、夏臣が出来るだけ穏やかに声を掛ける。

「あの場で自分が歌うって言えなかったことを一番後悔してるのは、ユイだろ」

「…………っ」

「だから俺が言うことなんか何もない」

　夏臣が不器用な笑顔を浮かべて、ユイ自身が許せないユイを肯定する。

　ユイが大きな瞳をぎゅっと細めて唇を強く閉じ合わせた。

　泣き出しそうにも笑い出しそうにも見える曖昧な表情で、何かを言おうとしては吞み込む。

　それから小さく首を振って、ごまかすような苦笑いを夕空に向けた。

「……そう、かもね」

　以前にユイは『歌いたくない』ではなく、『歌えない』と言っていた。だから今でも本当は歌いたいと思っていなければ、ユイがこんなに苦しむはずがない。

　それに自分で変わろうとしているユイを一番近くで見ている夏臣だからこそ、今のユイに言うことなど何もなかった。

　二人の間に沈黙が流れる。

　夏臣もユイも言葉を発さないまま、オレンジ色の陽ひ射ざしが二人分の影を引きのばしていた。

　ユイの抱えているものに答えを出せるのはユイ自身でしかない。

　ユイが歌いたいと言うならば夏臣に出来ることはするし、ユイが歌えないと思ったのならその選択を尊重しようと思う。

　逆に言えば、夏臣に出来るのはその程度のことしかないと分かっているからこそ、ユイに「もういい」と差し伸べてしまいたくなる手をぐっと握り締めていた。

「……ごめん、今日は帰るね。晩御飯も要らないから」

　俯うつむいて夏臣から顔を隠しながら、声だけは明るくしたユイが夏臣の隣をすり抜けて行く。

　夏臣もそれを止められずに、夕焼けに照らされながら小さくなって行く背中を見送った。

「……難しいよな、こういうのは」

　頼りなく項うな垂だれる背中を引き留めたくなるのを堪えて、一人取り残された帰路の夕空に向かって夏臣が小さく呟つぶやいた。
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　夏臣が不意にテーブルの上の置時計を見ると午後九時を過ぎたところだった。

　あれから夏臣も一人で帰宅して、何をするでもなくベッドの上でダラダラと過ごしている。

　久しぶりの一人の夕食は面倒臭さが先立って何かを作る気にもならず、作り置きしていたおかずを口に入れてもやたらと味気なく感じて数口程度で冷蔵庫へ戻した。

（……この部屋って、こんなに広かったんだな）

　一年で住み慣れてたはずの部屋が妙に広く感じる。

　たまに携帯を手に取ってみてもユイからの連絡はない。

　ちゃんとメシ食ってるのか、一人で塞ぎこんでないか。

　そんなことばかり考えて心配で仕方ないが、今はユイも気持ちを整理する時間が必要だと思って携帯を枕元に投げた。

（いつの間にか、ユイがいることが当たり前になってたんだな……）

　自分が思っていたよりも、ユイの存在が今の生活を占めていたことに気付く。

　たった一度の晩御飯を一緒にしなかっただけで、数時間ユイと離れただけで、俺の部屋には大きな穴が開いてしまったようだった。

　夕方のことも、もう少し別の言い方があったんじゃないか、もっと別のフォローの仕方があったんじゃないか、もっとユイに寄り添った立場で考えたら一人にしないで済んだんじゃないか、とそんなことばかりが夏臣の頭を過ぎる。

　いくら自分がお節介を焼きたくて焼いてるだけと開き直ってみても、やはり本人が望まないことには手を貸すことも背中を押してやることも出来ない。

　夏臣が身体からだを横に向けて、ユイと手を繫つないでいた場所に手を添える。

　自分が何もしてやれないもどかしさを歯は痒がゆく感じていると、窓の外から聞き覚えのある微かすかな歌声が聞こえて身体からだを起こした。

「この声は……」

　耳を澄ませると、あの時と同じ桜を謳うたう旋律と透き通った美しい歌声。

　今でも鮮明に夏臣の記憶の中に焼き付いてる歌声が微かすかに夏臣の耳に届いていた。

「……ユイ」

　夏臣がベランダへと出ると、出会った時と同じように歌が途切れる。

　まだ肌寒い四月の夜風がユイの髪をなびかせてその横顔を見せると、夕方に見た時と変わらない薄笑いを夜空に向けていた。

　夏臣も何も言わないまま、手すりに腕を乗せてユイと同じ様に雲のない星空を見上げる。

　少し前までは満開だった桜も今は全ての花を散らして、新たな季節を迎えようと緑色の葉をまとい始めている。

　ほんの数週間で変わった景色が、夏臣に止まらない時間の流れを意識させた。

「私のお母さんはね、歌がすごく上手な人だったんだ」

　まるで独り言のようなユイの小さな声がくすぶった。

「小さい頃ね。私が寝れないって言うと子守唄を歌ってくれて。その歌が好きで私も自然と歌を歌うようになったの」

　昔を懐なつかしむように瞳を細めながらユイが続ける。

　夏臣も隣で夜空を見上げたまま、黙ってその続きを聞いていた。

「お母さんは仕事で色々なところで歌ってる人でね。礼拝で聖歌隊をやる時は私も楽しみにして参列したりしてたんだ。そんなお母さんがすごくカッコ良くて、私も同じ様に歌いたくてお母さんから歌を習ったの」

　さぁっと夜風が吹いて懐なつかしさに浸るユイの横顔を撫なでる。

　ユイからお母さんのことを聞くのは初めてだった。

　ユイが話そうとしたこともなかったし、だから夏臣も余計な詮索をしようとしなかった。

　でも今はユイが話してくれている言葉、そのひとつひとつに夏臣も小さく頷うなずきながら静かに耳を傾けていた。

「だから、歌は私にとってお母さんとの大切な思い出なんだ。今はもう会えないお母さんとの、大切な、大切な思い出。なのに……」

　手すりに乗せたユイの小さな手に僅かに力がこもる。

「……私、歌えなくなっちゃった」

　感情を隠す苦笑いを浮かべながら、ユイが冷たくて柔らかな微ほほ笑えみを俯うつむけた。

　宝物を失なくしてしまった自分を責めるように、歌えなくなった瞬間の記憶から目を逸そらすように、ユイが乾き切った笑顔を張り付けていた。

「実はね。私、イギリスにいた時に聖歌隊をやろうとしたことがあったんだ。お母さんからもらった歌を歌いたくて。お母さんみたいに誰かの心を動かしたくて……でも、歌う機会すらもらえなかった」

　苦しそうな溜ため息いきを吐き出しながら、ユイの横顔にくすりと渇いた嘲笑がくすぶる。

「何かを変えたくて歌おうって思ったのに、ただただ笑いものにされて、貶おとしめられて……人の前で歌うことが、怖くなっちゃった。お母さんからもらった、大事なものなのに……」

　何か可お笑かしい話でもしているかのように笑い声をくぐもらせて、ひとしきり笑った後でまたユイが重たい溜ため息いきを吐き出した。

「ユイ……」

　ソフィアから聞いた下らない親族連中の嫌がらせ。

　ユイもソフィアも現状を変えようと顔を上げたのに、でもそれすらも嘲笑の種にされただけだった。

　それが孤独に耐え続けたユイを捻ねじ曲まげてしまうほどに十分な理由だということが痛いほどに伝わって、ユイの横顔には諦めと自嘲を孕はらんだ薄笑いだけが浮かんでいる。

　夏臣もどんな言葉をかければいいか分からずに、ただ強く手のひらを握り締めていた。

「これだけ頼りっきりで、さんざんカッコ悪いところを見られてる夏臣の前でも、歌えなくて……変わりたいって言ってるくせに……ほんと情けないね、私……」

　視線を下に向けたまま、ユイが自分自身に失望したような空笑いを漏らした。

「情けなくなんか、ないだろ」

　夏臣の口から不意にそんな呟つぶやきがこぼれた。

　ソフィアの助けがあったとは言え、ユイが日本に一人で留学することだって大きな勇気が必要だったはずだ。

　そこで変わりたいと思って、一人でやり直す道を選んだことが情けないはずがない。

「それなら……どうして、今は歌ってたんだ？」

　ユイが力なく顔を上げて、虚うつろな視線を夏臣に向けた。

　夏臣も怯おびえたユイの瞳から目を逸そらすことなく真まっ直すぐに見つめ返す。

　今ここで誰の目もなかったとしても、俺が聞いてると思いながら歌うことはユイに取って相当な勇気が必要だったことだったろう。

　それでもユイは歌った。小さくか細い声を振り絞って、夏臣に届くように勇気を歌に込めて歌ってくれていたから。だから夏臣も目を逸そらすことなくユイを見つめ返していた。

「……ねぇ、夏臣」

　ユイがぎゅっと強く自分の身体からだを両腕で抱き締める。

　逃げ出してしまいそうな自分をしっかりと抱き留めながら、涙をいっぱいに溜ためた微ほほ笑えみを夏臣に向けて、精一杯絞り出すように小さく呟つぶやいた。

「私、歌いたいよ……また、歌えるようになりたい……」

　癒えてない傷が痛んでも、自分に失望して上を向けなくても。

　それでも勇気を振り絞って、夏臣に助けを求めてくれたから──

「なあユイ。今から少し、出掛けないか？」

　夏臣が優しい笑みを浮かべながら、ユイに向かって手を差し伸べた。




「暗いから足下に気を付けろよ？」

　夏臣が合鍵で裏手口のドアを開けて真っ暗な教会の中へと足を踏み入れると、ユイも戸惑いながらも夏臣の後ろに続いて部屋の中へと足を踏み入れる。

　この時間の学校は当然のように人気はなく、誰もいない教会の中をユイが見回した。

「その、こんな時間に勝手に入って大丈夫なの……？」

「見回りの人が来てもオルガンの練習って言えば大丈夫だ。そのための制服だし」

　去年、夏臣は初めてのパイプオルガンに慣れるために夜遅くまで一人で練習をしていたので、巡回に来る警備員もすっかり顔見知りになっていた。なので警備員に見つかったとしても、制服姿で「オルガンの練習をしてました」と説明すれば問題なく通じることは何度も経験済みだった。

　変に怪しまれないように灯あかりを点つけた事務所を通って、礼拝堂へと続くドアを開く。

　静まり返った礼拝堂の中、天窓とステンドグラスから月明りが差し込んで、穏やかな青白い光が堂内を淡く照らし出していた。

「……すごい、綺き麗れい」

　その美しくて神秘的な光景に、ユイの口から素直な感想がこぼれる。

「だよな。俺もそう思う」

　呆ほうけたように呟つぶやくユイに夏臣も同意して頷うなずく。

　今まで誰にも教えていないお気に入りの景色に見み惚とれるユイの横顔を見て、夏臣が満足げな笑みを浮かべる。

　それから幻想的な月明りの下、祭壇へと続く身廊に足音を響かせながら夏臣が赤い絨じゆう毯たんの上を歩いて行く。

「夏臣……？」

　小さくこぼれたユイの言葉を背にしながら、夏臣がパイプオルガンの椅子に座って鍵盤のカバーを静かに開く。

　それから夏臣が振り返ると、戸惑いながら息を吞のむユイと視線が合った。

「俺はユイの苦しみを理解出来るとも言えないし、代わってやることも出来ない」

　穏やかな夏臣の声が真っ暗な礼拝堂の中に溶け込むように静かに反響する。

　ゆっくりと丁寧に、一言ずつを染しみ込こませるように夏臣がユイに言葉を続けた。

「だから考えたんだ。ユイが苦しんでるなら、俺は何をしてやれるのかって」

　夏臣の言葉を聞いたユイが青い瞳をわずかに丸くして、両手を胸の前でそっと握る。

「俺はずっと『望まない人』には手を貸せないと思ってたし、今でもそう思ってる。いくら俺が良かれと思ったとしても、たとえ正解の選択肢が分かっていたとしても、それでも受ける側が望まないなら迷惑でしかないって」

「夏臣……」

　蒼あお白じろい月明りが照らすユイの瞳が揺れて、そっと握った小さな手に微かすかに力がこもる。

「だからユイの歌のことも聞かなかった。家族のことも家庭事情も、ユイが話さないなら他人が踏み込むべきことじゃないと思って、聞かなかったんだ」

　出来る限りの穏やかな声で夏臣がそう続ける。

　もちろん今でもその通りだと思っている部分はある。

　正解を選ぶことが正しいわけでもないし、不正解を選ぶことが間違いなわけでもない。正解なんてそれぞれの生き方と価値観の数だけ存在する。

　だからこそ本人が望むものが正解で、そこに干渉することは間違いで、口にしないことは望まないことだと、そう思っていた。

「でも、望みたいのに望めない人もいて、望むことすらも諦めざるをえないくらいに傷付いた人だっているんじゃないかって。そうも、思えたんだ」

　目を伏せてユイの体温を感じた手のひらを見つめる。

　俺が出来ること。俺にしか出来ないこと。俺がしたいこと。

　その全部を包み込むように、夏臣が手のひらをゆっくりと握り込んでユイを見る。

「今のユイは一人じゃない。俺は何があっても絶対にユイの味方でいるから、怖がらなくていい。だから──」

　ゆっくりと顔を上げて、夏臣を見上げるユイと視線を合わせる。

「だから、歌ってくれないか。俺のために」

　ソフィアの前で誓った覚悟よりも、それ以上の覚悟を込めてそう口にした。

「自分のために歌えないなら、俺のために歌ってくれ。大事だと言ってくれた俺のためならきっとユイは歌ってくれる。そうだろ？」

「夏臣……」

「俺はユイの歌を聞きたい。ユイが大事にしてる歌を聞かせてもらいたい。他の誰が何を言おうと、俺がユイの歌を聞かせて欲しいんだ」

　愛の告白ですらないただのわがまま。

　それを恥ずかしげもなく目の前にいるユイに伝える。

　二人の秘密を約束したあの時と同じ様に、あの時以上のわがままさで。

　あの時以上の覚悟を持って真まっ直すぐにユイへと言葉にして伝える。

　しんと静まり返った礼拝堂の中には天窓から差し込む光だけがきらきらと輝いていて、その静寂にくすりと小さな笑い声が響いた。

「どうして夏臣は、私にこんなに優しくしてくれるの？」

　優しく細めた瞳と優しい声を涙で滲にじませながら、ユイが泣き笑いのような微ほほ笑えみを夏臣に向け返した。

「言っただろ。俺のはただのわがままだ。押し付けがましいだけの、な」

　オルガンチェアに座ったまま夏臣が肩を竦すくめてみせると、ユイが堪え切れずにくすくすと笑い声をこぼした。

「そうだね。こんなわがまま言われたの、生まれて初めてだよ」

　ユイが微ほほ笑えみながらゆっくりと足を踏み出すと、天窓から落ちる月明りにその笑顔が柔らかく照らし出される。

　蒼あお白じろい月明りがユイの頰に伝った一筋の涙を煌きらめかせて、まるで幻想的な映画のワンシーンのように照らし出した。

　ようやく見せてくれたその微ほほ笑えみに釣られて、夏臣も少し照れて鼻の頭を搔かく。

「こんなやり方しか思い付かなくてごめんな。呆あきれたか？」

「少しだけね。でも夏臣らしくて、私は嬉うれしかったよ」

　何だか可お笑かしくなって、堪え切れない二人分の笑い声が静寂の中に響いた。

　月明りに照らされるユイの笑顔は、言葉で言い洗わせられないほどに綺き麗れいで、可か愛わいらしくて。その笑顔の中にはもう迷いも悲しみも見えなかった。

　ユイが夏臣の前まで歩み寄ると、片手を胸に当てて優しく微ほほ笑えむ。

「代わりにオルガン弾いてくれる？　私のために。それならきっと歌えるから。私の代わりにわがままを言ってくれた、私の大事な人のために」

　穏やかな微ほほ笑えみのまま、ユイが誰もいない客席が並ぶ堂内へと身体からだを翻ひるがえす。

　細くて華きや奢しやなその背中には迷いも戸惑いもなく、もう大丈夫というメッセージが夏臣に向かって伝わってくる。

　夏臣もオルガンへと身体からだを向け直すと、音量と音色の調節レバーを操作して、白と黒の鍵盤の上に指を載せる。

　夏臣がそっと指先を鍵盤に沈めると、柔らかな月光が射さし込こむ礼拝堂の中に静かなパイプオルガンの音色が響き渡った。

　曲目は讃さん美び歌か一四八番『救いの主は』。

　それはイースター礼拝で歌われることの多い定番曲。

　ユイがあの日に歌うはずだった讃さん美び歌かを、今ここで未来へと向けて夏臣が弾き始める。

　夏臣の前奏に目を伏せていたユイが深く息を吸い込んで顔を上げると、優しい歌声が薄青く輝く礼拝堂の中を包み込んだ。

　ベランダで口ずさんでいた遠慮がちな歌声ではなく、伸びやかで美しく一点の曇りもない透明な歌声。

　もう迷いも憂いもないユイの歌が夜の静寂に溶け込むように、夏臣のオルガンに寄り添って礼拝堂内をさらに幻想的な空間に彩いろどっていく。

　柔らかな月光の下で歌うユイの頰にいつの間にか伝っていた涙が、月明りを弾いてとめどなく白い頰を伝っては落ちていく。

　涙を伝わせるユイはそれでも楽しそうで、暖かくて、今まで見た中でも一番幸せそうな微ほほ笑えみを浮かべていた。

　胸に手を当てながら、自分自身の心を余すことなく絞り出すように全力で歌い上げる姿は、感情豊かで、力強くて、こんなにも美しい。

　きっとこれがユイの本来の姿。ようやく見れた本当のユイに、この笑顔を見せてもらえた自分自身も誇らしく思えて、夏臣が鍵盤を押し込む手にも気持ちがこもる。

　ユイが歌いながら後ろを振り返ると、鍵盤の上で指を躍らせる夏臣と視線が絡からむ。

　夏臣のわがままを受け止めてくれたユイはとても幸せそうな青い瞳を細めて、最高の笑顔を咲かせてくれていた。

（──ああ、本当に綺き麗れいだ）

　青白い月明りが照らし出す幻想的な景色の中で、夏臣が守ることが出来たその笑顔は、それ以外の言葉が必要ないほどに美しく見えた──
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　結果、イースター礼拝は滞りなく無事に終えることが出来た。

　聖歌隊の欠員はユイが代わることになり、少しもブランクを感じさせない圧倒的な歌唱力で讃さん美び歌かを歌いあげたユイが参列者たちの度肝を抜いた。

　問題があるとすれば、ユイの歌が圧倒的過ぎたせいで参列者たちが上の空になってしまい、その後の牧師の話が完全に食われてしまっていたことくらいだった。

　まぁそれはユイが全力を尽くしてしまった結果だったので、お咎とがめがあるはずもなく俺とユイは無事に給金をもらって労ねぎらわれた。




　そしてイースター礼拝を終えた翌日の放課後。俺とユイはまた紅茶専門店『Toffee』へと足を運んでいた。

「それじゃあ」

「無事に終わったイースター礼拝に」

「「乾杯」」

　お互いに手に持ったティーカップをそっと合わせて小さな音を立てる。

　口に付けて傾けると深い味わいが鼻び腔こうをくすぐって、ハーブティで温まった吐息をユイと一緒にゆっくりと吐き出す。

「今日は誘ってくれてありがとね、夏な臣おみ。もう一度食べたかったんだ、ここのタワラッパン」

「ワタラッパンな」

　夏臣に訂正されるのも気にせず、お店名物のスリランカ式プリンをスプーンいっぱいにすくって頰張ると、ユイが堪たまらなさそうに目を細めて頰を押さえた。

「んん～っ、やっぱり美お味いしい～……っ！」

　夏臣も本日のおすすめのレアチーズケーキを口に入れると、微かすかなレモン酸味の利きいた濃厚なクリームチーズの甘味に思わず溜ため息いきを吐いた。

「そう言えば姉さんが『今度から聖歌隊の予算が削れる！』って喜んでたけど、聖歌隊の手伝いはどうする？」

「私で良ければぜひ。むしろ今まで歌えなかった分、たくさん歌いたいくらい」

　柔らかな微ほほ笑えみを浮かべながらユイが二つ返事で頷うなずく。

　俺が見ていてもイースター礼拝の調子ならもう何も心配はないだろうなと思う。

　強いて言えばクラスメイトがユイの才能を知ったら、これまたクーデレラ嬢の余計なアイドル性が加速して騒がれてしまのではという心配くらいだ。

　まぁクラスメイトに礼拝に来るような奴やつはいないのでその心配は大丈夫だとは思うけども。

　夏臣がそんなことを考えていると、ユイが恥ずかしそうにちらちらと夏臣を覗のぞき見ていることに気付く。

「どうかしたか？」

「うん、その……夏臣にお願いっていうか、あるんだけど……」

「俺に出来ることであれば全然。何だ？」

「あ、うん、夏臣にしか出来ないことなんだけど……」

　若干頰を赤らめて妙にもじもじと視線を彷徨さまよわせる。

　ややユイの間が長いので、夏臣が紅茶を傾けつつその続きを待つ。

「夏臣のお陰で、人前でまた歌えるのも嬉うれしいんだけど……でもたまにでいいから、また教会での演奏会を一緒にやって欲しいなって……」

　俯うつむいて夏臣の様子を窺うように上目遣いでそんなお願いをされる。

　引っ張った割には全然大したことじゃないなと思いつつ、やや肩透かし感を受けながらも夏臣が普通に返事をする。

「そんなの別にいくらでも。俺もユイの歌もっと聞かせてもらいたいしな」

「ほんとに？　ありがとう、嬉うれしいなあ」

　ユイがにへらっと素直に喜んで表情をはにかませる。

　むしろこっちの方が歌を聞かせてもらいたいくらいで、そんなことで喜んでくれるならいくらでもという感じだ。

　ちなみにユイは歌えるようになったのが本当に嬉うれしそうで、今まで歌えなかった分を取り返そうとするようにしょっちゅう歌を歌う癖が付いていた。

　皿を並べながら鼻歌を歌ったり、洗い物をしながらメロディを口ずさんだり、気分が乗ってる時はオリジナルの即興曲『家事のうた』を歌ったりしている。

　即興でも音程とリズムは言うまでもなくバッチリで、やたら感情表現が上う手まかったりメロディアスだったりする辺りはさすがとしか思えない。これが才能かと思う。

　それを褒めると恥ずかしそうにしながら、にへらっと表情を崩してまた歌ってくれるのが可か愛わいらしかったりして、夏臣もついつい催促をし過ぎたりしてしまう面もあった。

　これでユイを取りまく問題が全て解決したわけではないけども、過去をひとつ乗り越えられたことはユイの自信になるだろうし、これから何かあってもきっと大丈夫だと思える。

「そう言えばもうすぐゴールデンウィークだけど、夏臣は連休で実家に帰ったりはしないの？」

　ハーブティーを傾けながらユイが夏臣に尋ねた。

「特にその予定はないかな。帰るのも面倒だし交通費も勿もつ体たいないし。ユイは何か予定あるのか」

「ううん、私も特に」

「クラスの女子たちに遊びに誘われたりしないのか？」

「誘われたけど予定があるって断っちゃった。まだ夏臣以外の人はちょっと苦手だし……それに」

　ティーカップを両手で包み込みながら、少し照れた視線を夏臣に向ける。

「今はそれよりも、夏臣との時間を大事にしたいかなって」

　目を細めた柔らかい微ほほ笑えみで、くすっと小さな笑い声をこぼす。

　可か愛わいらしい笑顔とストレートな物言いに、思わず照れてしまうのを紅茶を飲んでごまかした。

「……そうか」

「……うん」

　夏臣が照れ隠しで短い返事を返すと、ユイも同じ様に頰を染めながら困ったように微ほほ笑えむ。

　ユイが特に浮かれるような意味で言ってる訳ではないのは分かっていても、それでも可か愛わいく見えてしまうものは仕方ないと自分を許すことにする。

　せっかくの連休だし、普段は作らないような手の込んだものを一緒に作ってみるのも楽しいかもしれないな、なんて思い浮かべて夏臣が一人で満足げに頷うなずく。

「ね、夏臣のレアチーズももらっていい？」

「ああ、好きなだけ食ってくれ」

　ケーキの載った皿をユイの前に差し出すと、フォークで切った一切れを口に運んでまた幸せそうに頰を押さえる。

　その素直な笑い顔が可か愛わいくて、まだ今しばらくはこの可か愛わいらしさを独占出来ることを嬉うれしく思いながら、幸せそうに口を動かすユイを微ほほ笑えましく眺めていた。




　そして店を出た帰り道。

　夕ゆう陽ひに照らされて二人ぶんの長い影を引きながら、ユイと馬車道の商店街を肩を並べて歩いていく。

「今日は御お礼れいで私が出すつもりだったのに……」

「二人の打ち上げなんだから俺が奢おごられるのも変だろ」

　会計が割り勘だったことに納得が行かなさそうに唇を尖とがらせるユイをなだめる。

　せっかくの日本での初任給だし、ユイは普段本当にお金を使わないので自分の物を買って欲しいのが夏臣の個人的な願いだった。

「あ、何かお祭りやってるみたいだぞ」

　馬車道通りの中に人だかりを見つけて、未まだ不満げに眉をひそめてるユイの気を逸そらす。

　商店街の上に掛かけられている横断幕を見ると『ハンドメイドマーケット開催中！』と書いてあって、通りには小さな露店がいくつも並んでいた。

「せっかくだし、ちょっと見て行くか？」

「うん、見たい見たい」

　夏臣の提案にユイが頷うなずいて目を輝かせる。

　とりあえず端から見て行こうと露店が並ぶ通りへと足を踏み入れると、長机の上に品物を広げた露店には、シルバーアクセサリー、革細工、ビーズアクセサリー、スマホカバー、写真集、フラワーアレンジメントなどなど、多彩なハンドメイド作品が並んでいた。

　明らかにプロと言った出いで立たちの人から、趣味で参加してるような感じの人まで、多種多様な人たちで活気に包まれている。

「すごいね、ここにあるもの全部手作りなんだ」

「そうだな、思ってたより全然すごいもんだな」

　ユイが子供のようにはしゃぎながら忙せわしなく左右に顔を向ける隣で、夏臣も露店に並んでいる品物たちを眺めて歩いていく。

　同じジャンルの品物でも値段もまちまちで、高品質な一点もので高価なものもあれば、高校生でも手に取りやすいような価格設定のものまである。わいわいと賑にぎわっている雰囲気も相まって、こうやって見ているだけでも十分楽しめた。

「……あ」

　ユイがその一角で足を止めて机の上を覗のぞき込こむ。

　夏臣も足を止めてユイの視線の先を見ると、その店はシルバーアクセサリーを取り扱っている店のようだった。

「ユイはこういうのに興味あるのか？」

「興味というか……うん、まぁ……」

　ユイが曖昧な笑顔を浮かべて夏臣から視線を逸そらす。

　夏臣がユイの妙なリアクションに首を傾かしげていると、長机の向こう側から元気な声を掛けられる。

「うわ、カノジョめちゃくちゃ可か愛わいいねえ！　今日のデートの記念にプレゼントはどう？　少しくらいなら安くするから買ってってよ！」

　レザージャケットを着た金髪ショートヘアの元気な店員が、人ひと懐なつっこい笑顔でぱたぱたと夏臣とユイに手招きをしている。

　どうやら彼女がここの店主のようで、ネックレスにブレスレット、リング、ピアスとあらゆる場所にシルバーアクセをつけたパンキッシュな女の人だった。

「いえ、カノジョじゃなくて友達ですけど」

「あ、そなんだ、そいつは失礼」

　あははと笑い飛ばす店員の前でユイも困った微ほほ笑えみで曖昧に濁しつつ、机の上に並んでいるシルバーアクセサリーをひとつひとつ見ていく。

　夏臣も一緒になって視線を向けると、店主のイメージとは違う大人しく上品なデザインのリングやネックレス、ブレスレットが並んでいる。

　確かにこういうデザインならユイに似合いそうだなと思って隣を見ると、夏臣を見ていたユイと視線がばっちりと合って、ユイが慌てて顔を机の上へと戻した。

（……さっきから、何か変だな）

　やたらとユイがそわそわしていて、机の上の商品と俺を交互にちらちらと見比べている。

　さっきも歯切れ悪いことを言ってたし何だろうと夏臣が思っていると、店主が夏臣にちょいちょいと小さく手招きをしていた。

「お兄さん、これとか似合うんじゃない？」

　差し出されたのはシンプルな細身のチェーンブレスレット。

　小さいチェーンブロックを繫つないだシンプルな作りで、良く磨き込まれていて細身ながらもちゃんと存在感がある。

　留め具を付ける長さ調整のアジャスターの先端部分に、ワンポイントで付いた小さな多面体カットのクリスタルガラスが夕ゆう陽ひを虹色に弾いて光っていて、アクセサリーに疎うとい夏臣でも格好良いなと思うブレスレットだった。

「ね、カノジョもカレシに似合うと思わない？」

「あ、はい、そうですね……似合いそう……」

　差し出されたブレスレットを受け取って、ユイがまじまじと見つめる。

　それからさっきと同じ様にまた俺を窺うようにユイがちらっと視線を向けた。

「夏臣はこういうの、どうかな？」

「どうって……」

　ユイの手のひらの上にあるブレスレットに視線を向ける。

　値段も二千円と十分に手ごろな価格で、夏臣はアクセサリーの類は買ったことはなかったが、もし付けるとするならばこういうものを選ぶかなと思うくらいには良いいと思う。

　付ける人を選ばないシンプルなデザインだが、きっとユイにはこういうアクセサリーが良く似合うんだろうなと思って頷うなずいて答えた。

「良いいんじゃないか。シンプルでカッコ良いと思うし」

「うん。私も良いいと思う。きっと夏臣に似合うよね」

　ユイがふんふんと妙に力強く頷うなずく。

「え？　いや俺はユイに似合うと思って答えたんだけど……」

　ユイと話が食い違っているような気がしたところに、店主が前のめりにユイと夏臣の間に割って入ってくる。

「じゃあカレシに付けてみてあげなよ。ほら鏡もあるしさ」

「あ……いえ、彼氏ではないんですけど……」

「細かいことは良いいから良いいから！　せっかくだしほらほら遠慮せずに！」

　店主の強引なノリにユイが眉を下げつつ夏臣に困った視線を向けてくる。

「じゃあ……夏臣、いい？」

「ああ、俺は構わないよ」

　伺うような視線のユイにそう聞かれて、別に断る理由もなく夏臣が頷うなずいて応える。

　夏臣が左腕を差し出すと、ユイがチェーンブレスレットの留め具を外して夏臣の腕にそっと巻き付ける。

「……何かこういうの、本当に恋人みたいで少し照れちゃうね」

「まぁ……そうだな」

　お互いに困ったような照れ笑いを浮かべながら、若干の余裕を持たせてユイがブレスレットの留め具を付けた。

「へぇ、ブレスレットってこんな感じなのか」

　夏臣が左腕を動かして人生初のブレスレットの感触を確かめる。

　思ったよりも軽くて、アクセサリーを付けてるという違和感もない。

　シルバーの煌きらめきが主張し過ぎていなくて、さり気なく腕を飾っているイメージは思っていたよりも良いい感じだった。

「ん。夏臣にすごく良く似合ってる」

　ユイが両手を合わせて笑顔で頷うなずく。

　鏡を見ても似合ってるか似合ってないか自分では良く分からないけども、ユイがそう言ってくれるだけで夏臣も悪くない気がして来る。

「じゃあ、こちらいただけますか？」

「……え？」

　店主に向けてそう言ったユイの横顔に、思わず夏臣の声がこぼれる。

　驚いている夏臣にユイが少し照れながら微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「夏臣にプレゼント。さっきごちそう出来なかったし」

「いやいやいや、ユイが自分で稼いだ大事な金だろ。それならこんなことに使わずに、自分の好きな物を買った方が──」

「ううん。私にとっては、『こんなこと』じゃないから」

　しっかりと力のこもった言葉でユイが夏臣の言葉を遮る。

「私が日本で初めて稼いだお金だから、夏臣にプレゼントしたいの」

「ユイ……」

「夏臣のお陰で歌えるようになって、それでもらった大事なお金だから。だから私の一番大事なことに使いたいって思ったらダメ？」

　傾いた夕ゆう陽ひに照らされながら、ユイが優しく瞳を細める。

　夏臣の前でだけ見せてくれる微ほほ笑えみに橙だいだい色いろの夕ゆう陽ひが重なって、その可か愛わいらしい笑顔をさらに優しく染め上げていた。

「それに、私がしたくてするだけのわがままなら良いいんだよね？」

　ユイが少しおどけた様子で夏臣の言葉を真ま似ねしてみせる。

「それを言われると……ダメだとは言えないな」

　夏臣が鼻の頭を搔かきながら観念した笑い声を漏らすと、ユイもくすくすと楽しそうに笑い声をくすぶらせた。

「それだったら……」

　夏臣も並んでいるブレスレットのひとつを指差して店主に声を掛ける。

「じゃあこれも下さい」

　夏臣の腕に巻かれているブレスレットの隣に置いてあった、同じデザインだけども全体的に少し細めに作られた女性用のペアブレスレット。

　隣で見ていたユイが驚いて夏臣を見上げる。

「俺もユイに似合うと思ってたし、俺からもユイにプレゼントしたいなって思ってたから」

「で、でも、私は夏臣にプレゼントをもらうようなことは何も……」

　ユイが戸惑いながら遠慮しようと両手を振るが、夏臣がユイを覗のぞき込こんでそれを止める。

「お礼とかそういうんじゃなくてさ。これを見れば、何かあっても『あの時に頑張れたから大丈夫』って思い出せるかと思ってさ」

「夏臣……」

　大きな青い瞳を丸くして、唇をきゅっと結んで困ったようにユイが俯うつむく。

「……ずるいよ。そんな言い方されたら……断れる訳ない……」

　夕ゆう陽ひの中でもでもわかるくらいに頰を赤くしながら、ユイがいじけたような口調で両手を胸の前でぎゅっと握る。

「嫌か？」

　夏臣がそう尋ねると、ユイが俯うつむいたまま首を左右に振った。

「嫌なんてこと、あるわけない……すごく、嬉うれしい……」

「じゃあ決まりだな」

「……うん、ありがと」

　ユイが遠慮がちに顔を上げて泣きそうな微ほほ笑えみをにへらと緩めると、夏臣も満足げな笑みを浮かべて頷うなずいて応えた。

　そのやり取りをにこにこしながら眺めていた店主が、夏臣の選んだブレスレットを手のひらに載せて差し出した。

「じゃあカレシさん、どうぞ」

　夏臣がその意図を酌くみ取とって軽く頭を下げると、お揃そろいのブレスレットを受け取ってユイに顔を向ける。

「ユイ。腕出して」

「……ん」

　ユイが小さく頷うなずいて左腕を差し出すと、夏臣がその細い腕にお揃そろいのブレスレットを巻いて留め具を止めた。

　白いユイの腕に上品な銀色が似合っていて、アジャスターの先端にあるクリスタルガラスが夕ゆう陽ひを受けて虹色に煌きらめく。

「ありがと。すごく大事にする」

　ユイが愛おしい宝物を見るように優しく瞳を細めながら、右手の指先でブレスレットをそっと撫なでると、さっき以上に泣き出しそうな笑顔で微ほほ笑えんだ。

「ああ、俺も大事にするよ」

　きっと今はユイと同じ様に自分も緩み切った顔をしてるんだろうなと思いながらも、そんなことよりユイの笑顔を見ていたくて、お互いに目を逸そらさず照れて笑い合った。
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「じゃあ、お会計お願いします」

「私も。お会計お願いします」

　二人がそれぞれの会計を済ませてから、店主のサービスでお手入れ用の銀磨き用のクロスをもらって露店を離れる。

　夕暮れの馬車道を歩きながら、ユイが左腕のブレスレットを嬉うれしそうに夕ゆう陽ひにかざしながら目を細めて、幸せそうな笑顔を夏臣に向けた。

「ね、写真撮ろ？　お揃そろいのブレスレットの写真。こうやって二人の腕を並べて一緒に」

「それいいな。賛成」

　ユイの提案に携帯のカメラを起動すると、ユイが白くて細い腕を夏臣の腕の隣に並べた。

　お揃そろいのデザインのチェーンブレスレットが手首で橙だいだい色いろの夕ゆう陽ひを煌きらめかせる。

「じゃあ撮るぞ？」

　シャッター音が響いて、二人の腕とお揃そろいのブレスレットがカメラに切り取られる。

　二人の長い影の上に並んだ二つのクリスタルガラスが、夕ゆう陽ひを弾いて虹色に輝いている瞬間が綺き麗れいに写真に収まっていた。

「わぁ、綺き麗れい……すごく素敵な写真……」

　スマートフォンに収まったその写真にユイが愛おしそうに目を細めながら、左腕のブレスレットを嬉うれしそうに揺らす。

「ありがと夏臣。本当に夏臣には、いくら感謝しても感謝し切れないくらい」

　くすりと小さく笑いながら、ユイが優しい微ほほ笑えみを夏臣に向ける。

　暖かな夕ゆう陽ひに照らされたユイの笑顔には、最初の頃に映っていた儚はかなさも陰りも何ひとつ見えない。

　そんな笑顔を何度見せてもらっても、自分がこの笑顔を守ってあげられたのかと思うと、夏臣の胸の中を暖かい気持ちが何度でも満たしていく。

「俺の方こそ。ありがとうな、ユイ」

「私は夏臣にお礼を言ってもらえるようなことは何もしてないけど……」

「色々あるんだよ。ユイには分からないところで」

「くす、何それ」

　夏臣の返答にユイが可お笑かしそうにくすくすと笑った。

　今までの生活も十分に充実していた。身の回りのことをして、すっかり趣味になった自炊をして、たまにバイトをして、休日には本を読んでのんびりして。

　でもユイと過ごすようになってからは、それ以上に楽しくて充実していた。

　夏臣が作った食事を喜んで食べてくれて、他愛もない話をして。

　夏臣の前でだけおどけてくれたり、幸せそうな笑顔を見せてくれたり、そんな時間がとても楽しくて、今までとは比べ物にならないほど幸せな時間になっていた。

　だからそんな気持ちを込めて、夏臣がユイにありがとうを伝える。

「さて、今日の晩飯は何が食べたい？　ユイの好きな物なんでも作るぞ」

「あ、じゃあ夏臣のカレー作ろ？　それなら私もお手伝い出来るし、一緒に作りたいなって」

「じゃあ今日は奮発して良い牛肉でも買うか」

「うん、良いいね。せっかくだから買っちゃおうか」

　ユイの幸せそうな笑顔につられるように、夏臣も幸せそうな笑みを浮かべて笑顔を向け合う。

　飽きもせず何度も嬉うれしそうに左腕を眺めて微ほほ笑えんでるユイの横顔を見つめながら、今日はユイのためにデザートまで用意してあげようと思う夏臣だった。




　　　◇　　　◇　　　◇




　その翌日の朝。

　夏臣が教室に到着するとすでに慶けいが席で突っ伏していて、夏臣に気付くと眠そうな目を擦りながら盛大なあくびをしつつ慶が手を上げて応えた。

「相変わらず慶は週明けはずっと眠そうにしてるな」

「貧乏暇なしってやつだ、仕方ねーなぁ」

　慶がそうぼやきながらもまた大あくびと伸びを同時にこなしていると、夏臣に少し遅れて教室に入って来たユイが隣の席へと座る。

　それから少しだけ夏臣に視線を動かしたユイが、小さく会え釈しやくをして平へい坦たんな声で呟つぶやく。

「おはようございます」

「おう、おはよ」

　夏臣も短い一言だけ挨拶を返すと、ユイがポケットから携帯を取り出して画面に細い指先を滑らせ始める。

　相変わらずのそのやり取りを見ていた慶が肩を竦すくめて溜ため息いきを吐き出す。

「相変わらず素っ気ないなぁ。せっかくヴィリアーズ嬢から挨拶してくてれるのに」

「だからいいだろ別に。みんなが慶みたいにコミュ力高い訳じゃないんだよ」

「ま、確かに今さら夏臣が愛あい想そ良くなっても気持ち悪いかな、ヴィリアーズ嬢？」

　慶がユイに話の水先を向けると、髪の隙間からほんの少しだけ視線だけを動かしてすぐに興味なさそうに自分のスマートフォンへと視線を戻して答えた。

「そうですね。私もそう思います」

「ヴィリアーズ嬢は夏臣より愛あい想そないなぁ」

　けらけらと声を上げて笑う慶を気にすることもなく、ユイは深窓のお姫様クーデレラの通り名に相応ふさわしいクールな表情のままスマートフォンの上に指を滑らせ続けていた。

「いいんだよ、俺たちはこれで」

　夏臣が満足そうに答えると、慶が呆あきれたように肩を竦すくめてみせた。

　窓の外から射さし込こんだ陽の光がスマートフォンを持っているユイの左手の袖口を照らすと、銀色のチェーンブレスレットに付いているクリスタルが一瞬、虹色に煌きらめく。

　夏臣も左手のブレザーの袖口を押さえると、お揃そろいのブレスレットが揺れて左手首を撫なでた。

　その仕草を横目で見ていたユイの口元に微かすかな微ほほ笑えみが浮かんで、その顔を隠すように窓の外へと顔を向けた。

　そんな可か愛わいらしいユイをここにいる誰も知らないことが何だかくすぐったくて、我慢し切れなくなった夏臣から思わず小さな笑い声がこぼれてしまっていた。










　あとがき




　あなたがこのあとがきを読んでいるということは、私のライトノベル処女作がこの世に出ていることでしょう。まさか私が電撃文庫様より小説刊行をさせて頂ける日が来るとは、去年の自分に言ったら信じないと思うので喧けん嘩かになるかと思います。タイムマシンあっても意味なし。

　と言うことで、今まで活動していたフィールドを出て、新しい挑戦をさせてもらいましたことを本当にありがたく思います。また新人としてイチからの出発になりますが、手に取って下さった方々の期待に応えたいマインドは変わらず、今後も精進して行きますのでどうぞよろしくお願い致します。




　あとがきの最後に関係者の方々へ謝しや辞じのスタッフロールを。

　私の担当編集として名乗りを上げてくれた木村様。私のしょぼい語ご彙い力では表現出来ないほど素敵なイラストで作品を彩って下さったかがちさく先生。何だかんだで親身になって販促を手伝ってくれた我がスミレのメンバー。この縁を下さった瀬尾順先生。

　そして何よりこの本を手に取って下さった方々へ、感謝の意をこちらに残させて頂きます。あ、こういうあとがきを見るとなんかそれっぽいですね！

　あと今回のプロモーションムービーとかテーマソングのミュージックビデオとかもありますので、雪仁のYouTubeチャンネル『すまふぉチャンネル』もチェックお願いします！

　また皆様にこうしてお礼を伝えられるよう今後も精一杯に頑張ります。ではでは。
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a key to my house.
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Illustration: Kagachisaku
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